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例 言

１．本書は、石川県金沢市丸の内地内に所在する史跡金沢城跡の埋蔵文化財確認調査報告書である。

２．調査原因は公園整備事業であり、事業を所管する石川県土木部公園緑地課から石川県教育委員

会事務局文化財課への依頼に基づき、財団法人石川県埋蔵文化財センター（平成10・12年度）

および石川県金沢城調査研究所（平成15・16、18～ 21年度）が調査を実施した。

３．調査期間と担当職員は次のとおりである。

平成10年度 (1998)

期 間 平成10年７月 21日～ 10月 30日

担当者 三浦ゆかり（主任主事）、端 猛（主事）

平成12年度 (2000)第２次

期 間 平成12年５月 16日～ 6月 21日

担当者 冨田和気夫（課主査）、滝川重徳（主任主事）、湊屋玲美（主事）、土田友信（講師）

平成12年度 (2000)第３次

期 間 平成12年８月 10日～ 11月 22日

担当者 冨田和気夫（課主査）、滝川重徳（主任主事）、湊屋玲美（主事）、土田友信（講師）

平成15年度 (2003)

期 間 平成15年９月１日～12月 21日

担当者 冨田和気夫（調査専門員）、滝川重徳（係主査）、熊谷葉月（主任主事）、加藤克郎（主事）

平成16年度 (2004)

期 間 平成16年８月 17日～ 12月 22日

担当者 冨田和気夫（調査専門員）、滝川重徳（係主査）、熊谷葉月（主任主事）、加藤克郎（主事）

平成18年度 (2006)

期 間 平成18年９月 15日～ 11月１日

担当者 滝川重徳（専門員）、加藤克郎（主任主事）

平成19年度 (2007)

期 間 平成19年８月 17日～９月27日

担当者 滝川重徳（調査研究専門員）

平成20年度 (2008)

期 間 平成20年７月８日～９月22日

担当者 滝川重徳（調査研究専門員）、丹野修太（嘱託）、吉田千沙子（嘱託）

平成21年度 (2009)

期 間 平成21年５月 11日～７月６日

担当者 滝川重徳（調査研究専門員）

４．出土品整理は、平成14～ 22年度に財団法人石川県埋蔵文化財センター（平成25年度から公

益財団法人）に委託して実施した。

５�．報告書の作成は、滝川重徳（担当課長）、安中玲美（調査研究専門員）、荒木麻理子（調査研究

専門員）が担当した。なお、第６章第１～３節は、株式会社パレオ・ラボ（小林克也、伊藤 茂、

佐藤正教、廣田正史、山形秀樹、Zaur�Lomtatidze、竹原弘展、藤根 久、米田恭子）による分

析報告である。執筆分担は目次に記した。

６．調査に関する記録・遺物は石川県金沢城調査研究所で保管している。



７．調査・報告にあたり、以下の機関・個人の指導・助言、協力を得た。

文化庁文化財第二課 石川県立歴史博物館 金沢市立玉川図書館 公益財団法人前田育徳会

東京大学総合図書館

市川浩文 金森安孝 金田明大 河村健史 北浦�勝 北垣聰一郎 北島俊朗 北野博司

楠 正勝 久保智康 齋藤慎一 嶋崎�丞（故人） 千田嘉博 中村利則 成瀬晃司 新谷洋二

西形達明 飛田範夫 平井�聖 麓�和善 堀�大介 堀内秀樹 宮里�学 森島康雄 横山隆昭

吉岡康暢 脇田�修（故人）（敬称略）
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特徴
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特 徴

土師器皿胎土分類

中砂多い、粗砂・極粗砂・海綿骨片目立つ

砂粒比較的少なく、均質（細分の余地大きい）
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礫含み、粗砂・細砂多い（含有量の程度差大きい）
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第１ と

第１ 調査に る

． の

は、16世 に成立した （ ）を前 とし、 （1580） 、

の となった 11 （1583）には前 利 が し、これより前 主 14

が 300 に たり 主となり、 成立後 大の大 の として した

明 初 から は 部 （の の ）の となり、 20 （1945）まで第

部や 第 部、 第 の が立 ぶ の 点であった 第 世 大

後の 24 （1949）には 部 の となり 大 が し、 は大 と

して利 されて た

53 （1978）、 は 外の 地区 の を 定し、平成５ （1993）

３ に を した 大 地の り いは、平成３ （1991） に された 大

地利 で され、平成５ ３ の 的、 化的利 を基 とする との を て、

化に た が まった

は、この に って、平成 （1995）３ に をとりまと 、

平成 （1996）１ に 28.5 aを に利 する を 定し、同 ３ に から大

地21.77 aを した

． （ か ）

平成 に まった第 期 は、平成16 （2004）までを としての基盤

とする10 に基 、 地 の 、調査（ 物の 、石 等）、 、

地等の （ 等 、 、 等）、 造物の （ ・

・ 、 等）を ることとした また、 目的として、石 の 化（石

量）や にも した

の は、平成 （1997）の 等の 定 に まり、平成13 （2001） の 全

緑化いしか の を期に、 区 の 全 を した

の に 立 、 化 と 土木部 緑地 は、 が周 の埋

化 地であることから、 に い埋 化 に が じる は前もって 掘調査等の

を る く、 前 を ていた

の 、平成 1997 に 立埋 化 ーが した 石 上面遺構

の 調査を りに、 地 に る と埋 化 調査が 同 状 で ッ に

、平成10 1998 には、 たに 立された 石 埋 化 ーを調査 と

して、いもり 、 、 南（ 部）、 北 の 掘調査、平成11

1999 には、前 から の 物 に う ・ に て、 （ 性植

物 ）、 、 大 、 、 等の に る 掘調査が れた

に る調査は 後も がれ、平成12 2000 には北 （ ・ ）、

、 北、 、いもり 、平成13 2001 には 等、 、 で、

に う遺構 調査が されている

石 は、 後の の を するた 、平成16 2004 に

― 1―



基 方 を し、 の の基 的な 方、 に しての 点等

について を 、 にあたっては の な調査と を い、 性の い を う

こと、 に しての 定は基 的に 後期に すること、 多 な にも

すること、 は ー の 全・ や 方 等を ま て 期的 点も含 た 的な

り を ること、等の基 方 を した

この基 方 に基 、平成26 （2014）までとする第 期 が 定され、 の

をはかった 体的には、 （ 北 ・ ・石 ）の 、 いもり の 的 、

である また、 目的として 南西石 の も っている

平成26 をもって第 期 が となることから、平成27 （2015）３ に 第

期 定 を 、同 には の ート調査などを し、12 に

は第 期 を 定した 多 の 、 の 、 石 の 全を 、

石 の 的な の石 の 全対 に る を 成、基 の 定や

れに基 く 全対 の を目 し、 も を ている

３． の

を る 方で、石 は、平成13 （2001） 、 の調査 、 の ・

、 の調査 、調査成 の ・ 等を目的として、 化 に

調査 を し、 に る 的な調査 を推 することとした （平成19 （2007）

石 調査 に ）

平成14 （2002）からは、 図・ 、埋 化 、 造物、 （石 ）などを対 に

の 的な調査 に した 埋 化 では、 の と構造を る目的で平成

14 （2002）より を て の 調査を している 平成24 は、とく

に の に 点を て、 の 遺構の や、 の構成 でもある 石積石 の

調査を している また、平成19 （2007）から 23 （2011）には、石 の に う

遺構 調査も した 方、 に う埋 化 調査も主 部 である土

木部の により している 第 期 では平成10 （1998）から くいもり の調査を

、平成 18 （2006）には 北 （～ 20）、平成 20 （2008）に （～ 25）、平成 22

（2010）に （～ 24）を、第 期 では、 多 の に る遺構 調査を している

４．

こうしたなかで、 から 12 後の平成 20 2008 １ 11 に、 の主 部

275 155.14 について、石 が 部 大 に 定の を い、平成20 ５ 16 に

の 化 の 部 大 の を て、平成20 17 部 第 100

で の に 定された また、平成 20 12 24 には石 が 体に 定された 21

から に し、23 に 定された

． の

上 と 部 するが、 では するいもり の状 について する いもり につい

ては、 区 （ 全体の南 部）を対 として、上 １の から

すでに が されて り、 の主 な として られていた た し後

する り、近 に埋 立てられた後、 の の大部 は 地となって り、 の大 な

となっていた また 初 については、 としての ・ が され、 や
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状に があったのが であった 平成 ・ に ーリ 調査・ 掘調査を った後、平成

13 （2001） の 全 緑化いしか までの に 、 0 から

的に埋 化 調査が されたが、 遺構と 初 との調 を する状 が明 になった

方で ・ ・ の を する の を て、緑化

期 は 定 として する方 が られ、 の埋 化 調査は、10 の成

を する目的で された

平成13 12 に った （ 周 調 ）の では、いもり の は、

近世後期の 図や埋 化 調査 を ま 、地 ・構造等を 定することが基 方 となって

り、 や南岸 南の 地（ ）を る石 の （平成14 12 ）後の状 との

が とされていて、 のいもり の はこの れに いて られることとなった

5 に いては、 れまでは されていなかった とこれに る 面・石 の埋

化 調査を し、16・17 にはこれに して ーリ 調査も った

上 に した 基 方 （平成17 ３ ）では、いもり は、

の 側部 について、 が 区 にあり、 外周部の の 上を図るう で 的な

の や 的な について、 体的に を ることが ましい との方 が され

て り、これを て平成17 に に いもり を 、 を

ることとなった この では、いもり の全体 を に れながら、 区 での

的 の 定を目 し、 ・石 （ 南 の 石 ）の の なら 、 や

、 質 等に たり 的・ 的な を ることとした な 17 には、

石 の遺 部 上面を さ る 定的な が れた

後の埋 化 調査に しては、全体 との 性を図る上で、 の南岸の の 性

が され、 の 区 外の調査が 体化することとなった また の 化にか

かり、 側の から 地（ ・しいの 地）を するルートが され、これが

0 の調査の となった

平成18 後は、 北 等の を し、第 期 として

していた 北 の と 、 ・ 上の 等について し、 を ることとなっ

た この に いて、いもり の 定的な が 定し、平成20 から が ら

れるに った また 石 の についても方 が定 られ、 には 石 南面・

面の調査、上面 部 の積 し調査を した

上の ・ を て、平成21 の 石 を っていもり の は

することとなった

第 調査の

．

0 の 掘調査については、土木部 緑地 の を た石

が 石 埋 化 ーに し、 １ で を した 化

第57 第１ に基 く 掘調査 （ いもり 等）については １ で

した

調査は 21 に し、いもり 部（いもり より南 ）の北岸全 を対 に した（い

もり 第１ ） 初の 定 り、北岸全体が大 に 平を て り、 図に る北西部

は基 部 も れていた しかし 平面での北岸 、南 の （ ）の が で
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た 、より 側に する の が られ、調査区北西にはこの に う土 の が 明

した た し の見 しにより、 の調査を に る が じ、 地

点の遺構の 細 については に しとなった 11 １ には 地 明 を った

地の は10 30 に し、調査面積は 3 300 である

初は平成 11 に調査を 定していたが、 の見 しにより の

調査となった 土木部 緑地 の を た石 が 石 埋 化

ーに し、 ３ で を した 化 第57 第１ に基 く 掘

調査 （ いもり 等）については で した

は 全体の ・ 上、いもり については に て調査を した 第１ 目

（いもり 第 ）は10 調査の北西側の 部（ ）を対 とし、５ 16 に し、

いもり の 造 を する （1615 24） の をもつ 石 を した 17

には 地 明 を い、 地の は 21 に した 第 目（いもり 第３ ）は、10

調査区北西部の土 と南 部の の について、遺構の構造の 細 を る く

10 に した この調査では土 石 の や成立・ が され、い

もり の の大 について 見を た 10 19 には 地 明 を い、 地の は11 22

に した の調査面積は て 3 950 である

5 上 第１ で した り、平成13 、いもり の は て

されることとなった と16 は、いもり 部北岸の までの状 を することを

目的に、土木部 緑地 の を 、石 化 調査 が 掘

主体となって、埋 化 調査を した 化 第58 の 第１ に基 く 掘調査

については 21 で した

は南 の と北岸 近の を対 とし、 れ れ第１地点・第 地点と

した までは、 の ーリ 等により10 を る さが され、調査地点を

で で壁面を する を り、第１地点は の南西側 を、第 地点は ・西・南

の３ を う 状とした 調査は １ に した の埋土については、上部が明 40 （1907）

後の埋立土であるた 、この部 については で掘 し、 よ の さを として

面の ・ 査を で うことを り し に った 定の さ 後は、25 ク ー を い

て 土の を った これらの の 、 石 の や石積の 、 の さ、 面（土

）の 状・ や堆積状 に する 見を ることがで た 12 に 量、12 21 には

地 明 を い、 地の も同 に した 調査面積は1 280 である

は平成 15 第 地点の 西に の調査区を （第３・ 地点）、

いもり 北岸の構造について 見を することとした 前 同 、土木部 緑地 の を

、石 化 調査 が埋 化 調査を した 化

第58 の 第１ に基 く 掘調査 については 28 で した 調査は 17 に

した 15 と同じく調査区を で 方を 、 まで調査を た 、15 調査

で た 面の が よ 部全体に ぶ見 しを た 12 に 量、12 19 には

地 明 を い、 地の は12 22 に した 調査面積は1 280 である な と

にいもり する 南 の を対 に地質 ーリ を した

の調査は、平成17 の いもり で され

たように、いもり 南岸の を することを目的とした 調査地点は南岸に を 定した（第

１・ 地点） 区 外であり、 の の 部に している 前 と同 、土木

部 緑地 の を 、石 化 調査 が埋 化 調査を
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した 化 第99 第１ に基 く 掘調査 については 11 で した

調査は 15 に し、 南岸の 部に 、 の南側に がる や に する

遺構も 部 した 量については、第１地点は10 ５ 、第 地点は 10 30 に した

また 10 ５ には第１地点を対 に に て 地 明を った 地の は11 １

に した 調査面積は50 である

の調査は、平成18 調査地点（第 地点）の西側に いて、いもり

南岸の 部 近の を目的とした 前 と同じく調査地点は 区 外であり、

地に する 土木部 緑地 の を 、石 調査 （前

に ）が埋 化 調査を した 化 第99 第１ に基 く 掘調査 につい

ては7 18 で した 調査は 17 に し、やはり 南岸の 部や の遺構を

した 19 に 量を し、 21 には に て 地 明を った 地の

は 27 に した 調査面積は48 である

0 は、 を ていたいもり の ルート部 を対 に、

掘調査を した この部 は、 の 地 部（ 地、 ・しいの 地）

に し、 石 埋 化 ーが平成15 に 掘調査を した （ ）

の 区と交 していた 土木部 緑地 の を 、石 調査 が埋 化 調査

を した 化 第99 第１ に基 く 掘調査 については ３ で した

調査は に し、いもり 南岸、 、石 基 ・石 ・ ・土 等の遺構を した

21 ・ ５ に 量を し、 22 に した 調査面積は48 である な 、遺構

や造成土のう 、 面で したものについてはで る り を った また調査地点北部

で した 石 については、 が の 部を るように調 し、 を図った

は、前 18 に 状 の を た 石 の の

として、石 南面・ 面の部 的な 、上面 部の石 の 部積 しに る調査を目的とし、

土木部 緑地 の を 、石 調査 が した 調査は５ 11 に し、

石 の にかかる 見が される等の成 を た 17 に立面、 ５ に平面

の 量を し、 に 地 を した 調査面積は70 である  

．

土 については、主として 石 埋 化 ーに し、平成14～ 22

にか て した

平成 19 ５ 22 には、いもり 北岸調査区 土 を とする 前 瓦の を い、

の方 の ・ ・ を た

・ ・ （ 調査 埋 化 ）

（ 埋 化 調査 ー・ ）

 大 （ 前 ）

17 には、土 調査区 土の 部 について て し、  （

調査 造物 ）の ・ を た

３．

石 は平成18 10 27 で 北 等の を し、 北

いもり の ・ 上の 等について、 的・ 的 点から 、 を ること

とした は の で、石 が した
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北 等の （ は ）

北 大 大 （土木）

北 大 期大 （石 ）

北 北 大 （ ）

利 造 大 （ ）

大 （ ・土木）【 】

平 子大 （ ・ ）【 】

は の で した 埋 化 の調査状 については、 し、 的な

・ を た はいもり について した

第１ 平成18 11 27 （ ）

・ 等の

・ の基 について（埋 化 調査の状  の状 ）

・ の基 的 について

第 平成19 １ （木）

第３ 平成19 ５ 24 （木）

・いもり の について（ の基 的な 方 埋 化 調査の  に た ）

第 平成19 11 14 （ ）

・いもり の について

第５ 平成20 21 （木）

・いもり の （ ）について（ 石 について の構造について）

第 平成21 19 （木）

・いもり

・ 石 について（埋 化 調査 による石 の 性について 石 の の基 方 について）

平成 13 に 調査 が されて は、 調査 の 的 の 、

主に 調査 埋 化 ・ （石 ） より ・ を た

調査

平  （ ） 北  （平成18 まで）  （ ）  利

  （ ）

調査 埋 化

 （ ）    

調査 （石 ）

平成14～ 23

北  （ 平成 18 まで）  （ 平成19 から ）

北  北   （平成 15 まで）  （平成16 から）

 （平成18 から）

平成24 ～

北  （ ）   明大 西  明  
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第 と

第１ と周 の 的

地の を る は、南 の 地 より れ す ・ によって 成

された、細 く る小立 地の 部に する 外との比 は、 に する に

いては 10 、 である で 30 上を る からは、 地の 平 の なら 小

立 地方面 も が く また、 のある 地 部と の南 に く 地 との には、

が 成されていたらしく 1999 、 近の地 は、 の が る 前から 立 的な状

を していたようであり、 は 地 を に利 して かれたことが推 される

は、 を に小立 地を含む 岸 から 積平 に している 外 としての

構 、外 構 が を に に 、 北 は を に するよう を

る れらを基 として と 地を や が された これら の基 的な構造

は、 の 地に がれ、 の を色 く している は、 ・ を

る の つになっている

周 は、 図等の から近世 の 化が で るものの、 れ 前の につい

ては 等からの推定にとどまっていたが、 体や 地に する 遺 （前 （

系） 地点） 石 ・（ ）石 埋 化 ー2002e、 （ 埋

化 ー）2019c ・（ の 地点） 石 ・（ ）石 埋 化

ー2014a・2015a 、 １ 目遺 （ 埋 化 ー）2004a・2005c・2006a・

2007a・2009a の 掘調査、 構 に う 調査 （ 埋 化 ー）

2008b・2011a・2011b・2012d・2013b・2014b・2018a や 地 等に う の 掘調査等

により、 の を 見ることが となった また平成23 １ には、第 図の の

が 遺 として周 されている

石 の遺 は、 外 の 、石 前土 、 の 地点の調査で 点の石 が 土し

ている に いて 少ない 期の遺 のあり方を すものとして 目される

の遺 は、 の 地点で 期の が されている 、 の つかの調

査区で遺物の 土が されるとともに、前 （ 系） 地点で、後期の が されて

いる の調査でも、まとまった面積の調査が された地点では遺物の 土が られ、 後

の が明らかになることを期 したい

は、前 （ 系） 地点で 後期後 ～ 期の が され、

１ 目遺 では 期の土 が 土し、後期後 の 物等が されている は、

地点 石 ・（ ）石 埋 化 ー2002d、 （ 埋

化 ー）2001a、 （ 埋 化 ー）2003a で前期の 物が され、

多 遺 埋 化 ー1999 や 目地点 （ 埋 化

ー）2007b では 期の遺構が、 １ 目遺 では前期、後期の土 の 、 石や 等

の遺物が 土して り、後に となる の 体が 上がっていたものと られる

では、 の平成 の調査に いて ～ 世 の掘立 物 が された 、断片

的ではあるが、 つかの調査区で遺構、遺物が されている では 地点で 世 後 の

物や、 瓦 を含む 瓦、 、平 の掘立 物と、 面 、 、 等

が されている 地（ ） 石 ・（ ）石 埋 化 ー 2010・
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第１表 周辺の近世遺跡地名表

主要地種 特記事項

1 金沢城跡 （別掲） 城郭 （別掲） （別掲）

2 兼六園 （別掲） 庭園 （別掲） （別掲）

3 木ノ新保遺跡（久昌寺遺跡） H8(1996)・H9(1997) 寺院（墓地） 近世墓292基 金沢市埋蔵文化財センター2004b

4 木ノ新保遺跡
H5(1993)
H6(1994)・H7(1995)

寺院？（墓地）→足軽組地→
下級武家地、町人地、百姓地

近世墓、水利施設（管井戸・竹樋）、
溝（堰・しがらみ）、建物跡（土蔵基礎、木柱）

(財)石川県埋蔵文化財センター2002b
金沢市埋蔵文化財センター2005b

5 醒ヶ井遺跡 H7(1995)～H10(1998) 百姓地→下級武家地
前田氏（直之系）下屋敷
水路、水利施設（竹樋・溜升）

金沢市埋蔵文化財センター2001c
谷口・増山2004

6 長田町遺跡 H6(1994) 下級武家地 金沢市埋蔵文化財センター1998

7 昭和町遺跡 H5(1993)～H7(1995) 町人地・下級武家地 延宝５年（1677）火災資料出土、近世鞍月用水 金沢市埋蔵文化財センター2001b・2003b・2004c

8 本町一丁目遺跡
H2(1990)・H6(1994)・
H9(1997)・H15(2003)

町人地
廃棄土坑、墨書木製品多数、焼成遺構、
鍛冶関連遺物（鞴羽口、椀型鉄滓）

金沢市教育委員会1995・1997b
金沢市埋蔵文化財センター2003c・2006b

9 瓢箪町遺跡 S61(1986) 上級武家地 前田氏（主膳系）上屋敷、整地層から遺物多数出土 金沢市教育委員会1991

10
金沢城下町遺跡（安江町地区 安江町
１番地点）

H3(1991)～H5(1993)
H30(2018)～R1(2019)

町人地・中級武家地
板塀跡（布堀土坑）、墨書木製品多数、「乾山」銘向付出
土、道跡、堀、溝、建物跡、井戸、土坑

金沢市教育委員会1997a・2019a

11 金沢城下町遺跡（彦三町地点） H11(1999) 中級武家地 金沢市埋蔵文化財センター2002

12 三社町遺跡 H3(1991)・H9(1997) 百姓地→町人地 道路 側溝、肥溜め群、操人形かしら (財)石川県埋蔵文化財センター2001b・2007

13 元菊町遺跡 S62(1987)・H1(1989) 百姓地→町人地
石川県立埋蔵文化財センター1990
(公財)石川県埋蔵文化財センター2014d

14 穴水町遺跡 H8(1996) 下級武家地 長氏下屋敷 金沢市埋蔵文化財センター1998

15 金沢城下町遺跡（高岡町地点）
H8(1996)・H10(1998)～
H11(1999)・H9(1997)

上級町人地、水溜
礎石建物、桶棺墓、廃棄土坑、瓦溜り
（鬼瓦を桟瓦で囲む）、石灯篭基壇、椀形鉄滓

金沢市埋蔵文化財センター2001a・2003a
(財)石川県埋蔵文化財センター2002d

16
金沢城下町遺跡
（前田氏（長種系）屋敷跡地点）

H8(1996)・H27(2015) 町人地→上級武家地 寛永以前の町屋遺構
(財)石川県埋蔵文化財センター2002e
金沢市埋蔵文化財センター2019c

17 長町遺跡 H8(1996) 中級武家地 金沢市埋蔵文化財センター1998

18 広坂1丁目遺跡
H8(1996)～H12(2000)
H14(2002)・H17(2005)

中～上級武家地
寛永の大火火災資料、大型土坑
（廃棄土坑、地下室、池等）、楽焼窯道具、
惣構跡、紀年銘木製品等の基準資料検出

金沢市埋蔵文化財センター
2004a・2005c・2006a・2007a・2009a

19 下本多町遺跡 H4(1992) 下級武家地→上級武家地 宝暦の大火による火災資料 金沢市埋蔵文化財センター1999

20 金沢城下町遺跡（本多氏屋敷跡地区）

S55(1980)・H21(2009)・
H22(2010)・H26(2014)・
H27(2015)・H28(2016)・
H29(2017)

上級武家地、武家地
溝、階段（地下室？)
本多家上屋敷、塀基礎石積、門跡、石垣、道跡

石川県立埋蔵文化財センター1992
金沢市埋蔵文化財センター2012b・2018d
(公財)石川県埋蔵文化財センター2016、澤辺2019

21
金沢大学宝町遺跡
（医学部附属病院地点）他16地点

H9(1997)～H14(2002)
H23(2011)

下～中級武家地等 地下室多数 金沢大学埋蔵文化財調査センター2000～2003・2017

22
金沢大学宝町遺跡
（医学部保健学科地区）

H10(1998)・H11(1999)
H13(2001)

下～中級武家地等 金沢大学埋蔵文化財調査センター2000～2003・2017

23 経王寺遺跡 H9(1997)・H10(1998) 寺院（墓地）・中級武家地 近世初期の灰塚、池状遺構、塀跡 (財)石川県埋蔵文化財センター2002c

24 野田山墓地
H12(2000)～H14(2002)
H16(2004)～H19(2007)
H20(2008)～H24(2012)

墓地 藩主家の墓所を中核とした近世墓地
金沢市埋蔵文化財センター
2003d・2008a・2012a・2012e・2013a

25 片町二丁目遺跡 H15(2003)・H23(2011) 武家地 金沢市埋蔵文化財センター2005d

26 妙国寺門前遺跡 H15(2003) 寺院、参道 金沢市埋蔵文化財センター2006c

27 三宝寺前遺跡 H16(2004) 寺院、参道 金沢市埋蔵文化財センター2005a

28 金沢城下町遺跡（彦三町一丁目地点） H16(2004) 武家地 廃棄土坑 金沢市埋蔵文化財センター2007b

29 金沢城下町遺跡（下堤・青草町地点） H17(2005) 町人地 金沢市埋蔵文化財センター2007c

30
金沢城下町遺跡
（金沢城西外惣構跡武蔵町地点）

H17(2005)・H21(2009) 惣構 築造当初の堀、堀の改変状況  土居盛土 金沢市埋蔵文化財センター2008b・2011b

31
金沢城下町遺跡（兼六元町３番地点
兼六元町７番地点 兼六元町15番地点)

H17(2005)・H23(2011)・
H30(2018)

武家地 井戸、土坑、石組溝、石垣、石列
金沢市埋蔵文化財センター
2007b・2012a・2018b・2019a

32
金沢城下町遺跡
（金沢城東内惣構跡枯木橋北地点）

H18(2006) 惣構 堀の改変状況 金沢市埋蔵文化財センター2008b

33 玉川町遺跡 H18(2006) 武家地 土坑、溝 金沢市埋蔵文化財センター2016

34 東山一丁目遺跡 H20(2008) 町人地 鍛冶関連遺構・遺物（炉跡、鞴羽口、椀形鉄滓等） 金沢市埋蔵文化財センター2010b

35
金沢城下町遺跡
（金沢城西内惣構跡主計町地点）

H20(2008) 惣構 素掘の堀、室町～戦国期の鍛冶関連遺物 金沢市埋蔵文化財センター2011a

36
金沢城下町遺跡
（金沢城西外惣構跡升形地点）

H20(2008)～H22(2010)
H30(2018)

惣構 堀、升形遺構、建物跡、石垣 金沢市埋蔵文化財センター2012d・2013b・2018a

37 金沢城下町遺跡（本多町三丁目地点） H22(2010) 武家地 道路、水路（辰巳用水分流） 金沢市埋蔵文化財センター2012c

38
金沢城下町遺跡
（西外惣構跡本多町三丁目地点）

H21(2009) 惣構（西外惣構起点付近） 堀、土居基部 金沢市埋蔵文化財センター2012b

39
小立野四丁目遺跡
（旧天徳院加賀藩主前田家墓所）

H22(2010) 寺院、墓地 堀 金沢市埋蔵文化財センター2013c

40 金沢城下町遺跡（丸の内７番地点） H21(2009)～H23(2011) 武家地（公事場、屋敷） 庭園遺構（石組池状遺構、景石等） (公財)石川県埋蔵文化財センター2014a・2015a

41 小立野ユミノマチ遺跡 H22(2010)～H24(2012) 武家地 階段付大型土坑 (公財)石川県埋蔵文化財センター2014b・2015b

42 金沢城下町遺跡（長氏屋敷跡地区）
H24(2012)～H25(2013)
R1(2019)

上級武家地、武家地 長氏上屋敷、柱穴、建物基礎、土塀基礎 金沢市埋蔵文化財センター2015

43 片町二丁目遺跡（５番地点） H23(2011) 武家地 地下室、井戸、建物跡（石列基壇、礎石)、水路、土坑 金沢市埋蔵文化財センター2014a

44 金沢城下町遺跡（東兼六町５番地点） H25(2013)～H27(2015) 墓地 土坑（甕棺墓、木棺墓等）、石列（墓石区画） (公財)石川県埋蔵文化財センター2017

45 金沢城下町遺跡（飛梅町３番地点） H25(2013)～H27(2015) 武家地
前田氏（長種系)・大音氏下屋敷
土坑（粘土採掘跡、地下室)、井戸

金沢市埋蔵文化財センター2019b

46
金沢城下町遺跡
（金沢城東内惣構跡枯木橋南地点）

H24(2012) 惣構 堀 金沢市埋蔵文化財センター2014b

47 東山南水溜跡 H21(2009) 水溜跡 金沢市埋蔵文化財センター2010a

48 柿木畠遺跡 H28(2016)・H29(2017) 武家地
曲水遺構、建物跡（土台、礎石)、区画溝、
方形石組遺構、石列、池跡、土坑、井戸

金沢市埋蔵文化財センター2017・2018a

49 金沢城下町遺跡（大手町３番地点） H29(2017) 武家地（人持組津田玄蕃邸跡) 石敷き、井戸、土坑 金沢市埋蔵文化財センター2018c

50 長町三丁目遺跡 H29(2017) 武家地 土塀基礎、井戸、溝、土坑 金沢市埋蔵文化財センター2018a

51 森山二丁目遺跡 H29(2017) 武家地（足軽屋敷） 道路、石敷遺構、ゴミ穴 金沢市埋蔵文化財センター2018a

52
金沢城下町遺跡
（尾張町１丁目７番地点）

H30(2018) 惣構（東内惣構） 石垣、堀、土坑 金沢市埋蔵文化財センター2019a

※金沢市埋蔵文化財センター:2001年は金沢市教育委員会(金沢市埋蔵文化財センター)、2002年以降は金沢市(金沢市埋蔵文化財センター)

(財)石川県埋蔵文化財センター:石川県教育委員会・(財)石川県埋蔵文化財センター(2013年度から公益財団法人)

遺跡の特徴
文献№ 遺跡名 調査年度
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2012、石 ・（ ）石 埋 化 ー 2014c でも 世 後 から10世

初 の遺物が 土し、 物、掘立 物等の遺構が されている １ 目遺 では 世

初 から11世 の遺物が されるとともに、 、平 に した大量の瓦、

土 、 瓦、 等が 土し、 の区 、掘立 物、 物等が され、

が造 されたと られている また、前 （ 系） 地点、 の 地点でも

の土 が 土し、 周 では のある小立 地側や、 対の 側等にま 部はあ

るが、 初期から を り むように遺 が していたと 定され、地 の 点となって

いたと られる

世では、 １ 目遺 で区 や 石 物、 地等が され、13世 後 ～ 14世 に

期を つ 、 ～17世 初 は の の か が 定されている また、

地（ ）では、16世 後 の ないし の区 と推定される 、土 が されて

いる 方、 の 対側に する の 地点では遺構は 明であるが13世 から 17世

初 の遺物が 土し、 する石 調査区では16世 第３ 期 に 造されたと ら

れる 遺構が されている 地点では 状の が され の 部と られ

ている

からは14世 には の 近に が成立し、 15 1546

には の 地に （ ）が され が し、 地 に る ・ ・

の 点として したとされている 遺 からはま ま の を 体的に る どの

は られていないものの、 から 、 れらの ー となった の がうかが れる

やがて （ ）は の前に し、 ・前 など の大 による

が まるが、この を遺 ではうまく れていない

が を し、 を して ともに を 立した ・ 期 、

周 では大 前 の の 、 の が する 、 で調査された の

遺 地点 は50か を るが（第 図・第１ ）、まとまった量の遺構・遺物が見られるように

なるのは、この 後のことである な に 造された ・外 構の 部についても 掘調

査が れて り、 初の構造や、 を 小しつつ ・ が図られる が 明している

（ 埋 化 ー）2008b・2011a・2011b・2012d・2013b・2014b・2018a、木

2013 は の後 なる火 等の （寛永 （1631）・同 12 （1635）の大火等）に見

れ、また 方で 的 を り しながら、寛 （1661～ 1672）までに が い、

後明 の初 まで、 に 大 として する

にもあ たが、 に する遺 として １ 目遺 、前 （ 系） 地点、

の 地点がある １ 目遺 は、17世 前 に る性 はな の 地はあるものの、

の が多く 土し、また17世 は の として、多 な遺構・遺物が

されている 遺 として 大の面積が調査されて り、火 の比定等、 後基 となる 見

が 積されている点も大 く で よう 前 （ 系） 地点は、寛永16 （1639） 後、

の となったところであるが、これ 前の遺構・遺物が して り、初期 の

と られている の 地点では、16世 後 ～ 17世 初 の 17世 初 ～寛永

大火 の 大火 から の の ・ という

遺 の成立、 が られている

これらの外側に する ・ 目遺 の 遺 は、性 を にするが、 の 的

な り方を す 遺 ・ 1997a は ・ 地が対 と

なる調査であるが、 の物質的な 性が れる、 味 い ー が られた 目遺
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1995 は の 地に し、 の 等、 の強い遺物が目を

く 方、 物・ ・土 （粘土 ・ 土 ）等の遺構 から、 地の 構造も さ

れている 木 （ 含む）・ の 遺 は、 に する 遺 （

埋 化 ー）2004b では同 の の 地に する 300基に する が調

査され、 の を る上で な成 をあ ている 木 遺 石 ・（ ）

石 埋 化 ー2002b では、 地・ 地から ・ の 地 の をうかが

うことがで 、 遺 石 ・（ ）石 埋 化 ー2007 でも、 地

から 地 の 化が遺構より られている い れも に る の 大を す

な である

の に から れるが、 する遺 として 石 、 地、 が

られる 石 石 調査 2008e・2013c は 部の ・

周 に がる 石 遺 であり、 石 の 強を る石 地である 査により

の と 状 が され、 石の 性を ま た 的な調査 により の構造と

、 石の石 など な点が明らかにされた 地では、 地 に う 部

の調査や 主前 の 量・ 掘調査等が されている （ 埋 化 ー）

2003d・2008a・2012e （ 埋 化 ー 2009b は寛永 （1632）

に され、 点である では や の として利 された 調査でも （木 、石

）が されている 上 部では 面を するた の 石 や など の土木 を

に た遺構が る

図 （ ） 13 1830

第３図 近世後期の 全体図
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第 の

の については の 埋 化 調査 石 調査

2008d が しく、 されたい ここでは、 の （第 ）をもって 、 の を

して たい

では、 の を 期に区 し、造成・ ・ 等を に した つの 期につい

ては、利 による から寛永の大火までを 初期 、寛永大火後の から宝暦の

大火までを 寛永の大火後 、宝暦大火後の から までを 宝暦の大火後 、 から

までを 近 とした

初期 と れ 前については、 の を うに る 図・ は極 て少なく、埋 化

調査の 見が となる

期となった のう 、寛永 （1631）の大火は、 の を る となった

れまでは が であったが、大火を に が 大され、ここに な が まれた こ

の を として定まった りが、 まで がれることとなる 方、宝暦 （1759）

の大火は、全 期の りを する で、 や といった の は、 と さ

れることなく、石 ・ 北 ・ のい る も、 までに10～ 30 の 期を した

後では、明 14 （1881）に が焼 した か、あらたに 地を した の

により の 物は に された また の外 ・ の多くは埋 立てられ、 ・

など が 平され の 状が れた もある 後、 大 の 地になってからも

な を ている

第 図 近世初期の
図 （ 大 図 ）近世初期
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時期 年号 西暦 出 来 事

前 天文15年 1546 本願寺別院として金沢御坊（金沢坊舎）を設置、金沢城の前身

天正８年 1580 佐久間盛政が入城、土塁や堀を整備

天正11年 1583
賤ヶ岳の合戦において佐久間盛政が敗北
前田利家が入城し、これ以後前田家が14代にわたり金沢城主をつとめる

天正14年 1586
天守構築、翌年に南部藩家臣北信愛が前田利家のもてなしを受け、天守をはじめ、
城内の案内をされる

天正15年 1587 石垣職人の穴太源介に知行100俵を与え召抱える

文禄元年 1592 戸室石を利用した本格的な石垣構築を開始、東ノ丸東面・北面、本丸西面の石垣を構築

慶長７年 1602 落雷により天守焼失

慶長期 本丸南面・三ノ丸北面・尾坂門の石垣を構築

元和期 東ノ丸附段・百間堀縁などの石垣を構築

元和６年 1620 本丸焼失、翌年本丸御殿などを再建

寛永８年 1631
城下町から出火、辰巳櫓に飛び火し本丸御殿など城内も延焼 【寛永の大火】
大火後二ノ丸を造成拡張し御殿を造営。大規模な城普請でほぼ現在の縄張りに近い状態
になる

寛永９年 1632 犀川上流から取水する辰巳用水を施工、城内に引水され城内外の堀が水堀化

寛永11年 1634 玉泉院丸に泉水や築山、御亭などを造成

寛永17年 1640

～

万治３年 1660

寛文元年 1661 5代藩主綱紀がはじめて入国、城内及び城下町整備や新田開発、文化振興等をすすめる

寛文２年 1662

～

寛文11年 1671

宝暦９年 1759
城下町で一万軒以上が焼失、金沢城内でも本丸・二ノ丸・三ノ丸などの主要部が全焼す
る被害 【宝暦の大火】

宝暦10年 1760 幕府に城再建と石垣修築を願い出て、修築

宝暦11年 1761 河北門石垣を修築

宝暦12年 1762 橋爪門を再建

宝暦13年 1763 五十間長屋石垣を修築、10代藩主重教二ノ丸御殿に入る

明和２年 1765 石川門石垣を修築

安永元年 1772 河北門を再建

天明８年 1788
五十間長屋や石川門などを再建
橋爪門続櫓台修理

文化５年 1808 二ノ丸火災

文化６年 1809 橋爪門を再建、12代藩主斉広二ノ丸御殿に移徙

寛政11年

安政２年

安政５年

1799

1855

1858

地震による石垣被害が大きく、石垣を修築

明治４年 1871 兵部省（のち陸軍省）の所轄となり、多くの建物が払い下げ

明治９年 1876 河北門二ノ門の渡櫓や櫓台石垣を撤去するよう進達

明治14年 1881 二ノ丸御殿から出火し、御殿の他、菱櫓・五十間長屋・橋爪門など焼失

明治15年 1882 河北門一ノ門を解体、代わりに矢来門を設置

明治40年 1907
辰巳櫓下の高石垣が崩落、石垣が幅200ｍに渡り上部2／3が取り壊され、現在残るように
段を設けて改修

昭和24年 1949 戦後、金沢大学の敷地として利用

平成７年 1995 金沢大学の敷地を城外へ移転

平成８年 1996 石川県が土地を取得し、金沢城公園として整備を開始

平成13年 2001 菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓を復元

平成20年 2008 国史跡に指定

平成22年 2010 河北門を復元、いもり堀の段階復元

平成27年 2015 橋爪門を復元、玉泉院丸庭園を再現復元

近
代
以
降

宝
暦
の
大
火
後

第２表 金沢城の沿革

20年間藩主不在、城内が荒廃

城内の損傷著しい石垣箇所を修築。玉泉院丸色紙短冊積み石垣もこの頃に構築か
鉛瓦が普及

寛
永
の
大
火
後

初
期
金
沢
城
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第３ いもり の

いもり は や （ ）と同じく の外 で、 ・ の南から の

西に っていた では、 調査等を したこのう の南 部（ ・ ・ 南側）

を対 とする

の

区 では、 に近く地 に う で、 する （ 南 ）が （1592 ～

96）には していた この遺構は （1615～ 24）に埋 立てられ、南側に よ す

る で 的な平面 状の外 が された これが明 期まで遺 したいもり である 寛永

（1631） 後には 南 北岸に 石 が造 された 上の状 は ・ 図 からは 、

後 する埋 化 調査により明らかにされたものである

の （第５・ 図）

（1644）にはいもり 南 の石 が された（ 前 状 立 図

、 石 調査 2019b ） いもり に する

の初見で、この 近に （ か）があったことが れる この は 方 石

とされているが、宝永３ （1706）の （ 方等 立 図 後

、 化 1976 ）では とあり、 後近世後期には かに

（ 等 等 ・ 前 の り）等の が に る 寛

（1662）にも を （第５図 図 、 より 上 図・ 図

寛  上 図 、 石 調査

2003b ）、同 （1664）に された（ 方等 ） この を し

た として、後 （ 方等 ）や が られる（ 系

（ ）、 石 調査 2008c ）

された 石 は、 図 （第５図 ）等によると、 さが より （

14.5 ）あり、 から 期に した で や を多く した後 に 石 極

積 立てたる石 にて、 第 の石 に （  子 立 図

後 、 石 調査 2011b ）等と されている 石 は明 期に上部（ さ

とすると 1/3）を っているた 状では 明であるが、 による のり つよく 見

等の （  子 ）から、 りの強い ったと れる

いもり（ ） の は、近世前期の では で 、また （寛 10～

1798～ 1819 ）にも見 ないが、 等 など （1824） にまと られた

後 の に れる 、 15 （1844） 成の （石 立図

）等に されている

いもり の全 は、17世 後 、 図に されている 第５図 ～ 、第 図 は17世

後 ～ 18世 前 の状 で、南 の を う が かれている の 南 とい

もり とが する が られ、この部 がもとはいもり ないし する 南 から し

た であったことを している た し の のように、18世 に っても 南

部に を た部 が ていたのかは には で、 の 図が す 宝 には埋 してい
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る 性も られる

では、いもり 北岸 の の大部 （南 の 、北西の 近 外、 主

部とする）が土 であることが明 されている また ・ 近の は土 で

はなく、 と 定される ～ には の 側に の があり、後の によるとこれは

を た土 とされる は18世 前 の状 で、 によると かれた は である な

細な は 明ながら、宝暦 前とされる では、 近に小 な の があり、

近世後期の 図と する

な 図に る りいもり は であり、 では の と られる が している

た し の構 期は に し、初期の状 は としない

の （第 図）

第 図 ～ は19世 後の状 である 宝暦 1759 の大火で は焼 し、 掘調査で

も の が れるが、 図によると土 が の されている ～ の は近世後期

を する 図であるが、 の の が れ れ なっている 13 1831 成

の では、主 部は土 、 近は か 立と られる であるが、 4～ 9 （1833

～ 1838） の が られる では主 部に 、 近に 立 との

がある して 永３ （1850） 成の では 近を 、 が かれていない

な 南岸の大部 では、い れも の土 が まで っている また ・ の 図では、土

の 側に平 するように の埋 が されている 図には されていないが、 では木

、 では石 になっていると られる

の

明 （1871）には が 部 （の ）の になった 明 ５ （1872）の

図 （石 立図 ）では に土 の がなく、この までに されていた

性が い 明 34 （1901）、 の にともない、いもり 南 の 部に土砂が さ

れた（  第 P958） さらに明 40 （1907）、 の 地 に い、い

もり 北部・ の南側大部 、 さ ～ が 平され は埋 立てられるに った この

側の石 に が らしく、大 が したた 、対 として ・ 南面石 全

体の上部が されることとなった（同前P1035、 石 調査 2008d P22・23）

後に り 22 （1947）には、第 体 大 に し ートが され、平成10

（1998）まで に利 されていた
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第 の調査成

． の （第 図・第３・ ）

に る埋 化 調査は、 43 の 調査 が した ・

等の 調査が である 50～ 61 には 大 が主体となり、大 に う

調査を している

平成 ～ には 土木部が する に い、石 立埋 化 ーが石

前土 、 の 部で調査を している 平成 に石 が の 地を から

したことに まる に い、平成 ～13 にか て石 立埋 化 ー

（平成10 は（ ）石 埋 化 ー）が ・ 、 、 等の調

査を した

平成13 、石 化 に 調査 （平成19 に石 調査

に ）が され、 より 図・ 、埋 化 、 造物、 （石 ）の か

ら 的な調査 が された 埋 化 調査 は初期 の 明を目的として平成

14 から 的に されている 調査では ・ を にして石 の構 、 大

（ ）の 、 の造成状 、 遺構の など多くの成 がある

平成15 は に る調査が され、いもり ・ 北 ・ ・

・ 多 等で にかかる 調査が された この か、 地区 推 として（ ）

石 埋 化 ーが の外 部にあたる で調査している

． の （第 図）

（ ） の 石 立埋 化 ー1996

いもり 調査区の南 に する 平成 （1994）、 を とし、石 立埋 化

ーが調査した 近世の遺構として 西方 に の石 ・石積が されて り、い れもい

もり 調査区に している 石 ３（1800S）はいもり 造 前の構 、石 （1934N）は

に る 部の石積、石 （1931S）は 面 1930 ）に をもって

する石 である

（ ） （ ）の 石 調査 2008d

いもり 調査区の北側、明 40 （1907）に 平された の 部に する 平成14・15

（2002・2003）に初期 の構造 明に り、 調査 が 調査を した 南

の 南（2002 28～ 31地点）では、 西方 に （1801S・1802S）、南北方 に （1803 ）

の石 を した 南 の北岸に する遺構で、 ～ にか て、構 ・ 期は

ではないが、 しつつ した いもり の北岸となった 造 に し、 後まで って

いた1802Sも埋 立てられている

（３） の 石 ・（ ）石 埋 化 ー2010・2012

いもり 調査区の南側に する は近世に いて と され、 期には や

等があった 石 の 後の 地区 推 に り、平成15・16・19・20 に

石 埋 化 ーが 掘調査を した このう 15 区は、いもり 調査区（南

部）2008 調査区と している いもり 調査区と する遺構として、 ・ ・

状遺構等がある また20 調査区では、 とされる遺構が された 木や石 片の

から 石積石 の 岸が 定されているが、遺構の性 や構 の 細等 を する
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第７図　金沢城跡発掘調査位置図（～令和元年度）
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第 金 跡 調査 （ ）

№ 調査箇所 調査年度 調査主体 調査原因 備考 文献

1 本丸 昭和43（1968） 金大金沢城調委 学術調査 四脚門・礎石建物跡 井上1969・吉岡1985・増山1999

2 本丸附段 昭和43（1968） 金大金沢城調委 学術調査 井上1969・吉岡1985・増山1999

3 三ノ丸 昭和43（1968） 金大金沢城調委 学術調査 川原石石積 井上1969・吉岡1985・増山1999

4 二ノ丸 昭和43（1968） 金大金沢城調委 学術調査 能舞台跡・台所跡・極楽橋付近建物跡 井上1969・吉岡1985・増山1999

5 二ノ丸 昭和44（1969） 県教委・金大 校舎増築 殿舎跡・排水施設・用水路 県教委1970・吉岡1985・増山1999

6 本丸 昭和44（1969） 県教委・金大 学術調査 三階櫓・三十間長屋跡 県教委1970・吉岡1985・増山1999

7 四十間長屋 昭和50（1975） 金大 学生会館別館建設 長屋礎石・櫓石垣 上野1976・吉岡1985・増山1999

8 二ノ丸 昭和52（1977） 金大 学術調査 明治 14 年焼失の御殿跡 佐々木1981・吉岡1985・増山1999

9 三ノ丸～四十間長屋間通路 昭和54（1979） 金大考古学研究室 無線アンテナ設置 大型礎石 佐々木1980・吉岡1985・増山1999

10 藤右衛門丸北側法面裾部 昭和56（1981） 金大考古学研究室 擁壁設置 石垣列・瓦 貞末ほか1986・増山1999

11 黒門横北側懸崖部 昭和61（1986） 金大考古学研究室 境界崖部崩落防止工事 石垣列・切石側溝、瓦 貞末ほか1989

12 兼六園（江戸町推定地） 平成元年（1989） 県埋文センター 店舗改築 17 世紀初期の遺構面（礎石建物等） 県埋文センター1992

13 石川門前土橋（石川橋） 平成4－6（1992－94） 県埋文センター 道路整備 土橋の形成過程 16 世紀後半頃の鍛冶関連遺構等 県埋文センター1997・1998

14 車橋 平成6（1994） 県埋文センター 道路整備 石垣 県埋文センター1996

15 内堀第１次・菱櫓 平成9（1997） 県埋文センター 公園整備（復元整備） 堀・橋脚（埋置された刀・鏡・銭）・菱櫓礎石等 金沢城調査研究所2011d・2012b

16 本丸附段 平成10・12（1998・2000）（財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 階段跡 金沢城調査研究所2019c

17 三ノ丸第１次 平成10（1998） （財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 鉄砲所跡（鍛冶場遺構）、鉄砲部品 金沢城研究調査室2006b

18 いもり堀第 1 次 平成10（1998） （財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 天正～元和頃の堀・土橋、元和以後の堀・櫓台 三浦1999

19 五十間長屋 平成10－11（1998－99）（財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 石垣内部構造 櫓・長屋礎石、17 世紀初頭の遺構面 金沢城調査研究所2011d・2012b

20 内堀第２次 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 西半北側石垣の構造把握 金沢城調査研究所2011d・2012b

21 新丸第１次 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 近代に埋没した堀の範囲確定 金沢城調査研究所2016d

22 三ノ丸第 2 次 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 礎石建物（番所跡）、石組井戸 （財）県埋文センター2002a

23 鶴ノ丸第１次 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 木樋・石樋（辰巳用水） 金沢城調査研究所2016d

24 新丸第２次 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 16 世紀後半から末期頃の遺構面 （財）県埋文センター2002a

25 橋爪門外橋橋脚基礎 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 橋脚基礎の構造把握 金沢城調査研究所2011d・2012b

26 二ノ丸園路 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 礎石、石組遺構 金沢城調査研究所2016d

27 三ノ丸第３次 平成11（1999） （財）県埋文センター 公園整備（設備設置） 土坑 金沢城調査研究所2011d・2012b

28 鶴ノ丸第２次 平成12（2000） （財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 16 世紀末期頃の遺構面 金沢城調査研究所2015c

29 いもり堀第２次 平成12（2000） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 慶長後半から元和年間の石垣 湊屋・土田2001

30 北ノ丸第１次 平成12（2000） （財）県埋文センター 公園整備（園地整備） 火葬遺構、空堀跡、石瓦等 金沢城調査研究所2019c

31 いもり堀第３次 平成12（2000） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 元和以前の堀・土橋・土俵護岸 金箔瓦 湊屋・土田ほか2001

32 三ノ丸第４次 平成12（2000） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 河北門石垣台・礎石、16 世紀後半～末頃の遺構面 金沢城調査研究所2011c

33 新丸第３次 平成12（2000） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 尾坂門石段、16 世紀後半～末期頃の遺構面 36 と合わせて尾坂門調査として報告 金沢城調査研究所2016d

34 風呂屋口門等 平成13（2001） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 石段、石組溝 数寄屋屋敷調査区として報告 金沢城調査研究所2016d

35 橋爪門枡形 平成13（2001） （財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 土坑、ピット 金沢城調査研究所2015c

36 尾坂門 平成13（2001） （財）県埋文センター 公園整備（植栽） 石組溝、路面 33 と合わせ尾坂門調査として報告 金沢城調査研究所2016d

37 本丸周辺 平成14（2002） 金沢城研究調査室 保存目的調査 本丸虎口変遷の把握 金沢城調査研究所2008d

38 本丸周辺 平成15（2003） 金沢城研究調査室 保存目的調査 三十間長屋続櫓台石垣の調査等 金沢城調査研究所2008d

39 いもり堀 平成15（2003） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 鯉喉櫓台の検出 金沢城研究調査室2004a

40 本丸周辺 平成16（2004） 金沢城研究調査室 保存目的調査 寛永大火以前の２面の遺構面 金沢城調査研究所2008d

41 いもり堀 平成16（2004） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 築城当初の堀の規模を確認 金沢城研究調査室2005a

42 本丸 平成17（2005） 金沢城研究調査室 保存目的調査 本丸三階櫓石垣 金沢城調査研究所2014d

43 玉泉院丸 平成17（2005） 金沢城研究調査室 公園整備（石垣修築） 近代の改修、石垣上部の二重塀の基礎構造の把握 金沢城調査研究所2010a

44 本丸 平成18（2006） 金沢城研究調査室 保存目的調査 元和期の大規模造成、初期金沢城の礎石建物 金沢城調査研究所2014d

45 玉泉院丸（南西石垣） 平成18（2006） 金沢城研究調査室 公園整備（石垣修築） 部分修理の把握、初期金沢城石垣 公園緑地課・調査研究所2010
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第４ 金沢城跡 調査 （２）

№ 調査箇所 調査年度 調査主体 調査原因 備考 文献

46 河北門 平成18（2006） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 残存状況、規模、改修、創建時期の把握 金沢城調査研究所2011c

47 いもり堀 平成18（2006） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 南岸の位置確認 金沢城研究調査室2007a

48 本丸 平成19（2007） 金沢城調査研究所 保存目的調査 寛永８年大火以前の大型遺構 金沢城調査研究所2014d

49 石川門（右方太鼓塀） 平成19（2007） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所2014c

50 玉泉院丸（南西石垣） 平成19（2007） 金沢城調査研究所 公園整備（石垣修築） 改修範囲と時期、初期金沢城石垣の変遷の確認 公園緑地課・調査研究所2010

51 河北門 平成19（2007） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 枡形門創建前（慶長後期以前）の遺構確認 金沢城調査研究所2011c

52 いもり堀 平成19（2007） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 南岸の位置確認 金沢城調査研究所2008a

53 本丸 平成20（2008） 金沢城調査研究所 保存目的調査 寛永８年大火以前の大型遺構 金沢城調査研究所2014d

54 石川門（右方太鼓塀） 平成20（2008） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所2014c

55 河北門 平成20（2008） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 石垣解体調査（ニラミ櫓台、一ノ門頬当） 金沢城調査研究所2011c

56 いもり堀 平成20（2008） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 堀の南岸、辰巳用水石管、近世初期の石垣、石列等 金沢城調査研究所2009a

57 玉泉院丸（泉水） 平成20（2008） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 泉水北部の遺構確認 金沢城調査研究所2015d

58 玉泉院丸（いもり坂石垣） 平成20（2008） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 石垣変形箇所の基底部試掘 金沢城調査研究所2019c

59 兼六園栄螺山 平成21（2009） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 石垣解体調査 管理事務所・調査研究所2012

60 いもり堀 平成21（2009） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 鯉喉櫓台石垣東部の残存状況確認、一部解体 金沢城調査研究所2010a

61 玉泉院丸 平成21（2009） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 泉水中央部、北部の遺構確認（中島、出島、景石等）金沢城調査研究所2015d

62 兼六園栄螺山 平成22（2010） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 石垣解体調査 管理事務所・調査研究所2012

63 石川門（左方太鼓塀） 平成22（2010） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所2014c

64 橋爪門 平成22（2010） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 二ノ門礎石根固坑、石組暗渠 金沢城調査研究所2015c

65 玉泉院丸 平成22（2010） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 泉水北東部の遺構確認（護岸石組・景石等） 金沢城調査研究所2015d

66 兼六園栄螺山 平成23（2011） 金沢城調査研究所 文化財修理（石垣修築）石垣・石造物の解体調査 管理事務所・調査研究所2012

67 石川門（左方太鼓塀） 平成23（2011） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所2014c

68 橋爪門 平成23（2011） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 二ノ門礎石根固坑、石組暗渠、近世初期遺構 金沢城調査研究所2015c

69 玉泉院丸 平成23（2011） 金沢城調査研究所 公園整備 （遺構確認・復元整備）色紙短冊積石垣下の遺構確認 金沢城調査研究所2018d

70 橋爪門 平成24（2012） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 石組暗渠、石垣台、枡形路面 金沢城調査研究所2015c

71 玉泉院丸 平成24（2012） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 色紙短冊積石垣周辺と滝石組上部の遺構確認 金沢城調査研究所2018d

72 玉泉院丸（南石垣） 平成25（2013） 金沢城調査研究所 公園整備 （石垣修築・復元整備）石垣の解体調査、近世初期の土塁確認 公園緑地課・調査研究所2017

73 東ノ丸 平成26（2014） 金沢城調査研究所 保存目的調査 東ノ丸庭園の遺構確認 金沢城調査研究所2018c

74 玉泉院丸 平成26（2014） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門・鼠多門橋の遺構確認 金沢城調査研究所2015a

75 玉泉院丸 平成27（2015） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門の遺構確認 金沢城調査研究所2015e・2016a

76 金谷出丸 平成27（2015） 金沢市埋文センター 建物新築 塀または柵跡、瓦廃棄土坑、石組遺構 金沢市埋蔵文化財センター2016a

77 玉泉院丸 平成28（2016） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門・鼠多門橋の遺構確認 金沢城調査研究所2016e・2017a

78 数寄屋屋敷北 平成29（2017） 金沢城調査研究所 保存目的調査 切石積石垣確認調査 金沢城調査研究所2018a

79 玉泉院丸 平成29（2017） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門・鼠多門橋の遺構確認 金沢城調査研究所2018a

80 玉泉院丸（南東） 平成30（2018） 金沢城調査研究所 保存目的調査 切石積石垣確認調査 金沢城調査研究所2018e･2019a

81 玉泉院丸 平成30（2018） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門の遺構確認 金沢城調査研究所2019a

82 玉泉院丸（北） 令和元（2019） 金沢城調査研究所 保存目的調査 切石積石垣確認調査 金沢城調査研究所2019d

A 県庁跡地（堂形） 平成15（2003） （財）県埋文センター 都心地区整備（確認調査）焼米（堂形米蔵関連遺物）、近世初期以前土塁遺構（財）県埋文センター2010

B 県庁跡地（堂形） 平成16（2004） （財）県埋文センター 都心地区整備（確認調査）足軽番所、堂形馬場 （財）県埋文センター2010

C 県庁跡地（堂形） 平成19（2007） （財）県埋文センター 都心地区整備（施設建設）古代～近世の遺構面 （財）県埋文センター2012

D 県庁跡地（堂形） 平成20（2008） （財）県埋文センター 都心地区整備（施設建設）堂形建物、石垣、堀跡、古代～中世の遺構面 （財）県埋文センター2012

E 県庁跡地（堂形） 平成24（2012） （財）県埋文センター 都心地区整備（施設建設）石列、石組遺構 （公財）県埋文センター2014c

県教委：石川県教育委員会 県埋文センター：石川県立埋蔵文化財センター （財）県埋文センター：石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター（2013年度から公益財団法人）
金沢城研究調査室：石川県教育委員会事務局文化財課金沢城研究調査室 金沢城調査研究所：石川県金沢城調査研究所
管理事務所・調査研究所：石川県金沢城・兼六園管理事務所 石川県金沢城調査研究所 公園緑地課・調査研究所：石川県土木部公園緑地課 石川県金沢城調査研究所
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第 図 の調査区

調査区 石 （1800S・ ）・３（1934N） 西から 南（ 南）調査区 北西から

南（ 南）調査区 1801S（上）・1802S 南から 南（ 南）調査区 1801S 西から

南（ 南）調査区 1802S 南から 南（ 南）調査区 1803S 西から
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第３ 調査の

第１ 調査の目的と対 区

． の

の対 となるいもり の埋 化 掘調査は、 を とし、いもり

の のた に、 の さや よ 面の 状、 石 の ・ 等の基 的 ー を

ること、 よ いもり に う を目的としたものである

．

いもり は ・ の南から の西に る の南西側を む外 である の

対 区 は 部の北岸 よ 南岸に するが、 では前 をいもり 北部、後 をいもり 南

部として している

調査 について、 小の である の 掘掘 を調査地点、近 する調査地点のまと

まりが する区 を調査区とする では調査区 を し、 調査区・北岸調査区・

土 調査区・ 調査区・南岸調査区の に した また、調査成 の については、調

査地点の調査 ・ 期に ら 、調査区全体の や調査目的等に応じた てで し

ている

調査区の調査は、平成10 （1998 1地点）・平成12 （第３ 2002 2地点）・平

成 15 （2003 1地点）・平成 21 （2009地点）に れた 調査地点が ・ してい

ることから、 体的に する

北岸調査区の調査は、平成10 （1998 2地点）・平成15 （2003 2地点）・平成16 （2004 1・

2地点）に れた 調査地点が ・ していることから、 体的に する

土 調査区の調査は、平成10 （1998 3地点）と平成12 （第３ 2000 3地点）に

れた 調査地点が していることから、 体的に する

調査区の調査は、平成12 （第 2000 1地点）に れた

南岸調査区の調査は、平成18 （2006 1・2地点）・平成19 （2007地点）、平成20 （2008

地点）で調査を した 調査地点 の が れているた 、地点 とに する

また、 掘調査と ぶ 地調査の として、平成16・17 に ーリ 調査を した ー

リ 調査の は、いもり 北部（平成16 ） よ 南 （平成 17 ）の 部

である この か、平成 ・ ・18 には、いもり のた の基 的 ー を ることを

目的に、石 土木部 緑地 がいもり 北部 よ 南 、 石 の 部の15 で、

ーリ 調査を して り、第 で の も て する な 、調査地点の につい

ては、 掘調査地点との混同を るた 、 平成16 の第１地点を 16 1 地点と する

こととした

第 調査の方

． の

調査区・調査地点については、いもり の のた の基 的 の よ を目的

として、 に した を し 定した 調査区・調査地点の区 については第 図に した

また、調査地点をさらに小区 に区 して調査を た部 があり、 細については第 の
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調査区の区 図を されたい

調査区については、1998 1・2000 2地点を （１～３）～ （１～３）区の小区 に区

して調査を たが、2003 1・2009地点では小区 を 定していない 北岸調査区では、1998 2

地点を ～ 区に区 して調査を ったが、2003 2、2004 1・2地点に いては区 を っていない

土 調査区では、1998 3地点全体を 区として区 し、2000 3地点について １～ ・ １～ ・

１～ の小区 に区 して調査した 調査区の調査（2000 1地点）では区 を

調査した 南岸調査区の2006 1・2、2007地点は小 なた 区 を なかったが、2008地点

では ～ 区の小区 を 定して調査を った

． の

掘調査に いては、近 後に堆積した土層を により掘 し、近世 後（ 部近世 前も）

の遺構埋土 よ 堆積土・造成土について で掘 し、 査した

調査 については、 ・ 図の 成を った は35 よ 120 の ル

で ー・ 黒・リ ー ルの ル を いた か、 ル も した

図については、土層断面図・ 遺構の 細平面図は 、 量 よ ー ー

による調査地点の全体平面図、石 立面・断面図は により 成した

ーリ 調査は として した ーリ 調査は、 掘では で ない からの

土 の が であり、大 遺構や大 造成土の ・構造、造成 前の 地 等の に し

て である 調査の 細については第 にまと た

土 の ・ については に第１ 第 で ているが、 土遺物の ・ ・

類・ よ ・ト ー の大部 については、石 から を て（ ）石

埋 化 ーが平成14 22 に し、 部を で平成30～ に して

いる 遺物の は、平成30～ に で った の 成 よ 等は、

平成30 ～ にか て した また、いもり 北岸調査区 土の 前 瓦 よ

南 土の大 木 についての にあたり、 ・ を た（ 前 瓦 埋 化

か（平成19 ）、木 造物 （ ））

この か、平成30～ にか て、 土 の 的調査として、 土木 について、

同定、 性炭 定 よ を により した これらの調査成 につい

ては第 にまと た
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第 遺構

第 1 いもり 北部の調査

． の （第10図）

いもり の埋 化 調査は、 部の北岸 よ 南岸で されて り、 では 北岸で

れた調査をいもり 北部の調査、南岸で れた調査をいもり 南部の調査として する

いもり 北部の埋 化 調査は、平成10・12・15・16・21 の５ に たって された

調査 が に たるた 、 調査区（平成10・12（第３ ）・15・21 ）・北岸調査区 平

成10・15・16 ・土 調査区 平成10・12（第３ ） ・ 調査区（平成12 （第

））に て する

な 、いもり 北部に る基 的な層 は、 のように大 される

層 近 層 明 40 （1907）のいもり の埋立土、 の造成土、 大 の

ート造成土等からなる

層 近世後期（宝暦大火（宝暦 （1759）） 後）から明 40 にいもり が埋 立てられ

る 前までの土層で、いもり の よ 土 の堆積層に対応する

Ⅲ層 近世前期（いもり 構 後～宝暦大火 前）の土層で、Ⅲa～Ⅲ d層に細 される Ⅲa層

はいもり 外の堆積土に対応する Ⅲb層～Ⅲd層は 石 の構 よ に う土層で、

Ⅲb層は 石 の寛 1664 に う造成土、Ⅲc層は 石 の 1644

に う造成土、Ⅲd層は 石 構 （寛永大火（寛永 （1631））後）に う造成土に

れ れ対応する

Ⅳ層 近世初期の土層で、いもり 構 に う造成土（Ⅳa層）、 南 （いもり に する ）

埋立土（Ⅳb層）に細 される

層 近世初期の 南 の土層で、周 土層（ a層）、 南 第 の 堆積層（

b層）、 南 第 の造成土（ c層）、 南 第１ の造成土（ d層）に細 される

層 南 構 前の土層

． の結

（ ） （第11～ 20図）

調査区は近世の 図によると、 の南 、いもり の が した地点にあたる

南 に する 調査区は、平成 （1994）に石 立埋 化 ーによって 掘調

査されている 石 立埋 化 ー1996

調査 前は、平成 まで ートとして利 されていたた 、 28.6 で平 に

地されていた 平成10 調査（1998 1地点）に いて により ート造成土を し、

調査区で された南 北西方 に る石 1934N（ では石 として ）、

1800S（同石 ３）、1931S（同石 ）の を した また、1931Sから く （1930 ・

1930S・1930 ）を平面的に した さらに、土層断面の から、いもり 北岸 よ の

り し 北は南に かって 斜する土 であり、 の り しは 石を石 に する によ

り造成されていることが かった また調査地点北 で、北に かって 斜し 西に る

の南 が された この は、いもり 全体の調査成 を 的に 断して、いもり に
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立 した （ 南 ）ではないかと られた

周 は、明 40 前に された 第 等の クリート基 や

等により されている が多 あり、 ート造成土の には 瓦ブロックや土 の

などが していた 平成12 調査（2000 2地点）では な りこれらを し、 が

平した ルでの の を すること、 前と 後の周 の を

することに た また、石 外周を地 から 2.4 地点（ 26 、 の 点）まで

掘 し、石 石の石 状 や を し、 層の断面 査等の 細調査を った

平成15 調査（2003 1地点）では、 に く掘り 、いもり の の さ・ 状、

石 （1930S・ ）の ・ 状 よ 石の を った 平成21 調査（2009地点）では、い

もり 南 に する の に い、 に した調査を するた 、上面・

立面の 部について 査した

石 よ 石積 の については、 調査区で された1934Nの は、 部で り

しの に って しているが、 図ではこの石 を で ない この 部 に しては、

調査の 、 の に う 部の石積 として性 ている 南 の南に する石

1800Sは 1934Nと かい う で しているが、これも 図では で ない 石

とは つか 、石の 状 が の石 では を す 構 前に で

した石 と られる また、 調査区で した1931Sの を調査区 部で して

り、1930 の北 と を 成していた

石 面 よ 石積（1933N・1934N）、1800Sで されている石 石は、 の さや面

の 状 などに いが見られるが、これらは による と られ、 の は 調査で 明

した 石の積まれ方や土層堆積状 と している これら調査成 を し、 の周

については、 南 の が し、いもり はま 掘 されていない 、 南 が し、

いもり が掘 された 、 が された 、 後１ 目の が れた

（ （1644））、 後 目の が れた （寛 1664 ）、という５つ

の を で していると 定される

（ ）遺構

（第15・17～ 23・24 ～ ・25・26 ・27～ 30・31 図）

はいもり に南南西方 に り して り、石 は南南西、西北西、 南 に面を て

かれているが、 な を るた 、 では 石 に しては南南西を南、西北西を西、

南 を として した

した 石 は、 に かって した主 部 は 23.4 、 11.8 の で、

上面の 28.6 を る の に れ がりながら 側の いていた 明 40 （1907）

に により上部が され、いもり とともに埋 立てられて り、 掘調査で基 部（ ）

からの 部 9.6 を した また、石 周 の について、寛 （ 19.0 ）

と構 初（ 18.0 ）の 面を している 寛 の 図 （

立 図 ）では さ （ 14.5 ）と されていることから、 石 上面より 4.9

平されたと られる

石 は全て 石で、青 石が多 を る に 石には比較的多 な面 状の粗 石が

いられ、面は ・ ル等の により に され、平 に られていたが、西面（1930 ）

のものは南面（1930S）・ 面（1930 ）に比 るとやや小ぶりの石で、面の調 が粗く、 の る

ものが多い また、大 を す も見られた 積 は 積 を基 とするが、やや ってい

たり、 積 ・ とし積 状を する部 も見られた 部は 石、 石、 石で構成される
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石、 石は 緻に られた 石 で、 石は 方体状を し、大面側では 石が1石、

小面側では 石が 石 する 石 の 石の かりは じて小さい 石と 石の上

面が に って り が見られない 部には片 ～ ㎝の明 な り が さ

れていた 石には 石が多く いられたが、小 の 石も西面や 石 近等の で比較的

多く見られた 石 には、石 の に た、 ないし に した 状の （

10㎝弱の さ）が いられたが、 状 の かに の い（ 20㎝前後） 状のものも見

られた

の 石は 部では 石 を していた 石では石面周 部を り （上部は上 の

石の石面に るように されている）、 状に された 側には 緻な が されていた

石では石面上部を り 、上 の 石の石面に るように されて り、 状に された

部には 緻な が されていた 西面では 石 ではなく 石 上の石（ 石・ 石）

にも同 の り が見られる また、 石前面には、多量の ッ を含む層が で 、

地で石 の調 等が れたことがうかが る

は大 のものを す の も見られたが、 して少ない（南面で 15石、西面で

石） また、南面の 部の 石の上面に、石を積む を いたものと られる （ 、

等）が で されたものを した

は 石で されて り、大（ の平均25.4㎝、 の平均18.1㎝、 量の平均6.8 ）・

（ の平均 19.9㎝、 の平均 13.7㎝、 量の平均 3.1 ）・小（ の平均 15.3㎝、

の平均10.5㎝、 量の平均1.4 ）の粒径に区 で た 石（大）は の西・南・ 側で

され、 石（ ）は石 1933N・1934Nに って見られ、 石（小）は 石（ ）の で され

たことから、 石（小）は構 石 の 、 石（ ）は （1644） の 、

石（大）は寛 （1664） の に対応すると られる この か、南西・南 の

部で、 状の ５点（南西３、南 ）と が かれていたと られる （南 ）を

した また、 の は、石 南面西側の 27.5 （ から 8.6 ）の りで

の石 を したことから、 27.5 と推 される これらの石 の よ から、

石 は寛 1664 の 後（ 石 ５期）の を していると られる な 、

西面のいもり 面に する部 も、同 の を して り、 する石 が されることなく

を たと られる また、南西 よ 南 の 部を いた上部の 全面に、宝暦大火によ

り した 瓦の が見られた

４ 遺構（SX0 ）（第15・18・21～23・24 ・31 ・32・33図）

SX01は 石 西面の に し、石 前面のいもり 土 を掘り 、平面

の大 な掘り である 瓦・礫を多く含む土砂で埋 され、 の前面の 側に土砂

のた の土 石 が構 された 土 石 の 石は全て 石で、青 石が多い にある

粗 石積 が、 部に 面や 面を したものも見られる また、面調 については、

石 と比 るとやや粗い にある さは 3.7 を る

遺構

部を構成する 石の から、 図では で ない北面の石積 を した 調

査区から く石 1934N（ 調査 では石 ） よ の西側で1930Sに平 して る

1933Nで、これらは の （1644） に う 部の石積 と られる

3 （第16・17・27・28・34 ・35 ・36・37図）

調査 に 石積１と していた北面の石積 で、 調査区の石 からの である 調

査区では を し、 調査区での を ると18.8 を る 調査区での
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大 は1.6 （ 点の 28.58 ）で、22石を している 石は で ていない

調査区の石 （1931S） 上部から 6.8 の で に ぶ この石積 は、北に面す

る石 1800S前面の焼土層 よ の上層（ 石 構 初の Ⅲd層）を掘り 、

掘方を粒径が の 石を多量に含む層 Ⅲc層）で埋 て構 されている

された石 は、全て 石であった 石の積 は、面が って ら 、上部の石が 部の石

より前に り していた あ て を うなら、 な積 であった 目地が って り、

石 の積 と うよりは、石 石を れない に積 上 たような である

面の には、 状 よ 状の が られるが、 面、 面を すものも見られる

は 石の 面に 類 している の は、 １石、 １石、 １石、 １石、

１石、 １石である

石 1800Sとの 層に られる 石を多く含む層は、1934Nを する の掘方を埋 た層と

られる 南の掘方は1930Sに う 石（寛 1664 ）によって埋 られているた し

ていない また、石 の から、寛永期 前の石を していると られる

33 （第15・16・29・30・34 図）

調査 に 石積 と していた北面の石積 で、 全 15.7 を る 大 は 1.8

（ 点の 28.29 ）で、29石を している 石は していない 石 1930Sとは面

の 上部 が 6.8 で 平 にある 石積 の西 は、1930 とは ならない 方、

は1930 から ５ 西で している 石 は全て 石である 積 方は面が って ら 、

1934N同 、石 石を れない に積 上 たという である

面の は、1934N同 、 状、 状の が られるが、 面、 面を すものも見ら

れる は 石の面に 類 している の は、 １石、 １石である

掘方は としないが、1934N同 、石積 前面にも掘方があって、石積 後 こに 石を埋

と れ 、前面の 石層が の埋土とも られる また、石 の 査により、面

の上部から 、石 にか ては、 石は 大 のものが れて り、 南面石 と く

1934N同 、寛永期 前の石を していると られる

3 S（第17・38図）

調査区から く石 （ では石 ）の西 部で、1930 と を 成する 調査では青

石の粗 石による 石、1.8 を して り、 調査区での を た は7.8

を る 石には方 ないし 方 を する 化された粗 石が いられ、面は に さ

れ、平 に られていた 積 は 積 である 石には石 の に て石を してい

るものが見られた これらの から、 石 ５期（寛 ～ （1661～ 1704）の

石 と られ、寛 の 石 と 体のものと られる

（第15・18・31・39～ 41）

の西側で、北岸の土 面を した また、土層 により、いもり 構 初の土 を構成

する 土層 Ⅳa層 を した 土は基 的に礫の多い砂質土からなり、 した土 の は

11 であった また、前 したが、 は寛 （ 19.0 ）と構 初（ 18.0 ）

の 面を している の 後から調査区 にか ての状 を見ると、構 初のい

もり 南 には は られなかったと られる （1644）石 に掘り ま

れたた 、 部で構 初のいもり 土 の状 が明らかでない部 も見られるが、 北岸が後 す

る石 1800Sに していた 性がある

土遺物は、瓦が多く 土しているが、 石 近の 堆積層（ 層）から、宝暦 （1759）

の大火で したと られる 瓦・ ・ がまとまって見られた
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第 15 図 調査区 平面図１ S=1/100

0 5ｍ(S=1/100)
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第 16 図 調査区 平面図 S=1/100
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第 20 図 調査区 平面図 （石 後） S=1/100
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図は、平成 21 調査 に平成 15 調査 後に埋 した土を 掘 した 、

から した石を した後、石 1930S 上面について した図である
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鯉喉櫓台調査区 石垣 1930S・土留石垣 石材観察状況

①1930S 隅角部の石加工（東側）

稜線部の縁取り加工 合端の切り合わせ加工

角脇石に隣接する築石側面
の合端調整に、丁寧な縦ノ
ミ加工が見られた

角尻石の築石との合端は角
石側よりやや粗く仕上げら
れていた

③1930S 基底部の様相

「二十六」

④1930S 朱書

「二十□」

敷金・敷金痕跡

⑤1930S 敷金・敷金痕跡検出状況

【南西角】 【南東角】

0 1ｍ(S=1/50)

板石状 クサビ状（控えが長い）

②1930S 間詰石

第 24 図

土 石 基 部の
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第 25 図 調査区 石 1930 立面図・ 断面図 S=1/100
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第26図 調査区 石 1930 石 図・ 、1930 立面図・ 断面図・石 図 S=1/100
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第 28 図 調査区 土層 SP1 3

層 近 層
1 の

Ⅲb層 近世前期 石 （寛 ）に う造成土
Ⅲb1 石 大粒

Ⅲc層 近世前期 石 （ ）に う造成土
Ⅲc1 石 Ⅲb1層よりやや小さい

Ⅲc2 石 Ⅲb1層より小粒

Ⅲc3 暗褐色土 径５㎝ の礫含む 炭粒・焼土多量に含む 遺物少量あり

Ⅲc4 灰褐色礫混土 径１～ ㎝の礫多い 石も少量 る

Ⅲc5 灰色礫混土 径１～ ㎝の礫多い 石も少量 る の 多い

Ⅲc6 暗灰褐色礫混土 径１～ ㎝の礫多い の 多い

Ⅲc7 Ⅲc6層に似ている

Ⅲc8 暗灰褐色土 ややシルト質 濁 色シルト・ 黄色シルトブロック・

径１㎝ の礫含む

Ⅲc9 Ⅲc8層+

Ⅲc10 暗褐色砂礫土 径１～３㎝の礫・ 石多く含む に の

 SP29 30断面Ⅲc1層

Ⅲc11 黄 色砂質土 径１㎝ の礫含む

Ⅲc12 褐色砂質土 径１㎝ の礫含む

Ⅲc13 Ⅲc12層に似ている

Ⅲc14 黄 色シルト質土

Ⅲc15 黄灰色砂質土 濁灰 色シルトブロック・径 ～３㎝の礫・炭含む

Ⅲc16 黄褐色砂質土 径１㎝ の礫・炭含む

Ⅲc17 暗黄褐色砂質土 径１㎝ の礫・炭含む

Ⅲc18 黄褐色砂質土 径３㎝ の礫含む

Ⅲc19 黄 褐色砂質土 径１㎝ の礫含む

Ⅲc20 黄褐色砂質土 径 ㎝ の礫多く含む

Ⅲc21 黄灰色砂質土 径５㎝ の石多く含む

Ⅲc22 黄灰褐色砂質土 径１～５㎝の石多く含む

Ⅲc23 暗褐色シルト質土 径１～５㎝の礫多く含む 黄 色シルトブロック含む

SP29 30断面Ⅲc8層

Ⅲd層 近世前期 石 構 に う造成土
Ⅲd1 暗褐色土 黄 色砂質土ブロック る この層より で見られる 石は、

Ⅲc2層よりも小粒で、構 の 石が っていると られる

Ⅲd2 褐色砂質土 径 ㎝ の礫含む

Ⅲd3 灰褐色砂質土 径 ㎝ の礫含む

Ⅲd4 灰 色砂質土 黄灰色砂質土ブロック る

Ⅲd5 黄褐色砂質土 径 ㎝ の礫含む

Ⅳa層 近世初期 いもり 構 に う造成土
Ⅳa1 黄灰褐色砂質土 しまりあり 径５㎝ の礫含む

Ⅳa2 暗褐色砂質土 黄灰色シルトブロック含む 径１～ ㎝の礫含む

Ⅳa3 暗黄灰色砂質土 １㎝ の礫多い

Ⅳa4 濁 灰シルト質土 径１㎝ の礫多い

Ⅳa5 黄褐色砂質土 径５㎝ の石・礫 に多い

Ⅳa6 褐色砂質土 径 ㎝ の礫多く含む

Ⅳa7 褐色礫混土 径３㎝ の礫多く含む

Ⅳa8 灰色砂質土 径１㎝ の礫少量含む

Ⅳa9 暗黄褐色砂礫層 径１～ ㎝ を に10～15㎝の石も含む 石が

Ⅳa10 濁黄褐色砂礫層 径１～ ㎝ を に10～15㎝の石も含む 石が

Ⅳa11 黄褐色粗砂層 径１㎝ の礫含む

Ⅳa12 黄褐色砂礫層 径３㎝ の礫多い

Ⅳa13 黄褐色粗砂層 径１㎝ の礫含む

Ⅳa14 黄褐色砂礫層 径 ㎝ の礫多い

Ⅳa15 褐色砂礫層 径３～10㎝の石多く含む

層 南 構 前の層 地 か
1 灰色砂 径５㎝ の小石混

2 灰色砂 径１㎝ の礫含む

3 灰色砂 径１㎝ の礫多く含む やや褐色がかる

4 灰色砂 径１㎝ の礫含む

5 灰色砂 径１㎝ の礫多く含む やや褐色がかる

6 灰色砂 径１㎝ の礫含む

7 灰色砂 径１㎝ の礫多く含む

構 の遺構

00S（第17・34 ・35 ・36 図）

図に されていないが、後 する 南 の南側で された石 で、 の南面を構成して

いた 性がある 調査区では 石を５石（青 ３石、 が 石）、 1.7 を

し、 調査区での （石 ３）を ると 11 となる 積 は とし積 の部 が目

立つ 石は していない 石 1934Nとは面を って 1.3 の を って する

石は 石で、面の 状が って ら 、 も い また、面は 面 よ 面の で、 面が

目立つ は されていない 石の 石が多 されていた は 石を主体とし、

した 石100 の大 さを したところ、 の平均 は 14.9㎝、 が 10.6㎝、 量 1.6

であった これらの から、 石 期（ （1596～ 1615））の構 と

られる また、この石 の前面には、 によって層の に があるが、焼土層が堆積していた

調査成 から、この焼土層が寛永 大火（1631）に る火 片 層と られることから、

の構 は寛永 後と られる よって、1800Sは後 する 南 が する 期に構

され、 南 の 後も、いもり の北岸に 石 が構 されるまで（ 期～寛永大火

前） して り、 期のいもり 北岸の 部を構成していた 性が 定される

（第16・17・29・30・39・40図）

図に されていないが、調査区北 部で、いもり に する の南岸の 部を している

この は、 前より いもり 、 いもり 、 いもり 、いもり に する 、

南 等と されていたが、 では 南 とする の南から までの石

の 状に って するかのような 状を すると られるが、南 には はなく、土 が

いていた 調査区 で した は調査区 から 23 で、 の には っていない

ー となる層は黄褐色系の砂質土または砂層で、埋土は暗灰褐色系の砂礫層である （1615

～ 1624）に埋 立てられ、いもり に り られたと られる
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第 31 図 調査区 土層断面図 SP8 9・SP10 11・SP12 13・SP14 15 S=1/40

0 1ｍ(S=1/40)
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第 34 図 調査区 石 1934N・1933N・1800S 立面図（S=1/50）、1933N 石 図（S=1/100）
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第 36 図 調査区 土層断面図 SP25 26・SP27 28 S=1/40

0 1ｍ(S=1/40)

0 5ｍ(S=1/300)

この部 は り
られ 石が る

1934N

SP25 SP26

Ⅲc層 近世前期 石 （ ）に う造成土
Ⅲc1 灰色砂礫土 くしまる を多く含む【1934N 掘方埋土】
Ⅲc2 暗褐色砂礫土 炭含む ややもろくしまりがない【1934N 掘方埋土】
Ⅲc3 暗黄褐色砂質土【1934N 掘方埋土】
Ⅲc4 暗黄褐色砂礫土 石を多く含む【1934N 掘方埋土】

Ⅲ

Ⅲ Ⅲ 2

Ⅲ 1

28.5

28.0

27.5

27.0

SP 5 層 面

SP 層 面

石の面も火を ている

層 近 層
1 暗 褐色シルト【 ート 地層または 地盤か】
2 暗灰色シルト 石を大量に含む【明 地層】

Ⅲc層 近世前期 石 （ ）に う造成土
Ⅲc1 石層 と ど 層をもたない【1934N 掘方埋土】
Ⅲc2 灰色シルト やや砂質 瓦含む
Ⅲc3 灰色砂 ややオリーブかかった砂 均質
Ⅲc4 黄褐色砂 均質

Ⅲd層 近世前期 石 構 に う造成土
Ⅲd1 暗褐色シルト 炭粒 焼土がブロック状に混じる【焼土層】
Ⅲd2 色シルト【焼土層】

1934N

1800S

SP28SP27

Ⅲ 2

Ⅲd1

Ⅲd2

Ⅲ
Ⅲ Ⅲ 2

Ⅲ 1

Ⅰ1

Ⅰ2

28.5

28.0

27.5
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（３）小結

・調査により、 石 （1930S）が さにして 9.6 していることを した 寛

（1668）の 図 （ 立 図 ）では、 より さ と されて

いることから、 の さが14.5 と推定され、 石 の上面より 4.9 かったことになる

石 は、 や埋 化 調査の成 により、寛永 大火（1631）後に 造され、

（1644）・寛 （1664）に を たと られるが、石 の 査により、 石 が寛

の を していることが された

・ の寛 に う遺構として、石 西側に する土 に いて大 な掘り SX01

と、 側に られた土 石 が されている

・ の を す として、 部で された石積 1934N よ 1933Nが

られる

・ の石 に された 石は 石が多く見られる にあるが、 石 で れた

石 石については、青 石が多 を ることが 的である の が なるものかは 定

で ないが、 の石 利 を る上で 味 い である

・ 周 に る の は大 く に ることがで 、 後は の大 な

と による 部構造の 化があったと られる

第 37 図 調査区 土層断面図 SP29 30 S=1/40

0 1ｍ(S=1/40)

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ 5

Ⅳ
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Ⅳ 2

Ⅳ 1

Ⅲ
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Ⅲ

Ⅲ 5

Ⅲ
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Ⅲ 2
Ⅲ 1

1934N

Ⅲc層 近世前期 石 （ ）に う造成土
Ⅲc1 暗灰褐色砂礫土 径１～３㎝の礫 石多く含む に の

Ⅲc2 暗灰色砂礫土 径１～ ㎝の礫多 石・炭粒含む

Ⅲc3 暗褐色砂礫土 灰褐色砂ブロック混 径１～５㎝の礫含む 石含む

Ⅲc4 暗黄褐色砂礫土 石層 炭粒 かに含む 石は径10～20㎝

Ⅲc5 暗褐色礫混土 径10㎝ の石多く含む 主構成物は石

Ⅲc6 褐色礫混土 径１～３㎝の礫・石多く含む 土は緻密

Ⅲc7 暗褐色シルト質土 径１～ ㎝の礫多く含む Ⅲc8層に似ているがやや明るい

にしまりあり

Ⅲc8 暗褐色シルト質土 径１～５㎝の礫多く含む 黄 色シルトブロック含む

Ⅲc9 褐色砂礫土 径３～10㎝の石多く含む

Ⅳa層 近世初期 いもり 構 に う造成土
Ⅳa1 黄灰色砂 しまりあり Ⅳa3層に似ている

Ⅳa2 黄褐色粗砂 のた か褐色強い部 あり 径0.2～0.5㎝ の粗砂

Ⅳa3 黄灰色砂 Ⅳa5層より い 濁灰 色シルトブロック含む

Ⅳa4 褐色砂 Ⅳa7層よりやや暗い

Ⅳa5 黄灰色砂 しまりあり Ⅳa7層と質は似ている

Ⅳa6 褐色砂 Ⅳa7層より い

Ⅳa7 褐色砂 しまりあり 黄 色シルトの径１～ ㎝ のブロック・径１㎝ の礫含む

味あり

28 5

28 0

27 5

27 0

SP29 SP30

0 5ｍ(S=1/300)
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第 38 図 調査区 石 1931S 立面図・石 図 S=1/100

1931S 石

1931S 立面図

石（青）

0 5ｍ(S=1/100)

29.0

28.0

27.0

26.0

0.0 +2.0 +4.0 +6.0 +8.0

29.0

28.0
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26.0

0.0 +2.0 +4.0 +6.0 +8.0
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26.0

0.0 +2.0 +4.0 +6.0 +8.0

29.0

28.0

27.0

26.0

0.0 +2.0 +4.0 +6.0 +8.0

第１ いもり 掘 前の 石 に って 南 が した

第 いもり 掘 後～ 前の （1615 1624）と られる

南 の に い、 の南側にいもり が掘 される 北岸は土 で、構 初のいもり 南

には はなかったと られるが、前 から する石 1800Sが 初の 南 を構成して

いたと られる

第３ 寛永 （1631）の大火後、 石 が された 土 を礫の多い土で

地した後に、小粒の 石でいもり を埋 立てて、 を構 したと られる 石 には面に

が された石 石が された

第 （1644）、 石 の１ 目の が れた 初の石 石や

石はいもり に れ 、大 な を っている には 初より大 い 石を 石

として い、石 石も たにした また、土砂や 石の 、 を た に、 れ た石 石

を 利 して1934N・1933Nを した

第５ 寛 （1664）、 石 の 目の が れた には、前 よ

りさらに大 い 石を 石として い、石 石も たにした 調査 した石 は、この の

ものである
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（ ） （第11・12・42 50図）

調査区は 図によると、いもり 北岸～いもり 部に対応する部 で、 調査区～土

調査区 の、北西 南 方 に 210 に ぶ 大な調査区である 平成10 （1998 2地点）・

平成15 （2003 2地点）・平成16 （2004 1・2地点）の３ に たり調査が れた 調査

は、いもり 定にかかる遺構 を目的とするもので、いもり の土 の状 、 の

さ・ 状等の基 ー を ることを目的とした調査が れた また、 土遺物からいもり 周

の 物の 瓦についての 見を た

（ ）遺構

（第43～ 62 ・63 70 ・71 73図）

の土 については、近世初期の 造 初から明 40 （1907）の埋立 前に る状 を し

た 部の2003 2地点では、近世初期の 造 初の面と、 の上層の宝暦 （1759）大火ま

でに 面 による土砂が土 斜面から にか て堆積して 成された面（Ⅲa層上面）、 よ

明 40 の 埋立 前までの面を した また、 西部の2004 2地点、 部の2004 1地点では、

近世初期の 造 初の面と明 40 の 埋立 前までの面を した この 地点の でも、宝

暦大火 前に 面 により 期 で堆積したと られる土砂を した（Ⅲa層） このような

の状 から、いもり では 構 初の に すような大 な ら が れなかったと

られる また、土 の斜面上から石 石や礫がまとまって される状 も見られた Ⅲa層の上に

は焼土（粒・塊）や した 片や 瓦を含む宝暦大火後の土（ 層）が堆積していた な 、 構

の ー （ 層）には、 の遺物 含層も含まれる

した構 初の土 の は、2004 2 地点で 15～ 16 、2003 2 地点で 15～ 16 、2004 1

地点で 14～ 15 であった また、構 初の の は、2004 2地点で 16.6 、2003 2地

点で 17.5 、2004 1地点で推定17.5～ 18 （ した 部の は19.3 で、 地 か

らの の さは10 11 を る が西に かって くなって り、 の さを しながら

地 の 斜に て掘 されたと られる

土遺物には や瓦、 、木 が見られたが、Ⅲa層より 前 瓦がまとまって 土

している点が される

（第57～ 59・61・63・72・73 図）

部 的にではあるが、土層断面 査の 、 調査区で された の を 150

の で している 土層断面の で られた 大 は21.4 上、 さ 1.9 上を る

S 0 （第48・49・70 図）

2004 1地点で、いもり と して された土 である 平面 と推定され、 径255㎝、

径 224㎝ 上、 さ78㎝を る 層土で埋 立てられていた

SX0 （第50・73 図）

1998 2地点 F区で、いもり に近 して された Ⅳa層を基盤とした遺構で、土層断面で

した は2.54 、 さ 1.34 を る 近 に されたと られる 遺物を 、遺構の性

は明らかではないが、 の の 性があろうか

P0 （第46・47・62 図）

2003 2地点 部のト で した平面 の ットで、 世 と推定される遺構面を

り でいる 径 40㎝、 さ 22㎝を る 遺物は 土 、遺構の性 も明らかでない

（３）小結

・いもり の土 について、近世初期の 造 初の面と明 40 の 埋立 前までの面の 面
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第 44 図 北岸調査区 平面図 （S=1/100）
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0 10ｍ(S=1/200)

第 45 図 北岸調査区 平面図３（S=1/200）
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第 54 図 北岸調査区 土層 SP1 3・SP4 1

Ⅲa層 近世前期 宝暦大火 前の堆積土
Ⅲa1 暗灰褐色粘質土 の細砂が る 層状
Ⅲa2 暗灰褐色粘質土 の細砂が る 層状
Ⅲa3 暗灰褐色粘質土 の細砂が る 層状
Ⅲa4 褐灰色砂
Ⅲa5 暗灰褐色粘質土 の細砂が る 層状
Ⅲa6 暗灰褐色粘質土 の細砂が る 層状
Ⅲa7 灰褐色粘土 層に１～ の砂 る 腐植物 る

【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa8 暗灰褐色粘土
Ⅲa9 灰色砂
Ⅲa10 灰褐色粘土 層に１～ の砂 る 腐植物 る

【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa11 黒灰色粗砂礫 遺物含む（ 前瓦）
Ⅲa11  黒灰色粗砂礫 粗砂・大 な礫混 【地 の により 】
Ⅲa12 灰褐色粘土 層に１～ の砂 る 腐植物 る

【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa13 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る 腐植物 る

【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa14 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る 腐植物 る

【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa15 暗灰褐色粗砂【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa16 灰褐色粘土【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa17 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る
Ⅲa18 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る 腐植物 る

【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa19 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る
Ⅲa20 暗灰褐色粗砂【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa21 暗灰褐色粗砂 粗砂・大 な礫混 【地 の により 】
Ⅲa22 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る 腐植物 る

【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa23 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る 腐植物 る

【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa24 暗灰褐色粗砂【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa25 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る 腐植物 る

【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa26 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る 腐植物 る

【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa27 暗灰褐色粗砂【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa28 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る 腐植物 る

【地 の に う砂と粘土の 層】
Ⅲa29 灰褐色粘質土
Ⅲa30 灰褐色粘質土 粗砂 に多く含む
Ⅲa31 灰褐色粘質砂質土 粗砂多く含 径20～30c の礫 る
Ⅲa31  灰褐色粗砂・大 な礫混 【地 の により 】
Ⅲa32 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る
Ⅲa33 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る
Ⅲa34 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る
Ⅲa35 暗褐色粗砂
Ⅲa36 暗褐色粗砂・大 な礫混 【地 の により 】
Ⅲa37 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る
Ⅲa37  灰褐色粘土 粗砂・大 な礫混 【地 の により 】
Ⅲa38 灰褐色粘土 層に１～ の砂層 る
Ⅲa39 暗灰色粗砂 径５～10c の礫多く含む
Ⅲa39  暗灰色粗砂・大 な礫混 【地 の により 】

層 南 構 前の層
1 黒灰色粘質土【 含層か】
2 暗灰褐色粘土
3 黄灰色粘土
4 黄灰色シルト
5 黄色砂質土 暗褐色土粒含む【地 か】
6 黄色砂質土 径 ～５ の小石含む【地 か】
7 褐色砂、黄色砂 石（径３～５c 大 ）【地 か】
8 黄色砂質土 黒褐色土粒少し含む【地 か】
9 黄褐色礫混土 黄色粘土粒含む【地 か】
10 黄色砂 石（径10c 大 ）【地 か】
11 黄褐色砂質土 径 ～３c の小石多く含む【地 か】
12 黄褐色粗砂
13 褐色粗砂 礫混【地 か】
14 灰色粗砂礫【地 か 初 面】
15 灰褐色粘土【 初 面】
16 灰色砂礫【地 】

調査区 近では、 近まで木の が る
は見られないが、 は 38～ 42層で多く見られる

層 近 層
1 黄色砂質土 径 ～５ の小石多く含む【埋 土か】
2 黄色砂 灰色粘土含む【埋 土】
3 灰色砂【埋 土】
4 暗灰褐色粘質土
5 灰色粘質土 粗砂礫多く含む
6 黒灰色粘土
7 灰色粘質土
8 黒灰色粘土

層 近世後期 宝暦大火 後～明 40 の堆積土
1 暗灰褐シルト【明 土】
2 暗褐色土【明 土】
3 灰褐色土 砂・礫含 、 多い
4 褐色土 シルト質土・小石多く含む
5 灰褐色粘質シルト
6 灰褐色シルト
7 灰褐色粘質シルト 小礫・小石
8 褐色シルト あり
9 褐色粗砂 小礫・小石
10 暗黄褐色土 礫・砂少し含む
11 黄褐色粗砂
12 灰褐色粘質土
13 18層と同質 の で り上がったもの
14 黒灰褐色土 しい
15 暗灰褐色土 しい
16 暗褐色土 砂多く含 しまりない、 多い
17 褐色粘質土
18 暗褐色土 小礫・小石
19 暗褐色土 礫
20 黒灰色粘質土 砂・礫【 層】
21 暗褐色土 砂多く含む 18層 、 したものか
22 暗灰褐色粘土 砂混
23 暗褐色シルト 砂混
24 暗褐色シルト
25 黄褐色砂礫
26 暗褐色砂質土
27 灰色粘砂
28 暗褐色シルト腐植土
29 黒灰色砂質土
30 黒灰色砂礫 では腐植土混じる
31 灰褐粘シルト では粘性あり
32 灰褐色粘質土 の細砂が る 層状 木の ・ 等 含む
33 灰褐色粘質土 の細砂が る 層状 木の ・ 等 含む
34 灰褐色粘質土 の細砂が る 層状 木の ・ 等 含む
35 灰褐色粘質土 の細砂が る 層状 木の ・ 等 含む
36 灰褐色粘質土 の細砂が る 層状 木の ・ 等 含む
37 灰褐色粘質土 の細砂が る 層状 木の ・ 等 含む
38 灰褐色粘質土 砂・腐植物多く含む
39 灰褐色粘土 38層より砂多く色暗い
40 灰褐色粘質土 の細砂が る 層状 木の ・ 等 含む
41 黒褐色砂質土 礫含む
41’黒褐色腐植土 多く る
42 灰褐色粘質土 砂 ・礫・腐植物含む
43 灰褐色粘土
44 灰褐色粘土 黄灰 色粘土ブロック含む
45 黒褐色粘質土 こぶし大の礫と砂含む 腐植物含む
45’灰色粘質土
45’黒褐色土 腐植土混
46 黒灰色粘質土 腐植土混
46’黒灰色粘土
47 暗灰色砂質土 腐植物混
48 暗灰褐色粘質土 の細砂が る 層状
49 暗灰褐色粘質土 の細砂が る 層状
50 暗灰褐色粘質土 の細砂が る 層状
51 灰色粘質細砂 色ブロック混
52 黒灰色粘土
53 灰色粗砂
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第 55 図 北岸調査区 土層断面図 SP5 6・SP7 8 S=1/40
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層 近世後期 宝暦大火 後～明 40 の堆積土
1 暗褐色粘質土【 土】
2 褐色砂 灰色粘質土 径20～40c 大の礫【礫 】
3 暗褐色粘質シルト

層 いもり 構 前の層 いもり 構 の ー
1 暗灰褐色粘質土
2 褐色粘質土 砂多く含む
3 黄褐色砂質土 11層と同質
4 黄色砂 径 ～３c 大の礫石多い 西 2層と同質
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3 灰褐色粘質土 礫少し含む SP9 8土層断面 2層【明 土 面 成土】
4 青灰色砂 シルト質【明 土 面 成土】
5 灰色粘質土 灰 粘土ブロック含む

層 いもり 構 前の層 いもり 掘 の ー
1 黄褐色砂質土 径10c 大の礫少し含む
2 黄褐色砂質土 径１c の小石多く含む
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第 61 図 北岸調査区 土層 SP12 16

層 近 層
1
2 褐色砂質土 小礫多く含む【 埋立土】
3 褐灰色砂質土【 埋立土】
4 褐色砂質土 小礫少ない【 埋立土】
5 青灰褐色粘砂質土【 埋立土】
6 黄褐～ 青褐色シルト質土【 埋立土】
7 褐色シルト質土【 埋立土】
8 暗青褐灰色シルト質土 物混じる【 埋立土】

層 近世後期 宝暦大火 後～明 40 の堆積土
1 暗褐色シルト質土・ 黄褐色シルト質土 混土
2 黒褐色腐植土【ブ ック （ 埋立前 土）】
3 暗青灰褐色粘質土
4 暗褐灰色粘質土 焼土塊（焼壁片か）混【宝暦大火焼土埋 か】
5 灰褐色粘砂質土 焼土塊（焼壁片か）混【宝暦大火焼土埋 か】
6 暗灰色粘質土 植物 多く含む 部は小石を多く含む【 堆積層】
7 暗灰色粘質土 径５㎝ の小石混 （ 部により多い）【 堆積層】
8 暗 褐色腐植土 化すると土色黒くなる、径１㎝ の小石多く含む
【 堆積層】

9 褐灰色砂質土 小石を多く含む 壁土 含む【 堆積層】
10 濁青灰色粗砂 腐植物多く混 小石を多く含む【 堆積層】
11 暗灰褐色粘質土 上に 多量に密 小石を多く含む【 堆積層】
12 暗褐灰色砂質土 小石を多く含む【 堆積層】
13 暗灰褐色粘質土【 堆積層】
14 暗 褐色腐植土 8層と同じ が小石 と どなし【 堆積層】
15 砂混じりの暗 褐色腐植土【 堆積層】
16 濁灰色砂質土 腐植物等混 【 堆積層】
17 暗灰褐色粘質土 上に 多量に密 小石を多く含む【 堆積層】
18 褐灰色粘土 腐植物混 【 堆積層】
19 濁暗褐灰色粘質土【 堆積層】

Ⅲa層 近世前期 宝暦大火 前の堆積土
Ⅲa1 灰褐色砂質土 黄褐色シルト質土小塊含む【近世 期 面か】
Ⅲa2 灰褐色砂質土 径 ㎝大の石混 小礫を含 、硬くしまった土質
Ⅲa3 濁暗灰色粘質土 褐灰色粘質土ブロック混
Ⅲa4 濁暗灰色粘質土 青灰色粘質土ブロック混 SP17 18・18 19Ⅲa2層
Ⅲa4  Ⅲa4層よりやや明るい
Ⅲa5 明灰褐色砂質土 小礫・黄褐色シルト質土小塊少ない【近世 期 面か】
Ⅲa6 黄灰色粘質土【近世 期 面か】
Ⅲa7 濁 褐色粘砂質土 粗砂混
Ⅲa8 濁暗灰色粘質土
Ⅲa8  褐灰色粘質土ブロック混
Ⅲa9 濁 褐灰色粘質土 青灰色粘質土ブロック混 SP17 18・18 19Ⅲa3層
Ⅲa10 褐灰色粘質土
Ⅲa11 褐灰色粘砂質土 径５～10㎝大の礫混
Ⅲa12 濁褐灰色粘砂質土
Ⅲa13 濁 褐色粘砂質土
Ⅲa14 青灰色細砂
Ⅲa15 濁青灰色粘質土
Ⅲa16 濁青灰色粘砂質土
Ⅲa17 褐灰色砂質土
Ⅲa18 暗褐灰色粘砂質土 いぶし瓦片
Ⅲa19 濁青灰色粘砂質土 青灰色粘土ブロック混
Ⅲa20 灰色粘質土 SP18 19Ⅲa23層
Ⅲa21 灰色粗砂 径５㎝ の礫混
Ⅲa22 褐灰色粘砂質土 腐植物混 、径0.1㎝ の小石多く混
Ⅲa23 褐灰色粘質土
Ⅲa24 青灰色粘質土 径１㎝ の小石多く混
Ⅲa25 濁灰色粘砂質土
Ⅲa26 褐灰色砂質土
Ⅲa27 Ⅲa28層より粘土質が強
Ⅲa28 濁青灰色粘質土 径１㎝ の小石多く混
Ⅲa29 青灰色粘砂質土
Ⅲa30 褐灰色砂質土
Ⅲa31 褐灰色粗砂
Ⅲa32 濁暗灰色粘土
Ⅲa33 青灰色細砂
Ⅲa34 濁青灰色粘砂質土 径 ～３㎝の小石多く混
Ⅲa35 青灰色粘砂質土
Ⅲa36 青灰色砂質土
Ⅲa37 灰色細砂
Ⅲa38 暗灰褐色粘質土 腐植物混
Ⅲa39 濁青灰色粘砂質土 径１～15㎝大の小石や粗砂多く混
Ⅲa40 青灰色粗砂
Ⅲa41 濁暗青灰色粘質土 青灰色粘土ブロック、径５㎝ の小石ま らに混
Ⅲa42 濁青灰色砂質土 青灰色粘土ブロック多量に混
Ⅲa43 濁青灰色砂質土 径 ～20㎝大の石多く混
Ⅲa44 暗 褐色小石層 径１㎝ の小石層、 に暗 褐色土が る

【 堆積層】
Ⅲa45 暗 褐色粘質土 腐植物混 【 堆積層】
Ⅲa46 灰褐色粘質土【 堆積層】
Ⅲa47 暗灰色細砂【 堆積層】
Ⅲa48 暗 褐色細砂 腐植物、粘質土混 【 堆積層】
Ⅲa49 暗 褐色腐植土【 堆積層】
Ⅲa50 暗灰色粘土【 堆積層】
Ⅲa51 礫層 径５～20㎝前後の礫層、 に暗 褐色粘質土【 堆積層】
Ⅲa52 灰褐色粘土【 堆積層】
Ⅲa53 暗褐灰色粘土 木 （ の さった ・ 等） 土層

【 堆積層】
Ⅲa54 灰褐色細砂【 堆積層】
Ⅲa55 灰褐色粘土【 堆積層】

木等の ク

Ⅳa層 近世初期造成土 いもり 構 初の基盤層
Ⅳa1 Ⅲa7層より石混 小礫を含 、硬くしまった土質
Ⅳa2 灰褐色砂質土 小礫を含 、硬くしまった土質
Ⅳa3 黄 褐色砂質土 小礫を含 、硬くしまった土質
Ⅳa4 灰褐色砂質土 黒灰褐色砂質土塊含む 小礫を含 、硬くしまった土質
Ⅳa5 濁灰褐色砂質土 小礫を含 、硬くしまった土質
Ⅳa6 濁褐灰色砂質土 灰色細砂混
Ⅳa7 濁灰褐色砂質土 灰色砂質土 小礫を含 、硬くしまった土質

Ⅳb層 近世初期 南 埋立土
Ⅳb1 濁 褐灰色粘質土 径５㎝ 小石多く混 硬くしまる
Ⅳb2 Ⅳb1層より小石含まない 硬くしまる
Ⅳb3 濁灰 褐色粘質土 硬くしまる
Ⅳb4 褐灰色粘質土 硬くしまる
Ⅳb5 灰褐色細砂

層 南 構 前の層
1 濁 灰色砂質土 褐灰色砂質土混
2 濁褐灰色砂質土 灰色細砂混
3 2層より 灰色細砂少ない
4 濁 灰色細砂 褐灰色砂質土混
5 濁褐灰色砂質土 灰色細砂混
6 4層より褐灰色砂質土少ない
7 灰色細砂 硬くしまる
8 灰褐色粘砂質土 硬くしまる
9 濁 灰色細砂 褐色砂質土混
10 灰褐色砂質土 粗砂多く含む
11 灰色細砂
12 褐灰色細砂
13 濁 灰色細砂 硬くしまる、褐灰色砂質土混
14 濁灰褐色砂質土 く れやすい
15 褐色砂質土 焼土 、層 には炭粒多く含む
16 13層より褐灰色砂質土多い
17 濁暗灰色砂質土 粗砂多く含む
18 濁暗灰褐色砂質土 灰色細砂ブロック混
19 18層と同色、径５㎝ の小石多く含む
20 灰色細砂 灰褐色砂質土ブロック混 、 世 土
21 褐色細砂
22 礫層 径１～20㎝大のものまで大 さ
23 灰褐色砂質土
24 褐色粗砂 灰色砂質土
25 暗褐灰色粘砂質土
26 褐灰色細砂 径１㎝ の小石混 、 している【 成堆積か】
27 褐灰色細砂 粘性ややあり、小石なし【 成堆積か】
28 褐灰色細砂 【 成堆積か】
29 28層と同色、 い粘質土層あり【 成堆積か】
30 灰色細砂 【 成堆積か】
31 濁灰色砂質土 やや硬くしまる、 褐色の 層 層【 成堆積か】
32 濁灰色砂質土 ま らに 褐色（ ）土ブロックあり【 成堆積か】
33 灰色粘土層 褐色粘質土混 【 成堆積か】
34 濁 褐色粗砂 層 に 【 成堆積か】
35 濁 褐色粘土【 成堆積か】
36 濁灰色粘土 世 遺物 土【 含層】
37 濁灰色粘土 径0.5㎝ の小石多く含む 世 遺物 土【 含層】
38 濁灰色粘土 世 遺物 土【 含層】
39 暗灰色粘土 世 遺物 土【 含層】
40 濁 褐灰色粘土 径 40㎝の ット 【 の遺構面か】
41 青灰色粘土
42 青灰色砂質土
43 灰褐色細砂
44 濁暗灰色粗砂
45 褐色粗砂
46 灰褐色細砂
47 青灰色シルト
48 褐灰色細砂
49 濁青灰色細砂 径３㎝ の小石多く混
50 青灰色粗砂【地 】
51 青灰色砂質土 径 ～20㎝大の小石多量に含む【地 】
52 青灰色粘土【地 】
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第 62 図 北岸調査区 土層断面図 SP17 18・SP18 19・SP20 21（P01） S=1/40
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3 灰褐色粘土 黒灰色粘土混
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Ⅲa層 近世前期 宝暦大火 前の堆積土
Ⅲa1 灰褐色粘土
Ⅲa2 濁暗灰色粘質土 SP14 15Ⅲa4層
Ⅲa3 濁 褐灰色粘質土 SP14 15Ⅲa9層
Ⅲa4 濁暗灰色粘質土 褐色粘質土ブロック混
Ⅲa5 濁灰色粘質土 灰褐色粘質土ブロック混
Ⅲa6 濁暗灰色粘土
Ⅲa7 灰色砂質土
Ⅲa8 濁 褐灰色粘砂質土
Ⅲa9 暗灰色粘砂質土
Ⅲa10 褐色砂質土 ト １の西壁までは する層
Ⅲa11 褐色粗砂
Ⅲa12 濁 褐灰色粘土
Ⅲa13 褐色粘砂質土
Ⅲa14 褐灰色粘土 褐灰色細砂
Ⅲa15 褐灰色細砂
Ⅲa16 褐色砂質土 にや らかい
Ⅲa17 暗 褐色粘土
Ⅲa18 褐灰色砂質土
Ⅲa19 濁 褐色細砂 に硬くしまる
Ⅲa20 褐灰色細砂 硬くしまる
Ⅲa21 褐色粗砂 硬くしまる 径３㎝ の小石含む
Ⅲa22 暗 褐色粗砂 に硬くしまる 径 ㎝ の小石含む
Ⅲa23 灰色粘質土 SP15 16Ⅲa20層

SP19SP18

23 5

22 5

23 0

22 0

24 0
瓦

0 5ｍ(S=1/300)
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第 67 図 北岸調査区 土層 SP28 32

層 近世後期 宝暦大火 後～明 40 の堆積土
1 黒褐色土【明 土】
2 暗褐色砂質土
3 黒褐色土 砂・石・植物遺体多く含む 細かい焼土粒含む
 SP42 43 2層か【 土】

4 黒褐色土 シルト質 焼土粒・植物遺体含む【 土】
5 暗褐色土 礫 焼土粒・石・砂・瓦含む 瓦含む
 SP42 43 3層【 土】

6 暗灰褐色粘質シルト 植物遺体・細かい焼土粒含む
7 暗灰褐色砂質土 細かい焼土粒含む SP48 49 7層
8 灰褐色砂質土 礫 しい
9 暗灰褐色土 礫
10 灰褐色土 砂多く含む 礫・焼土粒含む
11 暗褐色土 礫・焼土粒少し含む
12 褐色砂質土 多い
13 暗褐色土 砂・小礫含 、焼土粒少し含む、 あり
14 黒褐色シルト 焼土塊・焼土粒多く含む
15 黒褐色粘質土 砂・小礫多く含む、 石片あり
16 灰褐色粗砂
17 褐色砂質土 小礫 に多く含 、砂多く、 あり
18 褐灰色砂質土
19 灰褐色砂質土
20 灰褐色細砂
21 灰色細砂
22 21と同 層 灰色砂 粗砂と細砂 ～５c の 層状
23 灰色砂 礫
24 灰褐砂 礫含む
25 褐色砂 小石・小礫多く含む
26 灰色細砂
27 灰色砂礫粘質土 砂・小礫多く含む
28 灰色粗砂 礫
29 灰色砂 粗砂・小礫多く含む
30 灰色細砂
31 青灰色粘土 化して黄化
32 灰褐色粘質土
33 黄灰色粘質土 化して黄化、 青灰色
34 青灰色砂礫土 暗褐腐植土ブロック含む
34’ 青灰色砂礫土 SP38 39 31層
35 青灰色砂質土 砂・礫多く含む
36 青灰色粘質土
37 灰色粗砂 礫多く含む
38 灰色砂質土 灰色粗土、層状に る
39 灰色粘土
40 灰褐色砂質土 小礫・小砂利・粘土ブロック含む
41 黒灰色粘質土 砂・小礫多く含む
42 黒灰色砂質土 粗砂・礫含む
43 黒灰色粘質土 腐植土
44 暗褐色粘質土 腐植土
45 暗灰色粘質土

Ⅲa層 近世前期 宝暦大火 前堆積土
Ⅲa1 灰褐色粘質土 SP38 39Ⅲa2層か
Ⅲa2 褐灰粘質土
Ⅲa3 褐灰色粗砂
Ⅲa4 青灰色粗砂 化 しい
Ⅲa5 黄褐色粗砂 小礫多く含む
Ⅲa6 黄褐色粗砂 腐植土少し含む
Ⅲa7 暗褐色粘質土
Ⅲa8 黄褐色粗砂 小礫少し含む
Ⅲa9 灰褐色粘質土 礫少し含む
Ⅲa10 灰褐色砂礫
Ⅲa11 灰色砂質土
Ⅲa12 黄灰色粗砂
Ⅲa13 灰褐色砂質土 砂礫土含む
Ⅲa14 灰褐色粘質土 砂多く含む
Ⅲa15 暗灰褐色粘質土
Ⅲa16 灰褐色粘質土
Ⅲa17 黒灰色粘土
Ⅲa18 黒灰色粘土 灰粘土ブロック含む
Ⅲa19 黒灰色粘土 砂・小石・腐植物・ 含む
Ⅲa20 灰褐色粘質土 砂多く含む
Ⅲa21 灰褐色粘質土
Ⅲa22 黒灰色土 粗砂・腐植物・小礫多く含む
Ⅲa23 黒灰色粘質土
Ⅲa24 褐灰色粗砂
Ⅲa25 黒灰色粘質土
Ⅲa26 黒灰色砂質土
上 層（Ⅲa1～15）は土 の に い、 で堆積か

Ⅳa層 近世初期 いもり 構 に う造成土
Ⅳa1 灰褐色土 砂多く含 、小礫少し る
Ⅳa2 青灰色シルト Ⅳa1層より粒子細かく、小石 る

少しあり
Ⅳa3 褐色土 腐植物含む
Ⅳa4 黄灰色砂 礫 礫はこぶし大で ろう
Ⅳa5 黄灰色シルト
Ⅳa6 青灰色土 小石含む
Ⅳa7 灰色砂質土
Ⅳa8 灰色砂質土 小礫多く含む

層 南 構 前の層
1 黒灰色シルト【 含層か】
2 灰色粘土【地 いもり 構 初 面か】

よ 部 的に近世前期～宝暦大火 前までの面を した

・いもり の土 斜面 よ に、宝暦大火（宝暦 （1759）） 前の 面 に う土砂が堆

積している状 を して り（Ⅲa層）、いもり では構 初の に すような大 な ら

が れなかったと られる

・ した構 初の土 の よ さは、2004 2地点で 15～ 16 、 さ 10.5 、2003 2

地点で 15～ 16 、 さ 9.8 、2004 1地点で 14～ 15 、 さ 9.5～ 10.0 （推定）であっ

た

・ は西に かって くなって り、 の さ 10 ）を しながら地 の 斜に て

掘 されたと られる

・いもり の宝暦大火 前の堆積層（Ⅲa層）から、 前 瓦がまとまって 土して り、 周 の

物に されていたと られる 前 瓦は の 土 から、17世 から後 に

されたと られている 調査 2008d また、 の上層（ 層）から宝暦大火で

したと られる 瓦が 土して り、宝暦大火 には、 に 瓦に られていたと られる

が、 前 瓦は 層からも 土して り、 調査区 近の 瓦の については、 細の 明にな

が る
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第 69 図 北岸調査区 土層断面図 SP38 39・SP40 41 S=1/40

0 1ｍ(S=1/40)

層 近世後期 宝暦大火 後～明 40 堆積土
4 暗褐色粘質土 腐植土混じる
5 灰褐色粘質土 腐植土混じる
7 黄灰褐色粘質土 粗砂多く含む
13 黄灰褐色粘質シルト
14 暗褐色粘質シルト
20 灰褐色シルト 黄灰色シルトブロック含む
21 暗灰褐色粘質土
22 灰褐色土 小礫・砂含む
23 灰黄色粘質土 小礫・砂含む
24 灰黄褐色粘土
25 黄灰色粘質土 黄灰色細砂を層状に含 、腐植土ブロック含む
27 黄灰褐色粘質土 上部で小礫少し含む
28 黄灰色シルト 砂・小礫少し含む
29 黄灰色土 粗砂・腐植土ブロック・礫含む
30 黄灰色砂質土 粗砂・腐植土ブロック含む
31 灰色砂礫土 SP28 29西壁 34’層

Ⅲa層 近世前期 宝暦大火 前堆積土
Ⅲa2 灰褐色粘質土 SP30 31Ⅲa1層か
Ⅲa3 黄灰褐色粗砂
Ⅲa4 黄灰褐色粗砂 黒褐ブロック含む
Ⅲa5 黄灰色粘質土
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第 70 図 北岸調査区 土層断面図 SP42 43・SP48 49 S=1/40
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第 71 図 北岸調査区 土層断面図 SP44 45・SP46 47 S=1/40
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（ ） （第11・12・74～ 78図）

調査区は、北岸調査区と 調査区に まれた にある 前期の

図 （寛 （1668））（ 立 図 ）と調査地点を すると、 南 の

といもり の に する いもり 岸は、 が石 で かれている 外は、す て土

として されている 寛 期のいもり の は、大方 まで がれるが、部 的に 化の

を して り、南北にク クする 南西部の土 は、 後期の 図では、土 斜面

から立上がる 状の石 が かれていた

平成10 （1998 3地点）と平成12 （2000 3地点）の に たって された調査では、

いもり に する 南 の を明 にし、また、 南 に う石 土 を し、 の構造

と を した

の 、土 は構 から までの に 、 されて り、 れと して 南 も い

から さを したと られる

（ ）遺構

構 の （第76～ 80・81 ・82～ 85・87～ 98 図）

調査により、いもり に する 南 に う南北方 （主 方 は よ N 17 ）に

る土 を した 構 初の土 は、 西 側面が石 となっていた（ 面 1810 、西面

1810 ） 南 上部が れていたが、 （南北方 ） 17.4 、 1.9 を る

周 の土層 によると 北 南 の斜面地となって り、 地 は、北から南に て、 く

斜しながら り す 状地 であったと られる

土 の構 基盤面を 地するた 、地 ルが い地点を 土造成していた 南 から 側

の は、 25.3 前後で 地し、 平に基盤面を 上 た上に、石 の 石を ている

方、 西側から北 の は、地 が く、地 上に 石が られている 地 ルに

があり均 となっていなかったことから、基盤面の ルを てから土 を造り たもので

はないと られる 土 石 石 の基 は、 部 南は、 同 ルで25.1～ 25.2

で、北部が くなっていた 北 近の 西面で比較すると、 面では、 石１石 （ 30㎝） く、

西面では、 石 （ 80㎝） い 土 の基 は、北 が5.8 、南 が 5.3 で、北

南に の を ていた

土 石 は 積 で、石の は であった 石の 面は、石 の平 面を て積まれてい

る 石には 石が いられて り、 は 大のものが主体で、これに20～ 30㎝大のもの

が る 石 の は、西面が 60 、 面が 65 前後を り、 面の 斜の方がやや大 く

なっている 石の大 が 石（ 、青、 色（ リ）が見られ、 が多くを る）で

構成されるが、 石も 見られた 石主体である これらの積 や石 等の から、

石 １期（ （1592～ 1596））に すると られる また、明 に が さ

れたのは、１石の で、石 面での ったた 、 状や 等の を れなかった と

が かに見られ、 は1810 の３石 面 よ 側面）、 は1810 ・1810 の

石 面・上面・側面 で されている は、 や などが されていた は、

紋や など 定の を すものもあるが、 定 のものもある 土 石 の構 は、 石

を 、 として 石 １～ 石 （ 50㎝） 土し、 の 上面を粘質土で 地し

面を 成して 石を積 、 に 石主体（ 石片を含む）の 石を石 少量 れて

土を り、 面を 成して に上 の石を積 上 ていったと られる な 、 石100石を

して られた と 量の平均 は、 17.5㎝、 11.95㎝、 量 2.444 である
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南 の に いて、 堆積層である砂質土の堆積は に く、 定的な にとどまり、

成堆積 の粘土層等は見られなかった このことから、この に る 南 は であっ

たと られる また、 堆積層の さから、この状 が 期 であったと られる 上 の

と土 の状 について、 第１ とする

の （第76～ 84・86～ 91・93 98 図）

土 側では、第１ の石 の前面に 土され土 となる 土による は基 部で 1.7～

土 は 45 の 斜で 成され、 斜に って第１ の から 2.3 掘 して たな

が 成された の ルは23.1 を り、 から土 斜面に って、 堆積 の粘土層

と砂質土が、交 に堆積している この堆積層の ルは で26.0～ 26.3 で、層 は

を した 2区で 大 １.8 を る このことから、第１ の から さを すと同

に、この が していたことが 明した また、土 面から１ ないし 積 され 状に

された 積 が されている これらの は で まれ に土が られたもので（土 ）、

は さ 60㎝、 40㎝、 さ 25㎝を る このう 10 が 全な状 で された

粘土層の上 ルから される の 近に されて り、 のた の 岸目的で

埋 されたものと られる 土 積 の ルは、土 北部で 26.0～ 26.4 、南部で

25.4～ 25.8 を る 土 の 状 は、全体的に比較的 である か、 に を てる

であることが された な 、土 については、 部を って り上 て 図を 成し

て り、 細については で する

土 西側では、第１ の石 面から 2.2～ 2.9 前面に、南北方 の石 が構 された 石

を構成する石は、土 北部では に されていたが、南部では れていた 石 は、 状

の から ・構造について 明な点を すが、石 土 に う構造物（ 岸目的か）と

られる 石 を構成する石 は、平 に掘 した地 上に られていたが、部 的に石の 面

や石 に 石が かれた も見られた また、石 は小さく の い 石と 石で、

石 よ 面に 面を す 石からなり、平 な面を 面に て られている 石 部の構

造は、 石として多くの 石が されて り、多少の 土も混 している また、 石100石

を して られた と 量の平均 は、 14.87㎝、 0.79㎝、 量 1.591 で、土 石

部の 石と比較すると小ぶりであった 石 の前には、 35～ 45 の 斜で の斜面が 成さ

れているが、調査による掘 の では、 よ 成粘土堆積層は で なかった

上に た土 と の状 について、 第 とする

な 、平成 ・ ・17 に された ーリ 調査に いて、 南 の土 の

に調査地点を 定したところ、 堆積層の 性が しく、 が 定的であったことが さ

れて り、 に る が全体に 部 的であった 性がある また、土 西側に

いても 成堆積を で なかったことから、 南 全体が していたと断定するに らなかっ

た

の （第76～ 78・81 84・86 91・93 98 図）

土 は、 の上部が り されるとともに、南 部に いて南北 、 さ ３ に たって

掘り まれ、 されていた 掘 の埋土は、 南 の埋立土と していることから、 南

に る の造 と られる らく、 の埋立て に土 の南 部を り し、

を ったものと られる また、この掘り の南岸でも、 に土が された ５～ の

土 積 が されている 土 の と 南 の埋立ては、いもり の掘 と する の

であったと られる この を 第３ とする

な 、 南 の よ いもり の は、 埋立土（Ⅳb層）からの 土遺物 よ 後 す
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第 74 図 土 調査区 全体図（S=1/200）
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第 75 図 土 調査区 区 図（S=1/200）
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第 87 図 土 調査区 土層断面図 SP11 12（S=1/40）
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26.0

25.5
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24.5

24.0

層 近 層
1 ルト 盤【 盤】

2 暗褐色土 ール混【 前の 地層】

3 暗褐色土 クリートブロック多混【 物 り し の 層】

Ⅳb層 近世初期 南 埋立土
Ⅳb1 暗黄褐色シルト 礫混 褐色・灰色粘土小粒多混 しまりあり

Ⅳb2 暗褐色土 地 粘土ブロック少混 炭粒少 やや 弱

Ⅳb3 黄褐色シルト 地 粘土ブロック混 地 砂 ブロック少混

Ⅳb4 暗褐色土 礫（径 10 ㎝）混

Ⅳb5 灰褐色シルト 礫（径 10 ㎝）混
Ⅳb6 暗褐色シルト 礫（径 10 ㎝）混

Ⅳb7 暗黄褐色粘質土 地 粘土ブロック・砂ブロック多混 石を含む 石 の が多い【土 上部を り した の 石か】

Ⅳb8 暗黄褐色砂質土 地 粘土ブロック少混 砂ブロック多混 暗褐色土粒混 石を含む 石 の が多い【土 上部を り した の 石か】

Ⅳb9 暗黄褐色土 地 粘土ブロック・砂ブロック少混 暗褐色土粒多混

Ⅳb10 暗黄褐色砂質土 砂ブロック少混 暗褐色土粒多混 しまり弱い

Ⅳb11 暗黄褐色土 地 粘土ブロック・砂ブロック・灰色粘土ブロック少混 暗褐色土粒多混

Ⅳb12 暗黄褐色シルト層 地 粘土ブロック・砂ブロック・暗褐色土粒少混

Ⅳb13 黄 褐色粘土 地 粘土ブロック多混

Ⅳb14 灰褐色シルト～砂 地 粘土ブロック少混 砂ブロック多混

Ⅳb15 黒褐色土【 地 の 面か】

Ⅳb16 灰黄褐色シルト 地 粘土ブロック少混 砂ブロック多混

Ⅳb17 暗褐色土 地 粘土ブロック少混 地 砂ブロック（径 10 ㎝）混

Ⅳb18 灰黄褐色シルト 地 粘土ブロック混 砂ブロック多混

Ⅳb19 暗黄褐色土 地 粘土ブロック多混 砂ブロック・ 化小 礫混

Ⅳb20 暗黄褐色シルト 地 粘土ブロック少混 砂ブロック混

Ⅳb21 黒灰褐色粘質土 地 粘土ブロック少混【 地 の 面か】

Ⅳb22 暗黄褐色土 地 粘土ブロック・砂ブロック・ 化小 礫混
全体に暗黄褐色系シルトを ー に粘土ブロックの混 密 により細 される 部 的に 面と し れ

た 層を 成する

d 層 近世初期 南 第１ の造成土（土 構 の 土）
d1 暗黄褐色粘質土 化 礫（径１～ 10 ㎝）多 粘土ブロック・砂 ブロック多混

  しまり強【 地土】

d2 黄 褐色粘質土 化小粒礫（径１㎝ ）少混 しまり強

層 南 構 前の土層
1 黄褐色～黄灰色シルト しまり 【地 】

0 5ｍS 300
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る 調査区の石 1941Sの などから、 （1615～ 1624） と られる また、

土 周 では、 前の堆積層（ b層） よ 埋立土（Ⅳb層）から、 部 と られる木

や 瓦・ 瓦を含む瓦が多 土して り、この 近に らかの 物が したと られる

（第76 78・88・89・91・94・95 ・98 図）

調査区南 部から北西部にか て、北西 南 方 のいもり が北 に し、 調査区

で された石 （1941S）に する の土 面を している

（３）小結

調査により、 の 見を た

・ した 南 と れに う土 について、構 初 の３ の が見られた

・構 初の 南 は で、 に う土 は、 に面する 側面が石 となっていた（ 面

1810 ・西面 1810 ） 石 の積 の などから、 石 １期（ （1592～ 1596）

）の構 と られる （第１ ）

・ 初 であった 南 は、 に、土 側では石 の前面に 土され、土 面となった

の 、 が第１ の からさらに 2.3 掘 されて さを すとともに、 成堆積層が

されたことから、少なくとも土 側では していたことが明らかとなった また、 後の

土 側の土 面の 部では、 の 近に、 岸目的と られる土 が されている （第

）

第 92 図 土 調査区 土層断面図 SP19 20（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)

1810

1810

Ⅴd23
Ⅴd22
Ⅴd21
Ⅴd20

Ⅴd20

Ⅴd19

Ⅴd18

Ⅴd17

Ⅴd16
Ⅴd15
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Ⅴd

Ⅴd

Ⅴd Ⅴd

Ⅴd5Ⅴd

Ⅴd3 Ⅴd Ⅴd

d 層 近世初期 南 第１ の造成土（土 石 の 層）
d1 明黄灰褐色シルト

d2 黒褐色土 小礫含む

d3 褐灰色土 小礫含む

d4 やや暗い灰褐色土 小礫・小石含む

d5 やや明るい灰褐色土 小礫・小石含む
d1～ 5 石 石を るた の１ 土

d6 灰褐色土 小礫・小石含む

d7 灰 褐色土 小礫含む

d8 灰褐 色土 小礫含む

d9 灰 褐色土 小礫含む

d10 灰黄褐色土 小礫・小石含む

d11 暗黄灰褐色土 小礫含む

d12 やや暗い 灰褐色土 小礫・小石・ 色粘土含む

d13 黄灰褐色土 小礫含む

d14 灰褐 色土 小礫・小石・シルト含む やや粘性あり

d15 やや暗い褐灰色土 小礫含む

d16 灰褐色シルト

d17 暗褐灰 色土 小礫含む

d18 灰褐 色シルト 小礫・小石含む

d19 暗褐灰黄色土 小礫含む

d20 粗砂 シルト・小礫含む

d21 小礫

d22 シルト 粗砂・粘質土含む

d23 粘質シルト 小礫含む

d24 明 褐色砂質土 小礫・砂含む
d6～ 24 石 石を るた の１ 土

Ⅴd26.5

26.0

27.0

SP19 SP20

0 5ｍ(S=1/300)
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第 93 図 土 調査区 土層断面図 SP20 21（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)
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Ⅴ 13
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Ⅴ 5
Ⅴ

Ⅴ 3

Ⅴ

Ⅴ

Ⅳ

Ⅳ 3

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳb層 近世初期 南 埋立土
Ⅳb1 灰褐色土 小礫・木片・ 石（径 ～ ㎝ ）含む

Ⅳb2 灰褐色土 小礫・ 石（径 20 ㎝ ）含む 木 ・瓦（ ）等の遺物多く る
Ⅳb3 灰黄褐色土 小礫・黄色粘土ブロック（径 ５㎝）含む

Ⅳb4 灰黄色砂質土 粒子の細かい砂・小砂利含む

c層 近世初期 南 第 の造成土（土 に う造成土）
c1 褐灰色土 小礫・ 石（径 10 ㎝）少量含む やや暗い青色粘土ブロック（径５㎝ ）含む

c2 褐 色土 小礫・小石・やや暗い青色粘土ブロック（径 ５㎝）含む【土 の土 15（ ） 50（ ）㎝ 後の石は土 面の強 を つた のものか】

c3 褐灰色土 小礫・小石含む

c4 褐黒色土 小礫含む やや暗い青色粘土ブロック層状に含む

c5 やや暗い青褐色粘質土 小礫含む【地 質の 土】

c6 やや明るい灰褐色土

c7 明灰黄色粘質土 小礫少量含む

c8 明黄灰色粘質土

c9 灰 褐色土 小礫少し含む

c10 明 灰褐色土 黄 色粘土を層状に含む 小礫含む

c11 黄青褐色土 黄青色粘土ブロック含む

c12 褐 黒色土 小礫・ 石（径 10 ㎝ と 25 ㎝）・黄色 青色粘土ブロック（径 ５㎝）含む

c13 暗褐 黒色土 小礫・ 石（径５㎝ ）含む やや暗い青色粘土ブロックが層状 ブロック状（径 10 ㎝）に る

c14 灰褐黄色土 砂多く含む 小礫含む

d層 近世初期 南 第１ の造成土（土 構 に う造成土）
d1 灰青褐色土 小石含む【石 石掘方に れた の 土 第 の 土により か】

層 南 構 前の土層
1 やや暗い青色粘質土 やや暗い青色土ブロック含む【地 】

26.5

26.0

25.5

27.0

25.0

24.5

SP20 SP21

0 5ｍ(S=1/300)
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第 95 図 土 調査区 土層 SP22 23、土層断面図 SP24 25（S=1/40）

SP 5 層 面

SP 3 層

0 1ｍS 0

0 5ｍS 300

層 近 層
1 暗褐色土 小礫・小石含む のような小片多 る【 】

2 暗 褐色土 小礫・小石・ 石（径 10 ㎝ ）含む しまり い【明 40 いもり 埋立土】

3 灰褐色土 小礫・小石含む【明 40 いもり 埋立土】

Ⅳb層 近世初期 南 埋立土
Ⅳb1 灰 褐色粘質土 小礫・小石含む 褐色粘質土が層状に る

Ⅳb2 灰褐色粘質土 小礫・小石含む

Ⅳb3 褐灰 色粘質土 小礫・小石含む

Ⅳb4 やや暗い灰 褐色土 小礫含む

Ⅳb5 灰黄色粘質土 小礫含む

Ⅳb6 灰 褐色粘質土 小礫含む

Ⅳb7 灰褐 黄色土 小礫・小石・炭化物含む

Ⅳb8 暗褐 色粘質土

Ⅳb9 暗灰褐色粘質土 小礫・小石含む

Ⅳb10 黄褐色砂質土 小礫・小石・ 石（径 25 ㎝ ）含む

Ⅳb11 灰 色土 小礫含む

Ⅳb12 暗褐色土 小礫含む

Ⅳb13 灰黄褐色土 小礫・小石・粗砂含む

Ⅳb14 暗 褐色土 石・小礫・小石含む

Ⅳb15 明 黄灰色砂質土 小礫・小石・粗砂含む

Ⅳb16 褐灰色土 砂 あり Ⅳb15 に比 てしまりなし 小礫含む

Ⅳb17 濁灰褐色土 小礫含む

Ⅳb18 やや暗い灰褐色粘質土 小礫・小石含む

Ⅳb19 褐灰色土 砂 あり Ⅳb15 に比 てしまりなし

Ⅳb20 灰褐色粘質土 Ⅳb19 に似る 灰色粘土ブロック少量含む

Ⅳb21 暗灰褐 色粘質土 小礫・小石含む
Ⅳb14 ～ 21 層は 南 埋立 に にあった土 土か

1810

26.0

25.5

26.5

25.0

SP25SP24

d

d2d1 12 11

10

5

2

1

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ 5

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ 2

Ⅳb層 近世初期 南 埋立土
Ⅳb2 灰 褐色土 小礫・ 石（径 10 ～ 15 ㎝）・黄色粘土ブロック（径５㎝）含む

Ⅳb3 灰 褐色土 小礫・小石（径５㎝ ）含む 石（径 10 ㎝ ）・黄色砂質土ブロック部 的に含む

Ⅳb4 灰 褐色土 小礫・石（径 ㎝ ）含む 暗褐色土粒点 と る

Ⅳb5 灰 褐色土 砂少し る 石（径 10 ㎝ ）・ 平瓦片含む

Ⅳb6 明灰 褐色土 小礫・石（径 ㎝ ）含む

Ⅳb7 やや暗い灰褐色土 石（径 10 ㎝ ）・砂少し る 部で褐黄色粘土層状に る

Ⅳb8 褐灰色土 砂少し含む

Ⅳb9 褐色砂質土 小礫・小石含む 砂の堆積土

c層 近世初期 南 第 の造成土（土 に う造成土）
c1 明灰 色粘質土 シルト含む

c2 暗褐色粘質土 小礫含む

c3 褐灰 色土 小礫・小石含む

c4 褐色土

c5 褐 色土

c6 褐灰青色粘質土 シルト・やや暗い青色粘土ブロック（径 10 ㎝ ）含む ブロックは 部 ど多量で径も大 くなる 部に全体的に砂 る

部に暗褐色粘土層状に る

c7 やや暗い青色粘質土 シルト含む 暗褐色粘土ブロック（径 ㎝ ）部 的に る 砂やや多く含む

c8 暗灰褐色粘質土 シルト・小礫含む

c9 暗褐灰色粘質土 シルト・小礫含む

c10 黄褐色砂質土 シルト・小礫含む

c11 黄褐色土 小礫・小石含む

c12 黄褐 色土 砂・小礫含む

d層 近世初期 南 第１ の造成土（土 の構 に う造成土）
d1 明 色粘質土 シルト含む

d2 黄灰青色粘質土 シルト・小礫含む

d3 灰 褐色粘質土 粗砂・小礫含む
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第 98 図 土 調査区 土層 SP28 29、土層断面図 SP30 31（S=1/100）

0 1ｍ(S=1/40)

層 近 層
1 土（基 の 石）

Ⅳa層 近世初期 いもり 構 に う造成土
Ⅳa1 黄褐色砂質土 粘性強い
Ⅳa2 黄褐色砂質土と灰色砂質土の混 土 黄色粘土粒含む 粘性強い
Ⅳa3 灰色砂質土 含む 粘性強い
Ⅳa4 黄灰色砂質土 含む・黄色粘土粒を含む 粘性強い
Ⅳa5 黄褐色砂質土と灰色砂質土の混 土 黄色粘土粒含む 粘性強い
Ⅳa6 黄灰色砂質土 含む・黄色粘土粒を含む 粘性強い
Ⅳa7 灰色砂質土 黄色粘土をブロック状に含む
Ⅳa8 灰褐色砂質土 黄色粘土粒・ 含む

Ⅳb層 近世初期 南 埋立土
Ⅳb1 灰褐色砂質土 黄色粘土粒含む
Ⅳb2 Ⅳb4 層 礫多
Ⅳb3 礫混砂利の層
Ⅳb4 灰褐色砂質土 多く含む

Ⅳb5 暗灰色シルト 小砂利 粘質土ブロック（径0.5㎝）混

Ⅳb6 灰褐色砂質土 黄色粘土粒含む Ⅳb9 層より 多い
Ⅳb7 暗灰色砂質シルト
Ⅳb8 灰褐色砂質土 多く含む
Ⅳb9 灰褐色砂質土 黄色粘土粒・ 含む
Ⅳb10 黄灰色砂質土 含む・黄色粘土粒を含む 粘性強い

Ⅳb11 灰褐色砂質土 黄色粘土粒含む

Ⅳb12 暗灰色粘質シルト 径15㎝大の礫も混

Ⅳb13 暗灰色シルト 小礫多く含む
Ⅳb14 灰褐色砂質土 多く含む 黄灰色粘土含む
Ⅳb15 灰褐色砂質土 黄色粘土粒含む
Ⅳb16 灰色シルト 黄色粘土粒・ 多く含む
Ⅳb17 暗灰色粘質土

層 近世初期 南 基盤層（ 土）
1 黄褐色粘土小礫層と黒色粘土小礫層との混 土 多く含む
2 黄灰色砂質土
3 黄灰色粘土小礫層
4 黄色粘質土 黒色粘質土を少量含む 3層との に
5 灰色砂質土 小礫多く含む
6 黄褐色粘土小礫層と黒色粘土小礫層との混 土 多く含む
7 黒色粘質土 小礫含む

層 南 構 前の土層 地
1 3 層よりやや暗く、黒色粘土粒を含む
2 灰色砂質土 小礫含む
3 3 層よりやや暗く、黒色粘土粒を含む
4 灰色粘土小礫層と黒色粘土小礫層との混 土
5 3 層よりやや暗く、黒色粘土粒を含む

SP 層

0 5ｍ(S=1/300)

ルト 盤

（ ック・ クリート の層）

SP30 SP31

層 近 層
1 暗灰褐色シルト 小礫（径３～ ㎝）・粘質土がブロック状に混

 【明 40 いもり 埋立土】
2 暗褐色シルト 礫混 砂質【明 40 いもり 埋立土】

層 近世後期
1 暗黄褐色シルト 砂質 均質【 土的な層か】
2 暗褐色シルト しまりなし 小礫も混【 土か】

Ⅳa 層 近世初期 いもり 構 に う造成土
Ⅳa1 黄褐色シルト 褐灰色粘質土ブロック（径１～５㎝）・礫混

Ⅳa2 暗褐灰色シルト 礫も含む 黄褐色粘質土ブロック（径 0.5 ㎝）混

Ⅳa3 黄褐色シルト 小礫含む 少量の黄褐色粘質土ブロック（径 0.5 ㎝）混

Ⅳa4 黄褐色シルト 黄褐色粘質土ブロック（径 ５㎝） の層 礫も含む

Ⅰ1

Ⅱ1

Ⅳ 1

Ⅰ2

Ⅱ2 Ⅳ 2

Ⅳ
Ⅳ

SP30 3 層 面

26.0

26.5

27.0

25.5

25.0
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・ 後の土 西側では、石 前面に石 が されて り、土 の （ ）に う構造物と

ら る な 、石 前面には の斜面が 成されていたが、調査では よ 成粘土堆積層は

で 、土 西側が 側と同 に していたかは明らかではない （第 ）

・ 南 の よ いもり の は、 （1615～ 1624） と られる な 、

に で火 が じて り、 南 の よ いもり の が、この火 を とし

ている 性も られる 土 周 から 土（Ⅳb層 よ b層）した 瓦が、 期前後～

期に されたこととも しない （第３ ）

（ ） （第11・12・99～ 101図）

調査区は の南方の近 石 1810S3の南側に し、平成12 に調査が れた（2000 1

地点） 調査区の を 前期の 図（寛 （1668））（ 立 図 ）

に さ ると、いもり と の に し、 を す部 には石 が かれている 寛

期の の は、基 的に まで がれるが、 後期の 図では石 前面に土 状の

が見られる 近 は、明 40 （1907）にいもり が埋 立てられ、 石 の上

部が り された して、 の北方に たな石 1810Sが されたと られる の

物 図では、 と の が で ることから、 した石 1941Sは、近 の

り しを れた 部が、地 に埋まっていたものと られる

石 1941Sは、 西 30 に たって された 調査地点 は、石 部に する 方、

石 西 は、調査区外 て り、 で なかった また、石 は、 状に ているが、

部 近に近 くにつれ、やや南 り していた は、 1.5 （ 部 2.5 ）、 掘

面で見ると 25 （ 部 24 ）で、さらに の 方に いて り、 石の には っ

ていない した 石の は、 120 を る

（ ）遺構

S（第100 103・104 ・105 ・106 ・107 図、第５ ）

西 30 、 さ 1.5 （ 部 2.5 ） を し、南に面を ていた 石は さ

れて ら 、さらに に くと られる 石には 石の粗 石が されているが、面は

が少なく、 面 よ 面部 を すものが多い また、 石は 化されて ら 、 ・

面の調 等は されていない 石 の積 は 積 で、部 的に とし積 が る な 、ト

の土層断面の より、石 掘方の埋土の 性のある層（第106 図Ⅳ a1～ 15層）

を したが、平面的な がり等 細を明らかにで ていない には 石片や 石を て

り、大 さは よ のものが大 を るが、 径 20～ 30㎝のものも見られた

石片は色 （ ・青）に する が見られた 石 の は、 80 を る 石の つか

には、 が見られた の 状は、方 ・ 方 ないし 味のものが で、 外

的に ・ のものが る は、34 類・70 見られた（第５ ） 小 のものが

主体で、 どが 面に まれて り、 類 にまとまる が見られた これらの から、

石 ３期（ （1615～ 1624） ）の構 と られる

石 部の構造を するた 、石 に して れた のト （ト １～ ）の土層

断面を 査したところ、調査区西部では、石 面から 2.5 ～３ 後方地点で、地 が掘 さ

れた状 が で たが、 部では地 が され 、地 の りとして、 く た礫層が 成

されていることが された また、石 の には 石主体の 石が されたが、 石も

少量含まれていた 石は、 石に する では、径が大 の 石や 石片が されてい
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るが、 れ 外の では、 石が されていた 土層断面の から、 の 層に径の

比較的大 い 石、 層に比較的小さい 石、上層に の 石が されたと られ、 石 ～

３ （推定）の さまで石 を積 上 た で、 全体に 土し 地したと られる 土

遺物は、 地層などから17世 初 の が 土している

（第101・105 ・107図）

前 した、地 の りとして く た礫層が 成されている は、いもり が 成される

前に した、 南 を埋 立てた と られる 調査では、 南 の 面を 部 す

ることがで た（第105 図） した 面は、土 の北西に し、地 を掘 して 成されていた

の北岸に すると られ、対岸となる南岸は、土 調査区で されている

（３）小結

調査区では、 の 見を た

・ の 図に かれた、いもり と の の石 が、 掘調査により 西 30 に

たって された（1941S）

・石 1941Sは、粗 石積で、石 の積 （ 積 で部 的に とし積 も見られる）や石 石の

状 がやや で、 が小 であることなどの から、 石 ３期（

（1615 1624） ）の構 と られる いもり の造 期を す遺構である

・いもり が掘 される 前に した 南 の 面の 部を した の西岸に すると

られる
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第 104 図 調査区 土層断面図 ト １（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)

5

3

0

SP3 SP4

（SP3 ） 層 面

側 石

近 石
側

1810S3
（近 石 ）

26.5

26.0

27.0

層 近 層
17 黒褐色土 ロ ・ ック・ の など しいものが多く る 小礫混【 地 】 ト 北 2層

19 黄 褐色土 粗砂混じり 色粘土ブロック（径１㎝）が に る【近 石 側 掘方埋土】

20 にぶい黄色砂質土 黒褐色土・黄 色土ブロック少量 る 小礫混【近 地土】 ト 北 5層・ト ３北 10 層

21 黄褐色砂質土 粗砂・小礫混土 黄 色粘土（径 ～３㎝）・黒褐色土ブロック る【近 地土】

22 石（径 10 ～ 20 ㎝）主体で 石が る 石と石の に褐色土が る【1810S3 掘方埋土（明 40 ）】

23 黄褐色土 色粘土ブロック（径 0.5 ㎝）少し る【1810S3 掘方埋土（明 40 ）】 ト 北 6層

24 明黄褐色土 色土ブロックが点 と る 灰 色粘土部 的に混【1810S3 掘方埋土（明 40 ）】 ト 北 8層

25 明黄灰色粘質土 灰色粘土（径 ５㎝） る【1810S3 掘方埋土（明 40 ）】

26 にぶい黄褐色土 小礫・粗砂・ 石（径 ５㎝）混 黒褐色土 に る 黄褐色砂質土（径 ～ ㎝の礫混じり）部 的に る【近 地土】

27 やや暗い黄褐色土 小礫混【近 地土】

28 やや い黄褐色土 小礫混 灰色粘土（径 １㎝）ブロック少し る近 地土】
23～ 25 と 石の に掘方は されていない 23 ～ 25 を って 石を する方 で したと られる（同 ） 方 くに って灰 色粘土が混 し、地 質に近 いていく

20・21・26 ～ 28 は近 石 掘方の上面を 地し、かつ近 側 の基盤層となっている

層 南 構 前の土層
1 灰 色粘質土 色砂質土が上層に る【地 】

層 近 層
1 暗褐 色土 粗砂・小礫含む

2 黒褐色砂質土 石（径 10 ㎝）混

3 暗褐黄色土 小礫混

4 やや暗い灰 褐色土 小礫・ ルト・ 石（径 10 ～ 20 ㎝）含む

5 灰黄褐色土 黄 色粘土ブロック に る

6 褐灰色土 小礫混

7 やや明るい褐灰 色土 色土ブロック（径 1㎝）全体に含む

 灰 色粘土部 的に る

8 褐 色土 小礫・ ルト混 石（径 ５㎝）含む

9 暗 褐色土 小礫混

10 灰褐色土 小礫混

11 やや暗い褐灰色粘質土 小礫・粗砂含む

12 暗灰褐色土 小礫・粗砂・礫（径 ３㎝）含む

13 褐色土 小礫含む

14 暗褐色土 小礫含む

15 やや暗い褐色砂質土 ル片含む
1～ 15 層 の

16 褐灰色土 小礫含む【近 地土】

18 褐色土 小石～径 20 ㎝の石を側 石 の として れる

【近 石 側 掘方埋土】

29 褐黄色土 小礫含む【近 地土】

30 暗 褐色土 小礫・粗砂含む【近 地土】

Ⅳa層 近世初期 いもり 構 に う造成土（石 1941S ）
Ⅳa1 黄灰 色土 粗砂含む 色土・黄色土・灰 色粘土ブロック（径１～５㎝）

  全体的に る【 地土】

Ⅳa2 暗黄褐色粘質土 黄色粘土ブロック（径１～ ㎝） 全体的に る

  石（ ５㎝） る
Ⅳa3 石主体（径 10 ～ 20 ㎝） 石と石の に褐色土 る【 石層】

Ⅳa4 明黄褐色土 小礫混 灰 色粘土ブロック（径 １㎝）部 的に含む

【 南 埋立土の 性もあり】

層 南 構 前の土層
1 灰 色粘質土 色砂質土が上層に る【地 】
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Ⅳ
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第 105 図 調査区 土層断面図 ト ・SP17 18（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)

0 5ｍ(S=1/300)
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Ⅳ 11

Ⅳ 10Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

ⅣⅣ 5

Ⅳ Ⅳ 3

Ⅳ
Ⅳ

Ⅳb層 近世初期 南 埋立土
Ⅳb1 灰黄褐色砂質土 礫（径３～５㎝）多く含む

Ⅳb2 暗 褐色砂礫

Ⅳb3 暗 褐色砂礫 Ⅳb2 より礫の比 がやや い

Ⅳb4 黄灰褐色砂質土 黄褐色シルト 地 ブロック混

Ⅳb5 黄灰褐色砂質土

Ⅳb6 暗 褐色砂礫 Ⅳb2 と同じ

Ⅳb7 暗 褐色砂礫 黄灰 色シルト 地 ブロック混

Ⅳb8 黄灰 色シルト（地 ）ブロック層

Ⅳb9 黄灰 色シルトブロック層 暗 褐色砂礫混

Ⅳb10 暗 褐色砂礫 礫（径５㎝ 上）含む

Ⅳb11 Ⅳb9 と同じ

Ⅳb12 暗 褐色砂礫 黄灰 色シルト 地 ブロック混

Ⅳb13 Ⅳb9 と同じ

Ⅳb14 灰褐色砂質土
Ⅳb7 ～Ⅳb14 は砂礫層と地 ブロック層の 層で、地 ブロック層は粘性がやや強い

層 南 構 前の土層
1 黄褐色砂質土【地 】

2 黄灰 色シルト【地 】

26.5

26.0

25.7

SP17 SP18

SP 層 面

0 5ｍ(S=1/300)

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ 5
Ⅳ Ⅳ 3

ⅣⅣ

5

3

SP5 SP6
（SP5 ） 層 面

土

1941S

26.0

25.5

26.5

25.0

層 近 層
1 やや暗い褐黄色土 ルト・小礫・小石含む【 】

2 暗褐色砂質土【 】

3 やや暗い黄灰褐色土 小礫・小石混

4 黄 褐色土 小礫・小石混 黄色土ブロック（径 １㎝）全体に含む

 灰 色粘土ブロック（径 ～ ㎝） に含む【近 地層】

5 褐色土 くしまる 小礫含む 色土ブロック（径 0.5 ㎝）全体に含む

 【石 を 体して 4で 地する前に られてで た層】

6 黄褐色土 くしまる 小礫含む 色土ブロック（径 １㎝）全体に含む

 【石 を 体して 4で 地する前に られてで た層】

7 褐灰色土 小礫・ 石（径 10 ㎝ ）含む【石 体 に した近世の層か】

8 褐 色土 小礫・ 石（径 10 ㎝ ）含む【石 体 に した近世の層か】

Ⅳa層 近世初期 いもり 構 に う造成土（石 1941S ）
Ⅳa1 褐灰色土 小礫混【 地土】

Ⅳa2 黄灰褐色砂質土 礫・粗砂含む 黄色土ブロック（径１～５㎝）全体に る

Ⅳa3 灰褐色土 礫・粗砂混 黄色粘土ブロック（径 ～ ㎝）全体に多く る

Ⅳa4 黄灰 色砂質土 礫・粗砂多く含む 黄色粘土ブロック（径 １㎝）含む

Ⅳa5 黄 褐色粘質土 小礫・ 黄色粘土ブロック（径 ㎝）含む

Ⅳa6 灰褐色砂質土 粗砂・礫混 黄色粘土ブロック（径 １㎝）全体的に多く含む

Ⅳa7 石層 径 10 ㎝の 石主体 この 石が小さ 【 の 性あり】

Ⅳa8 石層 径 10 ～ 30 ㎝の 石が主体 焼、 前 が 土
地 の ット面にはト 南で見られるように地 面に粘土を り てはいない また、 地土は 平堆積

している これはト 南・３では斜 堆積となっている 地 の ットはいもり 構 のた 南 埋土

は で、もっと前面にあると られる この ット面は 南 埋土す てを含む ットであるた 、 南

埋土を含 て地 を ットしている 性もある

層 南 構 前の土層
1 明黄灰色粘質土【地 】
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第 106 図 調査区 土層断面図 ト （S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)

層 近 層
1 黒褐色土 礫混 ルト る

Ⅳa層 近世初期 いもり 構 に う造成土（石 1941S ）
Ⅳa1 暗黄褐色土 礫含む 色ブロック（径 0.5 ㎝）点 と る

Ⅳa2 と基 的に同土

Ⅳa2 黄褐色土 礫混 黄 色粘土ブロック（径５㎝ ）全体にま らに る

Ⅳa1 と基 的に同土

Ⅳa3 明黄 褐色土 黄 色粘土・灰 色粘土が全体に に多く る

Ⅳa4 と基 的に同土

Ⅳa4 黄 褐色土 黄 色粘土・灰 色粘土（径５㎝ ）が全体に る

Ⅳa3 と基 的に同土

Ⅳa5 やや明るい黄 褐色土 黄 色粘土ブロック（径 ～３㎝）・灰 色粘土

（径１㎝ ）少し含む

Ⅳa6 灰褐色砂質土 粗砂・ 色粘土ブロック（径 ～３㎝）含む

Ⅳa7 暗褐黄色粘質土

Ⅳa8 褐灰色土 小礫・ 石（径 ５㎝）全体に含む しまりなし

Ⅳa9 灰 色粘質土

Ⅳa10 石層 石（径10～ 20㎝）主体 土の部 は小礫混じりの褐 色土

Ⅳa11 灰色砂質土 粗砂含む 灰 色粘土ブロック（径 ㎝）全体に含む

Ⅳa12 灰褐色粘質土

Ⅳa13 黄灰色粘質土

Ⅳa14 やや暗い灰褐色粘質土

Ⅳa15 石層 石（径 10 ～ 20 ㎝）主体
 Ⅳa10 との 石の 目には径 10 ㎝の石が ぶ部 あり

Ⅳa16 黄褐色土 小礫・ 石片混

Ⅳa17 明 灰色粘質土 粗砂含む 色粘土と灰 色粘土で構成

Ⅳa18 灰褐色土 小礫・小石含む 色粘土・灰 色粘土ブロック（径10㎝

 ） 全体に る

Ⅳa19 灰褐色土 粗砂・小石含む

Ⅳa20 灰褐色土 小礫・小石含む 灰 色粘土ブロック（径 ５㎝）全体に含む
Ⅳa1 ～ 15 層 掘方埋土の 性あり

層 南 構 前の土層
2 灰 色粘質土 上層 15 ㎝は 色粘質土【地 】
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（SP ） 層 面
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0

5

3

層 近 層
2 黒褐色土 小礫混【 地 】 ト １（北） 17 層

3 やや い黒褐色土 小礫混 石（径 ５㎝） る【近 側 掘方埋土（明 40 ）】

4 やや明るい黄褐色土 しまりなし 黒褐色土混 石（径 ～ 10 ㎝） る【近 側 掘方埋土】

5 にぶい黄色土 小礫・粗砂混 石（径 15 ㎝ ）【近 石 地層】 ト １北 20 層・ト ３北 10 層

6 黄褐色粘質土 色土小ブロック点 と る【近 石 掘方埋土】 ト １北 23 層

7 石 石（径 10 ～ 30 ㎝）主体 １石の 青 石が る 石と石の に褐色土 る【近 石 掘方埋土】

8 明黄褐色土 黒褐色土ブロック（径 ５㎝）点 と る 灰 色粘土（径 ５㎝）部 的に る 色土ブロック（径 １㎝）含む【近 石 掘方埋土】

 ト １北 24 層

9 褐色粘土 石（径 20 ～ 30 ㎝）の にある【近 石 掘方埋土】

10 褐黄色粘土 石（径 30 ㎝） る【近 石 掘方埋土】
6・8はト １と同じ 方 で、 6・8を 土し 石を している（同 ）

層 南 構 前の土層
1 灰 色粘質土 色粘土が上層に る【地 】

（SP ） 層 面

1810S3
近 石

近 石
側26.0

25.7

26.5

SP8SP7

0 5ｍS 300



― 133―

第 107 図 調査区 土層断面図 ト ３（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)

3 （SP ） 層 面

1941S

近 石
側

Ⅳ 5

Ⅳ
Ⅳ 3

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ 5

ⅣⅣ 3

Ⅳ

Ⅳ 5
4

3 1

層 近 層
1 暗褐色土 小礫・ 石（径 10 ㎝）・ 石片・土 片 る

 黄 色土（径１～５㎝）・黒色土ブロック全体に る【 か】

2 やや暗い褐色土 小礫・ 色土ブロック（径 １㎝）が全体に る 小石混

 【 か】

3 黄灰色粘質土 シルト・小礫 る【 か】

4 褐黄色粘質土 小礫・ っ る【 か】

5 褐色土 石・ 石（径 10 ～ 20 ㎝） る【近 石 側構掘方埋土】

6 黄 褐色土 小礫・小石混 黄色土ブロック（径 １㎝）全体に含む

 灰 色粘土ブロック（径 ～ ㎝） 含む【近 地土】

 ト １南 29 層に対応か

7 灰褐色土 小礫 る 黄色粘土・灰 色粘土ブロック（径 ～３㎝）

 全体に含む【近 地土】

Ⅳa層 近世初期 いもり 構 に う造成土（石 1941S ）
Ⅳa1 黄褐色土 小礫・粗砂混 黄 色粘土ブロック（径0.5～５㎝）・小石含む

Ⅳa2 褐黄色粘質土 石（径 10 ㎝）混

Ⅳa3 褐黄 色土 小礫・粗砂含む

黄色土・ 色土ブロック（径 0.5 ～ ㎝）全体に含む

Ⅳa4 明灰 褐色土 小礫・灰 色粘土（ 30 ㎝）・ 色粘土（ 10 ㎝）・

黄 色粘土（ 10 ㎝）が 状に斜 に る ト ３北の砂層と類似

Ⅳa5 褐色粘質土 粗砂含む

Ⅳa6 やや暗い褐 色粘質土 粗砂含む

Ⅳa7 灰褐色土 小礫・粗砂含む 黄色土（径１㎝ ）が全体に点 と る

Ⅳa8 石層 石（径 10 ～ 30 ㎝）主体

石と石の に多少褐色土が るが基 的には

Ⅳa9 暗黄 褐色土 小礫・粗砂・ 黄色土ブロック（径 １㎝）含む

Ⅳb層 近世初期 南 埋立土
Ⅳb1 暗 褐色砂礫 小礫（径１㎝ ）多く含む 暗黄褐色砂質土混

Ⅳb2 灰黄褐色シルト やや粘性あり

Ⅳb3 暗 褐色砂礫 礫（径 ５㎝）多 Ⅳb1 より礫主体

Ⅳb4 褐灰色粘質土 やや砂質 味

Ⅳb5 Ⅳb3 と同じ

26.5

26.0

25 5

25.0

SP12 SP13 SP14

3 （SP 5 ） 層 面

1810S3
近 石 ）

近 石
側

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ
Ⅳ Ⅳ 5

Ⅳ

Ⅳ 3
Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ 0

Ⅳ
Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ
0

層 近 層
8 黄褐色土 小礫・粗砂・ 石（径 10 ㎝ ） る【近 側構掘方埋土】

9 褐色土 小礫・粗砂・ 石片（径 10 ㎝ ） る【近 側構掘方埋土】

10 にぶい黄色土 小礫・粗砂混 石（径 15 ㎝ ） る

【近 石 掘方埋土】 ト １北 20 層・ト 北 5層

11 褐黄色土 小礫・粗砂混 石（径 20 ～ 25 ㎝） る【近 石 掘方埋土】

Ⅳb層 近世初期 南 埋立土
Ⅳb6 礫層 南側は径５～ 10 ㎝の礫、北側は径５㎝ の礫主体 黄褐色シルト

ブロック・暗黄褐色砂質土混

Ⅳb7 黄褐色シルト 小礫（径 １㎝）混

Ⅳb8 褐色・黄灰 色シルト 小礫（径 １㎝）混

Ⅳb9 暗 褐色砂礫 黄 褐色砂質土混

Ⅳb10 褐灰色シルト 褐色シルト混

Ⅳb11 Ⅳb9 と同じ

Ⅳb12 暗 褐色砂礫

Ⅳb13 褐灰色砂質土

Ⅳb14 Ⅳb12 と同じ

Ⅳb15 暗 褐色砂礫 Ⅳb12・Ⅳb14 に比 含まれる礫大 い（径 ５㎝）

Ⅳb16 Ⅳb9・Ⅳb11 と同じ

Ⅳb17 Ⅳb12・Ⅳb14 と同じ

Ⅳb18 褐灰色シルト 褐色シルト・小礫混

Ⅳb19 褐灰色砂質土 小礫（径 1㎝）混 細かい
Ⅳb8 ～ 19 暗 褐色系の砂礫層と地 の褐灰色系シルト・砂質土と 層状を する シ

ルトは SP17 18 クシ のブロック層に対し砂質 味で 土的 ブロック的ではなく、粘性も

やや弱いように れる

26.5

26.0

25.5

25.3

SP15 SP16

0 5ｍS 300



― 134―

第 いもり 南部の調査

． の （第108 110図）

いもり 南岸の の よ いもり に う に い、平成18 ～ 20

にか て （2006 1・2地点、2007地点、2008地点）で調査を した これらを南岸調査区

と することとしたが、調査 が に たっているた 、 の地点 とに する

な 、大 層は とし、 のように 類した

層 近 層で、明 40 （1907）の の埋立 の土層に対応する

層 近世後期（宝暦大火 宝暦 （1759 ） 後）の土層に対応する

Ⅲ層 近世前期（寛永大火 寛永 （1631））～宝暦大火 前）の土層に対応する

Ⅳ層 近世初期（寛永大火 前）の土層に対応する

層 近世 前の土層で、 の遺物 含層などに対応する

． の結

00

（ ） （第109～ 111図）

調査地点は、南岸調査区の西 に し、 にあたる 調査では、大

層 ～ 層を した 宝暦大火後の 層 土遺物には、 や の見られるものが され

た 層は の遺物 含層である また、明 40 に埋 立てられたいもり の南岸を した

調査地点南西部は大 く を ていたが、 の南側で や の造成に ると られる

前期の 地層も された

（ ）遺構

（ ）（第112図）

調査区 近で、 西方 の 石による３ の石積 と、 の前面（南側）に する 状

の クリート構造物で構成された近 の側 を した 同 の側 が2006 2・2006 1地点でも

されている

（第111 114図）

明 40 の 埋立層 で、 南岸の 面を した は 30～ 40 を る 南岸の

面については、 明 40 のいもり 埋立 前の面、 の面の基盤となる堆積層、 造 初

の基盤層を した のう 1a～ c層は 等近 の遺物を含むた 、 前の面として

3a・b層面が推定されるが明 ではない また、 による面は、 している 性もあるが、

よ 造 初の 面を していると られる

（第112・113 ・115・116 図）

いもり 南側の調査地点南西部で、均質な砂層 よ 粘質土の層を した 図との対比から、

の 地層と られる また、SP1 2 よ SP3 4の土層断面（第111・112図）の から、

岸の南側に の 部で 25.0～ 25.1 を る まりを した 図との対比から、 に

する土 の 部と られる な 、土 は の砂による 地 明 40 のいもり 埋立

ての 前まで したが、構 期の上 については明らかにで なかったた 、土 土の構成土

を ’層として大 した

SX0 （第112・113図）

SP1 2 よ SP3 4、SP8 9の土層断面の により した遺構で、Ⅳ層を基盤とし、Ⅲ層で埋

立てられていた 部 的な のた 、平面 など 細は 明である 1580～ 1610 の 前
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第 111 図 南岸調査区 2007 地点 平面図（S=1/80）

0 2ｍ(S=1/80)
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（P0 P0 ）（第111・115 ・116図）

P01～ 05はⅣ層を基盤とし、Ⅲ層で埋 立てられた ットである P01は平面 、 径55㎝、

径 51㎝、 さ ㎝を る P02～ 05は部 的な に まる P02は平面 ないし と

推定され、 径77㎝、 径 38㎝ 上、 さ 21㎝を る P03は平面 と推定され、径66㎝、

さ 24㎝を る P04は平面 ないし と推定され、 径54㎝ 上、 径 43㎝ 上、

さ 10㎝ 上を る P05は平面 ないし と推定され、 径55㎝、 径 23㎝ 上、 さ

12㎝を る

P06・P07はⅢ層上面で したが、 層で埋 立てられている状 から、 の掘り 面が
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第 114 図 南岸調査区 2007 地点 土層断面図 SP2 5・SP6 7（S=1/40）

②SP6-7 土層断面

①SP2-5 土層断面

0 1ｍ(S=1/40)

0 5ｍ(S=1/300)①

②

27

26

23

22

20

19

18

17

25.0

24 5

25 5

SP6 SP7

1514
13

11
11

10

3

1

砂利面

25.5

25 0

24 5

SP2 SP5

層 近 層 明 40 の土層（ 埋立土・造成土）
1 石層
3 砂層
10 7.5Y3/1 暗灰褐色粘質土
11 7.5Y2/1 黒褐色砂質土 炭片多量に混じる 近 含む
13 7.5Y2/1 黒褐色砂質土 灰 色層（ 灰か）が る 炭片 て多く混じる
14 7.5Y2/1 黒褐色粘質土
15 暗黄灰褐～暗青褐灰色粘質土 色調 ク状（7.5GY5/1（青緑部 ） 7.5Y4/1（灰色部 ） 2.5Y4/1（黄灰部 ））
17 暗黄灰褐色粘質土 暗灰色（10Y3/1）部 と黄灰色（7.5Y5/2）部 が混じる 等含む
18 黄灰褐色粘質土 黄灰色粘土（5Y7/6）ブロックが目立つが暗灰色（10YR3/1）・褐灰色（7.5Y6/1）粘質土・砂質土の しい混土層
19 黄灰色粘質土 18層と同じく黄灰粘質土（7.5Y7/2）の 、灰褐色粘質・砂質土（7.5Y6/1）等の混土層 18層よりやや褐色味うすれる
20 5Y3/1 暗褐色粘質土 比較的均質
22 2.5GY3/1 灰褐色粘質土 比較的均質 ややシルト質
23 7.5GY6/1 灰黄色粘質土 粘性 い
26 暗黄灰褐色粘質土 礫混土 25層に類似するが径１㎝ の礫・炭片等多く混じり しい混土層となっている
27 暗青灰褐色粘質土 青灰色土（7.5GY5/1）と暗灰褐色土（7.5Y4/1）の混土層であるが 24～ 26層にくら ると均質
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第 115 図 南岸調査区 2007 地点 土層断面図 SP10 11・SP11 12・SP13 14・SP14 15（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)
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Ⅲ10

層 近 地層
1 暗黄灰褐～暗青褐灰色粘質土 7.5GY5/1（青緑部 ） 7.5Y4/1（灰色部 ） 2.5Y4/1（黄灰部 ）
 色調 ク状

Ⅲ層 近世前期造成土・遺構埋土
Ⅲ1 2.5Y4/3 灰黄褐色砂 均質【 地層】
Ⅲ2 10YR5/1～5/2 黄褐灰色砂質土 粘質 混じる 比較的均質【 地層】
Ⅲ3 10YR4/1～3/1 暗褐灰色粘質土 焼土塊・炭片・褐色粘質土塊・小礫多く混じる（ ク状）

【 地層】
Ⅲ4 10YR4/2～4/3 褐灰色砂利層 径１㎝ の礫主体 が ㎝大の礫も多く混じる【 地層】
Ⅲ5 10YR4/2～4/3 暗黄褐灰色砂質土 粘質部 含む 径 ～10㎝大礫多く混じる 焼土塊・炭片少ない

【 地層】
Ⅲ6 10YR5/2～4/2 灰黄褐色粘質土 比較的均質【 地層】
Ⅲ7 Ⅲ6層と同じ 、色調 し礫はあまり混じらない【 地層】
Ⅲ8 褐色（10YR4/2～4/3）～褐灰色（10YR5/1～5/2）砂質土 やや粘性あり て均質 混 物少ない

【 地層】
Ⅲ9 10YR4/2～3/2 暗灰黄褐色粘質土 粘性やや強くⅢ8層に比 やや暗い【P04埋土】
Ⅲ10 褐灰（10YR4/1）・黒褐（2.5Y2/1）・黄褐色（10YR5/4～5/6）粘質土（混土） ク状の混土

 【P04埋土】

Ⅳ層 近世初期 地層
Ⅳ1 青灰黄色砂質土 化 含 色～ 色味 る（7.5YR4/4～10YR4/4） て い

 10YR5/2（灰～黄） 2.5Y5/2（灰～黄） 7.5Y5/2（オリーブ ）【遺構面（P01～05）】

24 5

24 3

24.5

24.0

SP10 SP11 SP11

SP14 SP14 SP15SP13

SP12

①SP10-11 土層断面

③SP13-14 土層断面

②SP11-12 土層断面

④SP14-15 土層断面

0 5ｍ(S=1/300)

①
②

③

④

平を ていると られる また、 は して り、P06が P07に り まれている P06は

平面 と られ、 径53㎝ 上、 径53㎝、 さ 15㎝を る P07は平面 で、 径67㎝、

径 54㎝、 さ 12㎝を る

00

（ ） （第109・110・117 図）

調査地点は、 となっている部 に する 調査では、大 層の ・ ’・Ⅲ・Ⅳ層を

した ’層は の砂 地層の造成 明 40 （1907）のいもり 埋立 前までの土層で、

の土 を造成する 土である Ⅲ層については、 の 地土を構成するⅢa層、

造成 前の地盤を 成するⅢb層に細 される Ⅳ層はいもり 構 初の 面の基盤層である

（ ）遺構

（ ）（第117 ・118 ・119図）

北西 南 方 に る 石による 4.25 の の石積 と、 の前面（南側）に する

状の クリート構造物で構成された近 側 を した 石積 を構成する石 の は

く、青 石が多い 2007・2006 1地点でも同 の側 が されて り、 のものと られる
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第 116 図 南岸調査区 2007 地点 土層断面図 P01 ～ P03・P05 ～ P07（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)

層 近 遺構埋土
1 10YR・2.5Y・5Y2/1 黒褐色粘質土 炭片 径 ～10㎝大礫 に混じる
【P07埋土】

Ⅲ層 近世前期造成土
Ⅲ1 小砂利層
Ⅲ2 灰黄褐色砂（質土）【 地層】 SP1 2断面Ⅲ1層に対応か
Ⅲ3 褐灰色砂質土【 地層】 SP1 2断面Ⅲ2層に対応か

1Ⅲ1
Ⅲ2

Ⅲ3

SP26 SP27

24.7

P07 土層断面

24.7
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層 近 遺構埋土
1 10YR4/1～4/3 灰褐色砂質土 炭片 径 ～５㎝大礫多く混じる
【P06埋土】

Ⅲ層 近世前期造成土
Ⅲ1 灰黄褐色砂（質土）【 地層】 SP1 2断面Ⅲ1層
Ⅲ2 褐灰色砂質土【 地層】 SP1 2断面Ⅲ2・Ⅲ5層に対応
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Ⅲ層 近世前期造成土・遺構埋土
Ⅲ1 褐～褐灰色砂質土 SP1 2Ⅲ14層に対応【 地層】
Ⅲ2 10YR4/2～4/3 灰黄褐色粘質土 やや砂質 混じる 炭片 混じる

【P05埋土】

Ⅳ層 近世初期 地層
Ⅳ1 青灰黄色砂質土【遺構面（P01～05）】 SP1 2・SP3 4・SP8 9断面Ⅳ1層

SP22 SP23

24.4
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④P05 土層断面③P03 土層断面

Ⅲ1
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24 2

Ⅲ層 近世前期遺構埋土
Ⅲ1 10YR4/1～7.5YR4/2 灰褐色粘質土 焼土塊・炭片 混じる 比較的均質

Ⅳ層 近世初期 地層
Ⅳ1 青灰黄色砂質土【遺構面（P01～05）】 SP1 2・SP3 4・SP8 9断面Ⅳ1層

SP20 SP21

②P02 土層断面

Ⅲ層 近世前期造成土・遺構埋土
Ⅲ1 褐～褐灰色砂質土【 地層】 SP1 2断面Ⅲ14層
Ⅲ2 暗灰色粘質土【SX01埋土】 SP1 2断面Ⅲ15層
Ⅲ3 2.5YR3/1～2/1 黒褐色粘質土 灰黄褐色砂質土（10YR5/4～5/6） 状

に混じる【P02埋土】
Ⅲ4 2.5YR3/1～2/1 黒褐色粘質土 比較的均質【P02埋土】

Ⅳ層 近世初期 地層
Ⅳ1 青灰黄色砂質土【遺構面（P01～05）】 SP1 2・SP3 4・SP8 9断面Ⅳ1層

Ⅲ1

Ⅳ1

Ⅲ2 Ⅲ3

Ⅲ4Ⅲ4

SP18 SP19

24.4

①P01 土層断面
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Ⅲ1 5Y3/1～7.5Y3/1 暗青褐色粘質土 粘性強い 炭片 混じる

Ⅳ層 近世初期 地層
Ⅳ1 青灰黄色砂質土【遺構面（P01～05）】
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第 117 図 南岸調査区 2006 2 地点 平面図（S=1/80）、土層断面図 P02・P03（S=1/40）
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第 119 図 南岸調査区 2006 2 地点 土層 SP1 2・SP3 5・SP5 6

層 近 層
1 ブロック の
2 灰色細砂 の
3 褐色砂利層 の
4 砂層 側 造成 土層
5 暗灰褐色粗砂 径１c 前後の 石混 【 側 埋 の 地層】
6 灰褐色砂質土 径１c 前後の 石混 【 側 埋 の 地層】
7 灰黄褐色土【 側 埋 の 地層】
8 濁灰色砂質土 径１～10c 大の小石混 【 側 埋 の 地層】
9 暗灰褐色石粗砂 径１c 前後の 石混 【 側 埋 の 地層】
10 石層【 埋 掘方埋土】
11 砂層【 埋 掘方埋土】
12 石層【 ルトの 】
13 濁暗灰色粗砂 石混 【 ーブル埋 覆土】
14 細 石層【 ーブル埋 覆土】
15 砂層【 ーブル埋 覆土】
16 石層【 土 覆土】
17 砂層【 土 覆土】
18 濁灰褐色石粗砂 径１～ c の小石混
19 暗灰色石砂質土 径１c の小石混
20 灰黄褐色石細砂
21 灰色砂質土 径１c の小石混 、 くしまる
22 濁灰褐色石粘質土
23 濁褐灰色粘質土【 覆土】
24 褐灰黄褐色細砂
25 砂層
26 濁暗灰色砂質土 褐色粘質土ブロック混
27 濁暗灰色砂質土 ール混 【側 堆積土】
28 濁灰色粘砂質土 小石混 【側 堆積土】
29 濁灰色細砂【側 堆積土】
30 濁灰色粘質土【近 石積側 の 層】
31 灰褐色砂質土
32 暗灰褐色砂質土
33 濁灰色粘砂質土
34 濁灰色粘質土
35 暗灰色砂質土
36 濁褐灰色粘砂質土
37 灰褐色粘砂質土
38 明灰褐色粘土 径10c の小石・ 石片混
38 濁灰色粘土 炭粒混
40 濁明灰褐色粘質土 褐色粘質土ブロック・ 褐色粘質土ブロック混
41 濁暗褐色粘質土 くしまる 炭粒・焼土粒混
42 濁黒灰色粘質土
43 濁灰褐色粘質土
44 濁暗灰色粘質土
45 濁灰色粘砂質土
46 濁灰褐色粘質土
47 灰色粘土
48 濁灰色粘質土
49 濁青灰色粘質土 くしまる 径５c 前後の小石混 【明 40 埋立土】
50 灰色粘土【明 40 埋立土】
51 灰色粘砂質土【明 40 埋立土】

層 近世造成土（ 造成～明 40 埋立て） 土 土
1 濁褐灰色粘砂質土
2 濁灰褐色粘質土 炭粒混
3 濁暗灰色粘砂質土
4 濁褐灰色粘質土 褐色粘質土ブロック混
5 濁暗灰色粘質土
6 濁褐灰色粘質土 黒灰色粘質土粒・ 褐色粘質土ブロック混
7 濁灰褐色粘質土

8 濁灰色粘土 褐色粘質土ブロック混
9 濁灰色粘土 粘土系
10 濁灰色粘質土 径20～30c 大の石混 5層と近似
11 濁暗灰色粘土 粘土系
12 濁灰色粘質土 粘土系
13 暗褐色粘土 腐植物混 粘土系
14 灰色粘砂質土
15 暗灰色粘土 腐植物混
16 濁青灰色粘質土 径５～20c の石混
17 濁灰色粘質土 径５c の小石混
18 灰色粘土 径１～10c の小石混
19 灰色粘質土
20 褐色粘砂質土
21 灰色粘土
22 灰色粘砂質土
23 濁黒灰色粘質土 青灰色粘質土ブロック混
24 濁青灰色粘土

Ⅲa層 近世前期造成土 地土
Ⅲa1 灰黄褐色砂【 砂 地層】
Ⅲa2 濁黄褐色細砂【 砂 地層】
Ⅲa3 濁暗褐色粘砂質土【 ット埋土】

Ⅲb層 近世前期造成土 造成 前の地盤
Ⅲb1 濁灰褐色粘質土
Ⅲb2 濁灰色粘質土【木の ク か】
Ⅲb3 暗褐灰色粘砂質土【木の ク か】
Ⅲb4 濁灰色砂質土【木の ク か】
Ⅲb5 濁暗灰色粘土
Ⅲb6 濁黒灰色粘土
Ⅲb7 青灰色粘質土 径10～15c の石混
Ⅲb8 濁黒灰色粘土
Ⅲb9 暗褐色粘砂質土
Ⅲb10 濁青灰色粘質土
Ⅲb11 灰色粘質土 径１c 前後の小石混
Ⅲb12 濁青灰色粘砂質土
Ⅲb13 やや暗い青灰色粘土
Ⅲb14 濁灰色粘質土
Ⅲb15 濁暗灰色粘質土
Ⅲb16 暗灰色粘砂質土
Ⅲb17 暗灰色粘質土
Ⅲb18 青灰色細砂
Ⅲb19 濁褐灰色粘質土
Ⅲb20 濁青灰色粘質土
Ⅲb21 黒灰色粘土【P01埋土】
Ⅲb22 濁暗褐色粘砂質土【 ット】
Ⅲb23 濁褐灰色砂質土

Ⅳ層 近世初期 地層 いもり 面を 成
Ⅳ1 暗青灰色細砂
Ⅳ2 青灰色細砂 に くしまる
Ⅳ3 黒灰色細砂
Ⅳ4 灰黄色細砂 くしまる 上面に黒層あり【ある 期の 盤か】
Ⅳ5 濁 褐色細砂 くしまる
Ⅳ6 灰色細砂 くしまる
Ⅳ7 濁灰色細砂 くしまる
Ⅳ8 濁黄褐色粘質土
Ⅳ9 濁暗褐色粘砂質土
Ⅳ10 褐灰色粘質土 径５～20c の石多く混
Ⅳ11 青灰色細砂 くしまる
Ⅳ12 灰 褐色粘質土

（第 117 ・118 ・119図）

壁面の土層 から、明 40 （1907）の埋立 前の 面と、構 初の 面の 性のあ

る 斜面を した

（第118・119図）

壁面の土層 から、土 の 土 で さ ～14㎝の均質な砂層を した 図との対比か

ら、 の 部と られ、 砂層は 地層と られる 同 の砂層は、近 する 埋

ー平成16 調査区（ 区）でも されている また、いもり の 面 の南側で、上部から

を ているが、 の 部が 25.8 、 3.5 を る まりを した 図との対比から、

に する土 と られる

（P0 P03）（第117・118 ・119図）

い れもⅢ層を基盤とし、 b層で埋 立てられた ットで、調査地点南 部で した P01は

調査地点外に して り、 部の に まる 平面 は ないし と推定され、 径



― 147―

54㎝、 径 36㎝ 上を る P02は平面 で、 径71㎝、 径 62㎝、 さ 24㎝を る P03

は平面 で、径66㎝、 さ 22㎝を る

00

（ ） （第109・110・120 図）

調査地点は、 となっている部 にあたる 調査では、大 層 ～Ⅳ層を した 明

40 （1907）の 埋立 前 よ 近世前期のいもり 南岸の 面を し、 北岸の調査と て、

の推定が となった また、土層断面の 査から、近世後期の を した

（ ）遺構

（ ）（第120・121 図）

調査区 で北西 南 方 に る 石による石積 を 4.9 した 石積 は

大で で、 には土 よ 石が されていた また、石 の は く、青 石が多い

石積 の前面には 状の クリートの構造物が なって されて り、近 の側 と

られる 調査地点壁面の土層 から、もとは石積 の１ 目 近が 面であったが、の

に 12層の までかさ上 されたと られる 同 の構造をもつ側 が2007・2006 2地点で

も されて り、 のものと られるが、 れらには 面のかさ上 は見られなかった

（第120・121 図）

近世後期の造成土を で、上 面の 面を した 上面は、明 40 （1907）の 埋立て

により埋 した面、 面は近世前期の面と られる

（ ）（第120 ・121図）

壁面の土層 から、 状の掘方と の上面を覆った 地土と見られる層を した 断面 を見

ると、上部で 1.2 上（南西 は ）、 さ40㎝ を掘 した後、さらに 0.8 上

（南西 は ）、 さ１ 上（ は ）の い掘方が掘られていた 図との対比から、

石 を とする の掘方と られるが、石 体 よ 石等の 部 については

されていない

S 0 （第120 ・121 図）

平面 と られる土 状の遺構の 部を した 径120㎝ 上 176㎝、 さ 57㎝ 上を

る 土層断面の 査から、近世後期の 土（ 層）を り で掘 されているが、 に埋 立

てられた後、 石 の SD01が されたと られる
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第 120 図 南岸調査区 2006 1 地点 平面図（S=1/80）、土層断面図 SP1 2（S=1/40）
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第121図 南岸調査区 2006 1地点 土層断面図 SP3 4・SP4 5（S=1/40）、土層 SP1 2・SP3 4・SP4 5
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層 近 層
1 ブロック【 の 】
2 灰色細砂【 の 】
3 褐色砂利層【 の 】
4 クリート 石層【 石の基 】
5 灰褐色粘質土【 物基 、 体後埋土】
6 砂層【 S側 、 造成 土層】
7 暗褐色 石層【 S側 埋 り方】
8 石層【 S側 】
9 砂層【N 埋 ーブル掘り方】
10 濁黄褐色粘質土【 石積側 堆積土】
11 暗灰色粘砂質土【 石積側 堆積土】
12 クリート【 石積側 堆積土】
13 濁暗灰色砂質土【 石積側 堆積土】
14 濁褐色粘質土【 クリート 方埋土】
15 灰褐色粘質土【 クリート 方埋土】
16 濁褐灰色粘質土【 石積 、 後に る層】
17 灰色 石層【 ルト の （ 後）】
18 砂層【 埋 掘り方埋土】
19 濁黄褐色粘質土
20 灰色細砂 径10c の 礫含む
21 濁灰褐色粘土 褐色粘土ブロック混
22 濁灰褐色粘土 径５ 前後の小石多く混
23 褐灰色粘質土
24 濁灰色粘土 瓦・小石混
25 灰色粘砂質土
26 石層【 砂混じり】
27 濁黄褐色粘質土
28 濁褐灰色粘質土 灰褐色粘質土ブロック混
29 濁灰色粘土 褐灰色粘土ブロック・径10c の礫・ 瓦混
30 濁灰色粘質土 瓦多く混
31 青灰色細砂 径５ の小石多く混
32 青灰色粗砂【明 40 いもり 埋立土か】
33 灰色粘土【明 40 いもり 埋立土か】

層 近世後期造成土
1 暗灰褐色粘質土 腐植物多く混 【明 40 埋立 前いもり 土層】
2 濁暗灰色砂質土
3 濁青灰色粘土【 石 上面 地土】
4 濁灰色粘質土 瓦含む【 石 掘方埋土か】
5 濁灰色粘砂質土【 石 掘方埋土か】
6 青灰色粘質土 径５～20c の石・ 瓦含む【 石 掘方埋土か】
7 濁灰色粗砂（灰色粘土ブロック・径５～20c 大の石・木片（ 部から）・ 瓦
 含む【 石 掘方埋土か】

8 濁青灰色粘質土 径１～20c 大の石混 【S 01埋土】
9 濁灰色粘砂質土
10 暗灰色粘砂質土 粗砂・焼土粒・植物腐植質混
11 濁灰色粘砂質土 径５～10c 大の小石多く混
12 褐灰色粘質土

Ⅲ層 近世前期造成土
Ⅲ1 灰色粘砂質土
Ⅲ2 暗灰褐色粘質土 植物腐植質多く混

【 1層より い 期のいもり 土層】
Ⅲ3 灰色細砂
Ⅲ3’灰色細砂 径10c の小石含む
Ⅲ4 濁褐灰色粘質土
Ⅲ5 濁灰色粘質土
Ⅲ6 青灰色粗砂 径１c 大の小石含む
Ⅲ7 褐灰色粘土
Ⅲ8 褐灰色粘砂質土 植物腐植質含む
Ⅲ9 暗灰色粘質土 植物腐植質含む

Ⅳ層 近世初期造成土
Ⅳ1 青灰色細砂
Ⅳ2 濁青灰色粗砂 に硬くしまる 径 c 大の小石多く混 Ⅳ1層との 目

に く暗灰色粘質土層あり
Ⅳ3 灰色細砂 硬くしまる 粘土ブロック・粗砂混
Ⅳ4 灰色粗砂 やや硬くしまる
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00

（ ） （第109・110・122～ 125図）

調査地点は、南岸調査区の に し、調査地点を北 から ～ （ 区 3.2 、 区

2.2 、 区 1.3 、 区 2.0 、 区 1.0 、 区 2.1 、 区

1.2 、 区 4.0 ）区に区 し、調査を した いもり 南側では、 の南岸

調査区の か、平成15・16・19・20・24 に 埋 ーによる 調査区の 掘調査が

れた 石 ・（ ）石 埋 化 ー2010・2012、石 ・（ ）

石 埋 化 ー2014c 地点の 区南部～ 区北 は 埋 ー平成15 区

の １・ 区と している また、 調査区の調査成 から、 期～ 初期に

した 地区 ・ 地・ などの遺構が、 ～ （1595～ 1624）の 造成、 よ

寛永 （1631） の大火を とした 地区の により したことが 明している

調査地点北部は遺構の りが く、近世初期～後期の遺構を した 南部は 平を ている部

が多く、主に近世前期 前の遺構を した 調査地点全体では、大 層 ～ 層を した また、

近世層を近世初期（～寛永大火（寛永 （1631）））（Ⅳ層）、寛永大火後～宝暦大火（宝暦 （1759））

（Ⅲ層）、宝暦大火後（ 層）の３ に 類したが、 で の遺構面が されて り、近世

後期（宝暦大火後）の 層について、 a～ d層を れ れ基盤とする 面（1a～ 1d面）、近世

前期（寛永大火～宝暦大火）のⅢ層について、Ⅲa層・Ⅲb層を れ れ基盤とする 面（2a・2b面）、

近世初期（～寛永大火）のⅣ層について、Ⅳa層～Ⅳ d層を れ れ基盤とする 面（3a～ 3d面）

を した

（ ）遺構

面（ 層上面）の遺構

（第124 ・126・127・135図）

区北側で、明 40 に埋 立てられたいもり の南岸を した 瓦 よ の 土が見

られた

面（ 層上面）の遺構

S 0 （第124 ・126・127・135図）

区で した北西 南 方 に る 状遺構 96～ 116㎝、 さ 45㎝を る 掘方

部から 灰 の石 を３ して り、 の と 断される 石 の断面 は方

で、全体を で た の石 の は、１ 40㎝、 さ 114㎝を る また、 で た石

上面 側面には、細 く い斜 方 の と、 れに したま らに細い 状の

が されて り、 石 の上面 部（小 から ～ ㎝の 部）に、石 の を強 にする

のた の ３～ ㎝、 ３㎝、 さ ３㎝の平面 方 の があ られていた 石 の

目は 状のもので されていた また、 目の には の 石が かれていた 石の

は、北西側で したものが さ60㎝、 （北側）38㎝、 （南側）43㎝、 さ 17㎝、南

側で したものが さ67㎝、 （北側）43㎝、 （南側）31㎝、 さ（北側）18㎝、 さ（南側）

20㎝ 上を る 石 ・ 石の から 石 を した 初、石 に うものと たが、壁面

の土層断面の 査から、掘方に含まれて ら 、 の のS 03の 部であることが 明した

な 、 の については、 初木 ったものが、 12（1841） 、 石（

灰 ） 石 に られていることから 石 調査 2016b 、この石 も 期に

されたと られる

P0 （第124 ・137 図）

区北側で した ット 掘方の北側はいもり に り まれていた 平面 と推定され、
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径34㎝ 上、 径25㎝、 さ ㎝を る

面（ 層上面） の遺構

P0 （第124 ・126・127・135・137 図）

区で北 部を した ットで、平面 ないし と推定され、 径68㎝、 径26㎝ 上、

さ23㎝を る 周 よ 埋土の状 から上部が 平されていると られ、1c面の 成 後に

遺構が掘り まれたと 断した

面（ 層上面）の遺構

S 0 （第124 ・126・127・135・137 図）

区北側で した北西 南 方 に る 状遺構で、SD03と平 する 27～ 52㎝、 さ

は いところで20㎝ を り、 から西にか て くなる 埋土 に宝暦大火（宝暦 （1759））

と られる焼土・焼 た が する石を多く含むが、基盤となる c・d層 の遺物が混 し

たものと られる

S 03（第124 ・126・127・135図）

区南側で した北西 南 方 に る 状遺構で、SD02に平 する 50～ 60㎝、 さ

30～ 40㎝を る 掘方北壁 近で 状の木 を した 木 の と どは腐って り、 をと

ど ていないが、近世後期の 図との対比から、木 を とする 掘方と られ、

木 が木 の 部である 性がある また、 面に 径24㎝ 上、 径 18㎝の平らな 石

が見られた 木 の のた の 石の 性がある （P137）や などが

土している

d面（ d層上面） の遺構

S 03（第122・126・127・135図）

区南 ～ 区にか て した 調査 初は 区S 05と 区 S 03の 遺構としてとら てい

たが、 の後の により同 遺構であることが 明した 遺構は、 石 掘方（SD01）

の で され、 区側から 区側の石 南側 と する SD01石 の にある 石 部 が

石 掘方に含まれないことから、 遺構の 部と られる また、 （木 ）SD03との

から、S 03 SD03 SD01という で したと られる 土遺物には、19世 のもの

が含まれる 遺構は2a面で したが、上部が上面遺構により されていると られること、

よ 土遺物の から、 d層の堆積 後に 遺構が掘り まれたと られる

面（ 層上面）の遺構

S 05（第122・126 128・135・136図）

区 部で した北西 南 方 に る 状の遺構 は 160～ 190㎝、 さは 23～ 53

㎝を る 埋土には18世 前の遺物を含 、焼土や炭化物の混じりは しくないものの、宝

暦大火を として埋 立てられたと 断した（ d層） また、遺構 面は、南から北にむかっ

て 斜していた

S 0 （第122・126 128・135・136図）

区北 で北西 南 方 の 状の遺構と られる遺構の南 部を したが、 の大 は調査区

外に ているた 、 細は 明である 遺構埋土は粘性が に強い黒褐色粘質土で、 土遺物に

は木片が見られた 近世前期 のいもり の 性がある

S 0 （第122・126・135・136図）

区南側で した土 が、調査区壁面と ・ 区 の に して り、部 的な にと

どまる 径46㎝ 上、 径32㎝ 上、 さ18㎝を る S 03に られる
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第 122 図 南岸調査区 2008 地点 平面図１（2a ～ 3b 面）（S=1/100）

0 5ｍ(S=1/100)

SP31

SP29
SP28

SP27

SP26
SP25

SP24

SP15

SP14

SP13

SP12

SP11

SP10

SP9 SP8

SP7

SP6

SP5

SP4

SP3

SP2

SP1

SX01

SD08

SD07

SD06

SD05

SD01

SK03

SK04

SK03

SK02

SK01

P07

P06

P04

P03

26 36 26 36 

26.35 26.35 

26.47 26.47 

26.43 26.43 

26.41 26.41 

26.40 26.40 

26.39 26.39 

26.41 26.41 

26.38 26.38 

26.69 26.69 

26.68 26.68 

27.07 27.07 

27.01 27.01 
26.96 26.96 

27.0027.00

27.06 27.06 

26.62 26.62 

26.48 26.48 

2 .5126.51

26.49 26.49 
26.57 26.57 

26.51 26.51 

26.61 26.61 

26.67 26.67 

26.78 26.78 

27.89 27.89 

27.88 27.88 

26.63 26.63 

26.59 26.59 
26.40 26.40 

26.54 26.54 

26.31 26.31 

26.20 26.20 

26.3626.36

26.34 26.34 26.35 26.35 

26 39 26 39 

26.69 26.69 

26.77 26.77 

26.87 26.87 
26.97 26.97 

27.14 27.14 27.31 27.31 

27.29 27.29 

26.67 26.67 

26.74 26.74 

26.74 26.74 

26.76 26.76 

26.81 26.81 

27 02 27 02 

26.97 26.97 

25.82 25.82 

28.62 28.62 

28.67 28.67 

26.57 26.57 

26.6326.63 26.59 26.59 

25.9825.98

26.2926.29

26.2926.29

26.2826.28

26.21 26.21 

26.21 26.21 

26.19 26.19 

26.8226.82

26.3026.30
26.5926.5926.81 26.81 

26.6226.62

27.03 27.03 27.08 27.08 

27.29 27.29 

27.14 27.14 

27.14 27.14 

27.15 27.15 

27.15 27.15 

26.78 26.78 

26.2626.26

26.77 26.77 

26.65 26.65 

26.2626.26

26.4926.49 27.0427.04

28.34 28.34 

28.67 28.67 

28.61 28.61 

28.60 28.60 

28.60 28.60 

28.68 28.68 

28.74 28.74 

28.56 28.56 

28.63 28.63 

28.45 28.45 

28.49 28.49 

28.2428.24

26.1426.14

26.8026.80
26.6526.65

26.2926.29

26.2926.29

26.67 26.67 
26.8326.83

26.77 26.77 

26.66 26.66 

26.75 26.75 

26.77 26.77 

26.79 26.79 

26.71 26.71 

26.68 26.68 

26.71 26.71 26.39 26.39 

26.75 26.75 

26.80 26.80 

26.86 26.86 

26.72 26.72 27.06 27.06 

27.09 27.09 

27.01 27.01 

26.93 26.93 

26.5026.50

26.56 26.56 

26.66 26.66 

26.68 26.68 

26.70 26.70 

26.70 26.70 

26.42 26.42 

26.29 26.29 

26.67 26.67 

28.54 28.54 

27.88 27.88 

28.07 28.07 

27.63 27.63 

27.71 27.71 

27.80 27.80 

28.06 28.06 

27.99 27.99 

28.05 28.05 

26.42 26.42 

26.40 26.40 

26.38 26.38 

26.37 26.37 

26.74 26.74 26.45 26.45 

28.55 28.55 

28.57 28.57 

26.4026.40

26.1826.18

26.4226.42
26.4326.43

26.2626.26
26.3026.30

26.4726.47

27.42 27.42 

27.14 27.14 

27.15 27.15 

27.25 27.25 

27.46 27.46 

27.4527.45

26.6026.60
27.4527.45

26.9426.94

27.1327.13

26.7526.75

26.8926.89

26.82 26.82 

26.82 26.82 

26.6126.61

26.5626.56

26.6926.69

26.8826.88

26.6026.60

26.82 26.82 

26.7026.70

26.6626.66 26.7226.72

26.88 26.88 

26.7026.70

26.60 26.60 

+6
2.
16
0

+6
2.
16
0

+6
2.
16
0

+6
2.
16
0

+6
2.
15
5

+6
2.
15
5

+
2.
15
5

+6
2.
15
5

+6
2.
15
0

+6
2.
15
0

+6
2.
15
0

+6
2.
15
0

+6
2.
14
5

+6
2.
14
5

+6
2.
14
5

+6
2.
14
5

45.135

45.135

45.135

45.135

45.130

45.130

45.130

45.130

45.140

45.140

45.140

45.140

45.125

45.125

45.125

45.125

+6
2.
16
5

+6
2.
16
5

区

区

区

区

区

区

区

区



― 153―

第 123 図 南岸調査区 2008 地点 平面図 （3c・3d 面）（S=1/100

0 5ｍ(S=1/100)
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① 1b

② 1

第 124 図 南岸調査区 2008 地点 平面図３（ B区 1b 1c 面）（S=1/100）
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面（ 層上面）の遺構

S 0 （第125 ・126・131図）

区を南北方 に く 状の遺構 11～ 29㎝、 さ５～ ㎝を る 周 の状 から掘り

面が 平されている 性も 定で ないが、ここでは2b面の遺構として する

S 0 （第122・125 ・126・131 133図）

区南 で北側の を した 周 の状 から掘り 面が 平されている 性も 定で な

いが、ここでは2b面の遺構として する 調査 外に て り、 細は明らかでないが、

径154㎝ 上、 径57㎝ 上、 さ30㎝ 上を る

SX0 （第122・126・129・130・134図）

～ 区にか て した 周 の状 から掘り 面が 平されている 性も 定で ないが、
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ここでは2b面の遺構として する 平成15 に 埋 ーが調査した 状遺構SX01と同

の遺構である 平面 の 状を し、 径5.2 、 径 ～５ 、 さ40～ 50㎝を る

北 に礫が して されている ～ 層にか て、粘土化した木質 よ 腐植土、木片・木

が して されている 木 が多く 土した か、 した （P141）なども 土し

ている

P03（第122図）

区北側で 部を した 平面 は ないし と推定される 径 25㎝ 上、 さ 30

㎝を る 上部で径20㎝ の礫を した

P0 （第122・125 ・126・131図）

区北側の 壁 で遺構の西部を した 周 の状 から掘り 面が 平されている 性も

定で ないが、ここでは2b面の遺構として する 壁土層で した径は130㎝、 さは85

㎝ 上を る 掘方 の土は礫などが に り、遺構の掘 土を のまま埋 したものと

られる また、掘方 で あるいは と られる断面 の径14～ 17㎝の 状の を した

②

① 2b

第 125 図 南岸調査区 2008 地点 平面図 （ 区 2b 面）（S=1/100）

0 5ｍ(S=1/100)

  
  

  
  

  

28.04 28.04 

28.06 28.06 

26.74 26.74 

26.43 26.43 
26.36 26.36 

26.60 26.60 

26.20 26.20 

26.46 26.46 

26.40 26.40 
26.38 26.38 

26.36 26.36 

26.33 26.33 

26.30 26.30 

25.98 25.98 

26.05 26.05 26.35 26.35 

25.96 25.96 

25.90 25.90 

26.64 26.64 

26.63 26.63 

26.32 26.32 

27.90 27.90 

28.52 28.52 

26.80 26.80 

26.6026.60
26.8826.88

26.85 26.85 

26.82 26.82 

26.70 26.70 

26.32 26.32 
G03

SP10

SP9 SP8

SP7

SP6

+6
2.
15
0

+6
2.
15
0

+6
2.
15
0

+6
2.
15
0

+6
2.
14
5

+6
2.
14
5

45.135

45.135

45.135

45.135

45.140

45.140

SP16

SP17

G03

SP10

SP9 SP8

SP7

SP6

P07

SK01

SD04

26.80 

26.82 

26.51

26.76 

26.66 

26.72 

26.77

26.60 

26.30 

26.50

26.72

26.72

26.81
26.74

26.85

26.67 26.67 

26.77 26.77 

  

28.55 28.55 

  

  

26.35 26.35 

      

  

  

  

  
  

  

  

  

  

  

  

  

26.67 26.67 26.77 26.77 

26.66 26.66 

26.75 26.75 

26.77 26.77 

26.80 26.80 

26.86 26.86 

26.72 26.72 27.06 27.06 

26.42 26.42 

26.67 26.67 

28.54 28.54 

27.88 27.88 
28.06 28.06 

27.99 27.99 

28.05 28.05 

26.40 26.40 

26.38 26.38 

26 37 26 37 

26.74 26.74 26.45 26.45 

26.82 26.82 

26.8826.88

26.84 26.84 

26.6026.60

26.79 26.79 

+6
2.
15
0

+6
2.
15
0

+6
2.
15
0

+6
2.
15
0

+6
2.
14
5

+6
2.
14
5

45.135

45.135

45.135

45.135

45.140

45.140



― 156―

第
1
2
6
図

南
岸
調
査
区

2
0
0
8
地
点

土
層
大

図
（
S
=
1
/
1
0
0
）

0
5 ｍ

(
S
=
1
/
1
0
0
)

27
.0

26
.5

27
.5

26
.0

25
.5

SP
9

SP
10

SP
11

SP
12

SP
13

SP
14

SP
15

27
.0

26
.5

25
.5

26
.0

SP
3

SP
4

SP
1

SP
2

SP
5

SP
6

SP
7

SP
8

層
層

層
土

1
面

層

b
層

土
1
b
面

層

c
層

土
1
c
面

層

層
土

層

層
土

1
面

層

層
土

2
面

層

b
層

土
2
b
面

層

層
土

3
面

層

b
層

土
3
b
面

層

c
層

土
3
c
面

層

層
土

3
面

層

層
土
層

0
5 ｍ

(
S
=
1
/
3
0
0
)

S
P

1
5

S
P

1
5

S
P

1
4

S
P

1
4

S
P

1
2

S
P

1
2

S
P

1
0

S
P

1
0

S
P

9
S
P

9
S
P

7
S
P

7

S
P

8
S
P

8

S
P

6
S
P

6

S
P

5
S
P

5

S
P

2
S
P

2

S
P

1
S
P

1

S
P

1
3

S
P

1
3

S
P

1
1

S
P

1
1

S
P

3
S
P

3

S
P

4
S
P

4



― 157―

第 127 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SP1 2（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)
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2 10YR4/6 褐色（やや黄色が強い）砂質土 径 ～５㎝礫含む しまりやや強 粘性なし

【明 40 いもり 埋立土】

3 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土 径３～５㎝礫少量含む しまり強 粘性ややあり

【明 40 いもり 埋立土】 西壁 3層

4 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土 やや粘性強い を斑紋状に含む 炭化物粗粒・ 色粒子・

黄 色粒子少量含む しまり強 粘性あり【明 40 いもり 埋立土】 西壁 4層

5 10YR3/1 黒褐色土 径３㎝礫・ 色粒子少量含む しまりやや強 粘性あり

【明 40 いもり 埋立土】

6 10YR3/1 黒褐色粘質土 腐植物を少量含む 径0.2㎝ の砂利を斑紋状に含む しまりやや強

 粘性やや強【明 40 いもり 埋立土】 西壁 5層

7 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土 木片（腐植物）を少量含む 径0.2㎝ の砂利を 量含む（ 6層

より多） しまりやや強 粘性あり【明 40 いもり 埋立土】 西壁 6層

8 10YR3/3 暗褐色粘質～砂質土 腐植物を かに含む 径0.5㎝礫少量含む しまり強 粘性あり

【明 40 いもり 埋立土】

9 2.5Y3/2 黒褐色粘質土 径0.2㎝小礫・炭化物粗粒少量含む しまりあり 粘性強

【明 40 いもり 埋立土】

10 2.5Y3/2 黒褐色粘質土 暗灰黄色粘土ブロック（2.5Y4/2）を少量含む 炭化物粗粒少量含む

砂質土を 量ながら斑紋状に含む しまりあり 粘性強【明 40 いもり 埋立土】

6層～ 10層 粘性が し腐植物が多い

a層 近世後期（宝暦大火後）造成土
a1 10YR4/4 褐色土 径１㎝礫・焼土粒子・炭化物粒子少量含む 黄 色粘土を部 的に含む

しまり強 粘性なし 西壁 a1層

b層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
b1 10YR3/3 暗褐色粘質～砂質土 砂質強 径0.3～１㎝礫 量含む 炭化物粗粒・焼土粗粒 量含む

径0.5㎝礫多量含む しまり強 粘性なし 西壁 b1層

b2 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質～砂質土 砂質強 焼土粒子少量含む 炭化物 量含む しまり強 粘性あり【SD01 石 掘方埋土】

b3 10YR4/2 灰黄褐色粘質土 粘質土主体 褐色土が部 的に混じる しまりやや弱 粘性極強【SD01 石 掘方埋土】

b4 10 R3/4 暗褐色粘質～砂質土 砂質強 径３㎝前後の礫少量 炭化物粒子・焼土粒子少量含む しまりやや強 粘性なし【SD01 石 掘方埋土】

b5 10YR3/1 黒褐色粘質～砂質土 砂質強 径３㎝礫・焼土粒子・炭化物粒子少量含む 灰黄褐色と灰色を れ れ した粘質土・砂質土が ーブル状に混 る

しまり強 粘性やや強【SD01 石 掘方埋土】

b6 2.5Y3/2 黒褐色砂質土 径0.2～0.3㎝礫含む しまり強 粘性なし【SD01 石 掘方埋土】

b7 10YR3/3 暗褐色土 径0.5～１㎝ 色土ブロック（7.5YR6/6）を少量含む（焼土か ） 径0.5㎝小礫・炭化物粒子・焼土粒子 量含む しまりやや弱 粘性なし

 【SD02埋土】 西壁 b9層

b8 10YR3/2 黒褐色土 上層で見られた 色土ブロックの粒子を少量含む 焼土粒子・炭化物粒子 量含む しまりやや弱 粘性あり【SD02埋土】

c層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
c1 10YR3/2 黒褐色粘質土 径0.5～１㎝炭化物ブロック・炭化物粒子少量含む しまりやや強 粘性あり【SD03 木 掘方埋土】 西壁 c1層

c2 10YR3/1 黒褐色粘質～砂質土 径0.5㎝礫 量含む 径 ㎝礫少量含む 焼土粗粒少量含む 炭化物粒子 量含む しまりやや強 粘性なし

 【SD03 木 掘方埋土】 西壁 c2層

c3 10YR3/2 黒褐色粘質土 褐色砂（10YR4/6）を少量含む しまりやや強 粘性強【SD03 木 掘方埋土】 西壁 c4層

c4 10YR3/4 暗褐色粘質～砂質土 暗灰黄色砂（2.5Y4/2）を斑紋状に含む しまり強 粘性あり【SD03 木 掘方埋土】 西壁 c3層

c5 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘質～砂質土 焼土粒子・炭化物粒子少量含む しまりやや強 粘性なし【SD03 木 掘方埋土】

c6 10YR3/1 黒褐色粘質～砂質土 砂質強 径0.5㎝ ど礫少量含む しまりやや強 粘性あり 西壁 c5層

c7 10YR3/3 暗褐色粘質～砂質土 黒褐色（10YR3/2）粘土を主体とする 褐色粘土（10YR4/4）を径３㎝ のブロック状に 量含む 灰黄褐色粘土ブロック（径1㎝）

少量含む 石含む しまり強 粘性あり 遺構か

c8 10YR3/4 暗褐色粘質～砂質土 径 ㎝礫少量含む 径0.2㎝礫多量含む を斑紋状に含む しまり強 粘性あり

c9 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土 粘質強 径 ㎝礫少量含む 径0.5㎝礫 量含む 焼土粒子少量含む 炭化物粒子 量含む しまり強 粘性ややあり

西壁 c6層

c10 にぶい黄褐～褐色粘質～砂質土 10YR4/3～4/6 化 強く褐色がかる c9層より粘性強い

層 近世後期（宝暦大火後）遺構埋土
1 2.5Y3/1 黒褐色粘質～砂質土 b6層よりやや粘性が す 径10㎝ の礫を含む 礫の周りには暗灰色の粘土が多い しまり強 粘性あり【S 03埋土】

 西壁 1層

1  1層より砂質強 褐色がかる【S 03埋土】

2 2.5Y2/1 黒色粘質～砂質土（粘質が強い） 色粒子少量含む しまり弱 粘性極強【S 03埋土】 西壁 2層

3 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘質～砂質土 砂質強 を斑紋状に含む 径 ㎝の礫少量含む しまり強 粘性なし【S 03埋土】

4 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘質～砂質土 砂質強 上層と比 て礫が少なく密 もあまりない しまり強 粘性あり【S 03埋土】

5 2.5Y4/1 黄灰～2.5Y5/2 暗灰黄色粘質～砂質土 暗灰褐～灰褐色粘土を斑紋状に含む しまりあり 粘性強【S 03埋土】

6 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土 粘性強 径３㎝礫少量含む 砂粒を斑紋状に含 粗く堆積 しまりやや弱 粘性あり【S 03埋土】

7 暗灰黄色（2.5Y4/2）・（暗）褐灰色（10YR4/1やや暗）砂質土（混土） 径１㎝ の小礫多く混じる 木片混じる【S 03埋土】

8 暗灰黄色（2.5Y4/2）・（暗）褐灰色（10YR4/1やや暗）粘質・砂質土 径１～５㎝小礫混じる（ 7層よりやや少ない） 木片混じる 黄褐色砂礫ブロック（2.5Y5/4）

 的混じる 区側の埋土とはあまり似ていないが、 部 近では粘性の強い砂礫になる点が少し似ている【S 03埋土】
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第 128 図 南岸調査区 2008 地点 土層 SP1 2

d層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
d1 10YR3/3 暗褐色粘質～砂質土 炭化物粒子・焼土粒子少量含む 径0.5㎝小礫 量含む しまりあり 粘性強

d2 10YR4/2 灰黄褐色粘質土 径0.5㎝礫少量含む 黄褐色（2.5Y5/3）粘土ブロック（径１㎝）多量含む 焼土粒子 量含む 炭化物粒子少量含む しまり極強

粘性あり 西壁 d1層

d3 10YR3/4 暗褐色粘質～砂質土 砂質強 焼土粗粒少量・焼土粒子 量・炭化物粒子少量・径１㎝小礫少量含む しまり強 粘性なし 西壁 d3層

d4 2.5Y3/1 黒褐色粘質～砂質土 粘性強 径0.5㎝礫 量・径３㎝礫少量・オリーブ褐色土（2.5Y4/3）を斑紋状に含む 炭化物粒子・焼土粒子少量含む

しまりあり 粘性やや強い 西壁 d4層

d5 10YR3/3 暗褐色粘質土 径0.5㎝小礫少量含む しまりやや強 粘性強 西壁 d6層

d6 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土 砂質土強 d9層と同じ が礫が少なく粘性が す しまり弱 粘性強 西壁 d8層

d7 10YR3/2 黒褐色粘質土 焼土粒子・炭化物粒子少量含む しまりやや強 粘性強【SD05埋土】 西壁 d10層

d8 10YR4/2 灰黄褐色砂質土 径 ㎝礫・径0.5㎝礫多量含む 多 な色調の砂粒と斑紋状に含む しまり強 粘性なし【SD05埋土】 西壁 d12層

d9 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土 砂質土強 径 ～５㎝礫多量に含む 褐灰色粘土（10YR4/1）やにぶい黄褐色砂質土（10YR5/4）を部 的に含む

しまりやや弱 粘性なし【SD05埋土】 西壁 d13層

d10 10YR4/4 褐色砂質土 西壁 d15層に対応 を斑紋状に含む 径１㎝礫多量に含む 褐色の砂質土主体 しまりやや弱 粘性なし【SD05埋土】

d11 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 径 ㎝礫 量 多 な色調の砂を主体とする 径0.5㎝小礫多量 しまりやや強 粘性なし【SD05埋土】 西壁 d17層

d11’ 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 d11層より礫が少なく砂質土主体 しまりあり 粘性なし【SD05埋土】

d12 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 （2.5Y5/4）の黄褐色砂を斑紋状に含む 焼土粒子 量含む しまりやや強 粘性なし【SD05埋土】 西壁 d11層

d13 10YR4/1 褐灰色粘質～砂質土 （2.5Y4/1）の黄灰色砂を部 的に含む 炭化物粒子・焼土粒子 量含む しまり強 粘性やや強【SD05埋土】

d14 2.5Y3/2 黒褐色粘質土 2.5Y4/1の黄灰色粘土を部 的に含む 径0.2㎝小礫 量含む しまりやや強 粘性強【SD05埋土】

d15 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 しまりやや弱 粘性なし【SD05埋土】

d16 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 シルトが強い を斑紋状に含む 褐色（10YR4/4）砂を斑紋状に含む d15層より砂が密に堆積 しまりやや強 粘性なし

【SD05埋土】 西壁 d19層

d17 10YR3/3 暗褐色砂質土 径0.5㎝礫多量に含む を斑紋状に含む しまり強 粘性なし【SD05埋土】 西壁 d20層

d18 2.5Y3/2 黒褐色粘質土 2.5Y4/2の暗灰黄粘質土を斑紋状に含む 木片などの腐植物を含む しまりあり 粘性極強【SD08埋土】 西壁 d21層

Ⅲa層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土
Ⅲa15 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土 径0.2～0.5㎝礫 量含む 炭化物・焼土粒子 量含む しまりやや強 粘性ややあり 西壁Ⅲa4層

Ⅲa16 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土 やや砂質が強い 上層に比 て灰 色粒子が斑紋状に がりしまりが強い 炭化物粒 量含む しまり強 粘性なし

 西壁Ⅲa5層

Ⅲa17 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土 焼土粒子・炭化物粒子 量含む 径0.2～0.5㎝礫少量含む しまりやや弱 粘性あり

Ⅲa18 2.5Y4/3 オリーブ褐色土～2.5Y3/2 黒褐色粘質土 オリーブ褐と黒褐が斑紋状に堆積 木片などを含む しまりあり 粘性やや強 西壁Ⅲa6層

Ⅲa19 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土 炭化物粒子 量に含む しまりやや強 粘性強

Ⅲa20 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土 砂質強 灰黄褐色（10YR4/2）砂質土を部 的に含む しまりやや弱 粘性あり

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土
Ⅲb4 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土 径0.5㎝礫多量含む 焼土粒子 量含む 炭化物粒子少量含む しまりあり 粘性強 西壁Ⅲb10層

Ⅲb5 10YR5/1～5/2 褐灰～灰黄褐色粘質土

Ⅲb6 10Y4/1 灰（暗青灰）色砂質土 全体的には灰色 青灰色の粒子（5BG6/1等）混じり青灰色がかる

Ⅲb13 2.5Y3/2 黒褐色粘質土～2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土 黒褐色粘土と暗灰黄色粘土が ーブル状に混 り う 焼土粒子 量含む しまりあり 粘性極強

 西壁Ⅲb11層

Ⅲb21 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土 径0.2㎝礫少量含む しまりあり 粘性極強 西壁Ⅲb12層

Ⅳc層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳc2 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 砂質土主体 て細かく密に堆積 しまり強 粘性なし 西壁Ⅳc3層

Ⅳc3 2.5Y4/3 オリーブ褐色砂礫土 粗い砂質土主体 径 ㎝礫少量含む 全体的に を多く含 く 色している しまり強 粘性なし 西壁Ⅳc5層

Ⅳc5 2.5Y3/1 黒褐色粘質土 しまり強 粘性あり

Ⅳc6 2.5Y4/4 オリーブ褐色砂礫土 径５～10㎝礫含む 径0.5㎝礫・砂を主体とする を斑紋状に含む しまり強 粘性あり

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd11 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 を斑紋状に含む に硬くしまっている Ⅳc2層に比 ると砂がやや粗い部 と密な部 とに かれる しまり極強

 粘性なし 西壁Ⅳd25層

Ⅳd12 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土 径0.2～0.5㎝礫 量含む 色粒子少量含む 炭化物粒子・焼土粒子 量含む しまりやや弱 粘性強

Ⅳd13 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土 焼土粒子～炭化物粒子少量含む しまりあり 粘性やや強

Ⅳd14 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土 上層と類似するが上層より密 しまりあり 粘性やや強

Ⅳd15 2.5Y4/1 黄灰色粘質～砂質土 粘質強 黄灰色砂（2.5Y6/1）を部 的に含む 炭化物粒子少量含む しまりやや強 粘性強

Ⅳd16 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 しまり強 粘性なし

Ⅳd25 砂利・腐植土

Ⅳd31  10YR5/1～4/1 灰色砂～シルト 均質硬化面 3c面構成層よりやや灰色味強い 粒子細かい

Ⅳd31  礫混じり層 7.5GY4/1 暗緑灰色

土遺物は遺構の掘 土（寛永大火（寛永 （1631））片 層）からの瓦が どを る

3 面（Ⅳ 層上面）の遺構

S 0 （第122・126・131・137 図）

区南側で した 遺構南 部が調査 外に ているた 、全 は明らかでないが、北

部は平面 方 状を する 156㎝、 125㎝ 上、 さ46㎝を る S 01 よ P04

に られる 植 と られる

P0 （第122・126・131図）

区南側で した 調査 外に ているた 、遺構平面 は明 ではないが、 か

径55㎝ 上、 径5 ㎝、 さ54㎝を る 壁面の土層 から、S 02が黒褐色土で埋 られた後

に掘 されたと られる

3 面（Ⅳ 層上面）の遺構

S 0 （第122・123・126・131・134 ・138 図）
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第 129 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SP2 4（S=1/40）
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SX01

層 近 層
1

Ⅲa層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土
Ⅲa9 5Y3/2 オリーブ黒色（暗青灰褐～黒褐）砂質土【SX01埋土】

Ⅲa10 2.5Y3/2 暗褐～黒褐色粘質土 暗黄灰色・暗灰色砂質土ブロック混じり ク状 主体は木片 の腐植質土【SX01埋土】

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土・造成土
Ⅲb1 2.5Y4/1 黄灰～青灰褐色砂質土 かに青 色を る

Ⅲb2 10YR3/2 黒褐色砂礫土 炭片・ 色粒多量に混じる 径0.1～0.2㎝の小礫が主体

Ⅲb3 10YR3/2～2/2 黒褐色粘質～砂質土 炭片・ 色粒多量に混じる Ⅲb2層に比 粘性強い

Ⅲb13 10YR5/1～5/2・5/3 褐灰～灰黄褐色粘質土 い黄褐色土し 状に混じる

Ⅲb17 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 礫少量混じる

Ⅲb19 5Y5/2～4/2 灰オリーブ色粘質土 化すると暗灰黄色（2.5Y4/2）に近くなる 均質

Ⅳc層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳc1 砂層

Ⅳc2 礫層・暗褐色土層

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd18 青灰色砂質土 しまり強 3d上部にある

Ⅳd25 2.5GY4/1 暗オリーブ灰色砂質土 （3d面構成層 部） 硬くしまった部 ともろい部 が

状に構成される 明 な は がたいが均等ではない

Ⅳd31 10Y4/1 灰色砂 礫層上部にはもろい砂質土が堆積し、 の に礫が している【礫層】

Ⅳd36 2.5Y4/2～3/2 暗灰黄～黒褐色砂質土 腐植質土混じる 径10～15㎝大の礫混【礫層】

Ⅳd37 5Y3/2 オリーブ黒色粘土 腐植質系の粘土 粘性強

Ⅳd38 5Y4/1 灰色砂礫 径 ㎝大までの砂礫主体

Ⅳd39 5Y3/2 オリーブ黒色粘土 腐植質系の粘土 粘性強 Ⅳd37層

Ⅳd40 5Y4/1 灰色粘質～砂質土 礫が混じり やや硬い

Ⅳd41 10YR3/2 黒褐色粘土 褐色がかる 腐植質土系粘土

Ⅳd42 5Y4/1 灰色砂質土 細かく均質な砂質土 径５～10㎝大の礫混じる

層 含層
2 10YR4/1～2.5Y4/1 褐灰～黄灰色粘土 均質

27 0

26 5

26 0

SP2

0 5ｍ(S=1/300)

～ 区北部にか て された、南北方 に る 状の遺構 80㎝、 さ 60㎝を る

埋土 に焼 た瓦や壁が含まれる ルを見ると、南から北 く っていたようである

瓦の か、 と られる P140 が 土している

P0 （第123・126・134 図）

区の西壁 で したが、調査 外に て り、平面 は ないし と推定される

径19㎝、 径 14㎝ 上、 さ12㎝を る

3 面（Ⅳ 層上面）の遺構

S 0 （第123図）

区で した北西 南 方 の 状の遺構 59～ 75㎝、 さ 10㎝ 外を る

SX0 （第123・126・130・134 ・138 図）

区南 ～ 区北 にか て、北西 南 方 に 1.4 （ 石）を した石 で、

石の 石 よ 石と 石から構成されていた 面はいもり 側を く 前面掘方はⅣc層上面

から掘り まれていた
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第 130 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SP4 6（S=1/40）
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南北 ではなく、
斜 になっている

SX01

Ⅲa層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土・造成土
Ⅲa1 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土 埋 ー平成15 調査 区SX01 １層に対応か

Ⅲa2 10YR4/1～4/2 褐灰～灰黄褐色粘質・砂質土 Ⅲa1層より均質 埋 ー平成15 調査 区SX01 層に対応か

Ⅲa3 黄褐～オリーブ褐色粘質・砂質土 のⅢa5層に対応 粘性強くなる 埋 ー平成15 調査 区SX01 層に対応か【 地層か】

Ⅲa4 2.5Y4/3 オリーブ褐色粘質～砂質土 暗褐色土混じるがこの では砂質味強く明るい色調 径 ～５㎝大礫多く混じる【SX01埋土】

Ⅲa5 2.5Y5/4～4/4 黄褐～オリーブ褐色砂質土 Ⅲa4層に比 砂質味強い この では粘性 い【SX01埋土】

Ⅲa6 10YR3/3～2.5Y4/2 暗褐～暗灰黄色粘質土 Ⅲa4層と類似するが砂質味弱い 色調暗い 径 ～５㎝大の礫多く混じる【SX01埋土】

Ⅲa7 2.5Y5/4～4/4 黄褐～オリーブ褐色砂質土 基 構成はⅢa5層と同じ が、径10～20㎝大の大 礫 埋 ー平成15 調査 区SX01 の 石か）混じる

 【SX01埋土】

Ⅲa8 10YR4/2～4/3 灰黄褐～にぶい黄褐色粘質土 Ⅲa4・Ⅲa6層と類似するが 色粒・炭片 混じる【SX01埋土】

Ⅲa10 木片層 黒褐色（10YR3/2）腐植質土・ 片・木 で構成される 西壁Ⅲa2層に対応【SX01 層】

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土
Ⅲb14 10YR5/4 黄褐色粘質～砂質土

Ⅲb15 2.5Y4/1 黄灰色粘質～砂質土

Ⅲb16 緑灰・暗灰黄色粘質土 小礫混じる D区 北Ⅲb層 部に対応する 性があるが砂礫の混じり など もあり 定で ない

Ⅲb17 7.5GY4/1 暗緑灰色砂質土

Ⅲb18 7.5YGY5/1・2.5Y5/2 灰～暗青灰色粘質・砂質土 色粒・炭片 混じる（あまり多くない） 全体としては灰色（5Y4/1）であるが、明青灰色粒（5BG7/1）

が混じり部 的には青灰～暗青灰色（5BG5/1～4/1）を する

Ⅲb20 5G4/1 暗緑灰色砂質・粘質土主体 径 ～５㎝大の礫多く混じる 砂・粘質土ブロック状に混じる

Ⅳb層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳb1 N4/ 灰色砂 比較的均質

Ⅳb3 N4/ 灰色砂 オリーブ黒色粘質土 2.5Y3/1 混土

Ⅳc層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳc1 5Y4/1 灰色粘質～砂質土 炭片少量混じる 明青灰色粒（5BG7/1）少量混じる【SX02前面掘方埋土】

Ⅳc2 5G4/1 暗緑灰～5BG6/1～5/1 青灰色砂

Ⅳc4 小礫・5Y4/1 灰色砂・2.5Y3/1 オリーブ黒色粘砂質土混土【礫腐植土】

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd17 10Y5/1～4/1 灰色砂～シルト やや青味強い【硬化面】

Ⅳd19 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 しまりが強く均質な砂質土 オリーブ褐色（2.5Y4/6）砂質土が く層状に堆積 北側に かって くなりなくなる

Ⅳd20 青灰色砂質土【硬化面】

Ⅳd22 2.5Y4/1 黄灰色砂質土 Ⅳd17層の礫混りの青灰色砂を部 的に含む

Ⅳd24 腐植物層 G区あたりから見られ、北に かって くなりなくなる

Ⅳd25 3d面構成層

Ⅳd31 礫層上部のもろい砂質土 南に くと粘質土が含まれる

27 0

26 5

26 0

SP5 SP6SP4

0 5ｍ(S=1/300)



― 161―

第
1
3
1
図

南
岸
調
査
区

2
0
0
8
地
点

土
層
断
面
図

S
P
6
8
・
S
P
1
6
1
7
（
S
=
1
/
4
0
）

0
1 ｍ

(
S
=
1
/
4
0
)

Ⅳ
b
2

Ⅳ
b
2

Ⅳ
b
4

Ⅳ
b
4

Ⅳ
d
21

Ⅳ
d
22

Ⅳ
d
23

Ⅳ
d
24

Ⅳ
d
25

Ⅳ
d
26

Ⅳ
d
27

Ⅳ
d
28

Ⅳ
d
29

Ⅳ
d
30

Ⅳ
d
31

S
X
0
3

石

S
D
0
6

26
5

26
.0

26
5

26
.0

SP
16

SP
17

Ⅲ
a1

1

Ⅲ
a1

2

Ⅲ
a1

3

Ⅲ
a1

4 Ⅲ
1

Ⅲ
b
7

Ⅲ
b
8

Ⅲ
b
9

Ⅲ
b
10

Ⅲ
b
10

Ⅲ
b
11

Ⅲ
b
12

Ⅳ
a1

Ⅳ
a2

Ⅳ
a3

Ⅳ
a4

Ⅳ
b
2

Ⅳ
b
2

Ⅳ
b
3

Ⅳ
b
4

Ⅳ
4

Ⅳ
d
1

Ⅳ
d
2

Ⅳ
d
3

Ⅳ
d
3

Ⅳ
d
4

Ⅳ
d
5

Ⅳ
d
6

Ⅳ
d
7

Ⅳ
d
8

Ⅳ
d
9

Ⅳ
d
10

Ⅳ
d
17

Ⅳ
d
19

Ⅳ
d
22

Ⅳ
d
24

Ⅳ
d
25

Ⅳ
d
31

Ⅳ
d
32

Ⅳ
d
33

Ⅳ
d
34
Ⅳ

d
35

1

2

2

2

3

コ ン ク リ ト 杭

S
D
0
6

（
含
層
）

P
0
7

S
D
0
4

P
0
4

S
0
2

S
0
1

Ⅲ
a
層

近
世
前

期
（
寛
永
大
火
後
～
宝
暦
大
火
）
造
成
土
・
遺
構
埋
土

Ⅲ
a
1
1

灰
黄
色
土

混
【
S
D
0
4
埋
土
】

Ⅲ
a
1
2

1
0
Y
R
4
/
2

灰
黄
褐
色
砂
質
土

比
較
的
均
質

南
壁
Ⅲ
a
1
層
・
西
壁
Ⅲ
a
1
層
に

対
応
【
S

0
1
埋
土
】

Ⅲ
a
1
3

1
0
Y
R
4
/
2

灰
黄
褐
色
砂
質
土

径
５
㎝
大
の
礫
多
く
混
じ
る

南
壁
Ⅲ
a
1
層
・

西
壁
Ⅲ
a
1
層
に
対
応
【
S
0
1
埋
土
】

Ⅲ
a
1
4

S
0
1

層
と
同
じ
土

径
５
～
1
0
㎝
大
礫
混
じ
る

Ⅲ
層

近
世
前
期

（
寛
永
大
火
後
～
宝
暦
大
火
）
遺
構
埋
土

Ⅲ
1

寛
永
大
火
後

の
Ⅲ
b
層
上
部
と

と
ど
同
じ
（
瓦
片
な
ど
多
い
）

1
0
㎝

上
 
の
礫
目
立
つ

【
P
0
7
埋
土
】

Ⅲ
b
層

近
世
前

期
（
寛
永
大
火
後
～
宝
暦
大
火
）
造
成
土
・
遺
構
埋
土

Ⅲ
b
7

黄
灰
色
土

黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
灰
色
小
ブ
ロ
ッ
ク
混

焼
土
粒
少
・
炭
粒
混

Ⅲ
b
8

黒
褐
色
（
2
.5
Y3
/2
）
・
灰
色
（
5Y
4/
1）

・
灰
黄
褐
色
（
10
YR
4/
2）

粘
質
・
砂
質
土

ク
状
に
混
じ
る

径
３
～
10
㎝
大
の
礫
多
く
混
じ
る

瓦
片
・

色
粒
混
じ
る

 
【
P
0
4
埋
土
】

Ⅲ
b
9

暗
灰
色
土

黒
褐
色
土
混
【
S
0
2
埋
土

上
層

】

Ⅲ
b
1
0

黒
褐
色
土

【
S
0
2
埋
土
】

Ⅲ
b
1
1

褐
灰
色
土

焼
土
粒
・

粒
少
混

径
５
～

1
5
㎝
大
の
礫
多
く
混
じ
る

Ⅲ
b
1
2

暗
灰
色
土

焼
土
粒
・
炭
粒
少
混
【
S
D
0
6
埋
土
】

Ⅳ
a
層

近
世
初

期
（
～
寛
永
大
火
）
造
成
土

Ⅳ
a
1

2
.
5
Y
4
/
3

オ
リ
ー
ブ
褐
色
砂
質
土

Ⅳ
a
2

1
0
Y
R
2
/
2

黒
褐
色
粘
質
土

比
較
的
均
質

Ⅳ
a
3

オ
リ
ー
ブ
褐

色
砂
質
・
粘
質
土
（
2
.
5
Y
4
/
3
）
・
黒
褐
色
粘
質
土
（
1
0
Y
R
2
/
2
）
混
土

径
３
～
５
㎝

大
の
礫
多
く
混
じ
る

Ⅳ
a
4

7
.
5
Y
4
/
1

暗
青
灰
色
粘
質
・
砂
質
土

黄
褐
色
砂
質
土
（
2
.
5
Y
5
/
4
）
ブ
ロ
ッ
ク

混
じ
る

径
１
㎝

の
小
礫
多
く
混
じ
る

S
P
G
0
4
0
3

土
層
断
面
Ⅳ
b
2
層
・
西
壁
Ⅳ
a
4
層
【
S
D
0
6
基
盤
層
】

Ⅳ
b
層

近
世
初
期
（
～
寛
永
大
火
）
造
成
土

Ⅳ
b
2

灰
（

4
/
）
～
暗
オ
リ
ー
ブ
灰
色
（
2
.
5
G
Y
4
/
1
）
砂

粒
子
粗
い

Ⅳ
b
3

灰
色
砂
（
N
4
/
）

オ
リ
ー
ブ
黒
色
粘
質
土
（
2
.
5
Y
3
/
1
）

混
土

Ⅳ
b
4

オ
リ
ー
ブ
黒
色
（
5

3/
1）

・
灰
黄
褐
色
粘
質
土
（
10
YR
4/
3）

混
土

灰
黄
褐
色

粘
質
土
は
腐
植
質
系

Ⅳ
c
層

近
世
初
期
（
～
寛
永
大
火
）
造
成
土

Ⅳ
c
4

小
礫
・
5
Y
4
/
1

灰
色
砂
・
2
.
5
Y
3
/
1

オ
リ
ー
ブ
黒
色
粘
質
・
砂
質
土
混
土

 
【
礫
腐
植
土
】

Ⅳ
d
層

近
世
初
期
（
～
寛
永
大
火
）
造
成
土

Ⅳ
d
1

黄
灰
色
粘
土

オ
リ
ー
ブ
褐
色
砂
質
土
（
2
.
5
Y
4
/
3
）
礫
の

に
る

Ⅳ
d
2

オ
リ
ー
ブ
灰
色
粘
質
土
（
2.
5G
Y5
/1
）
・
灰
色
粘
質
土
（
7.
5Y
4/
1）

径
３
～
５
㎝

大
の
礫
多
く
混
じ
る

西
壁
Ⅳ
d
6
層

Ⅳ
d
3

7
.
5
Y
4
/
1

灰
色
砂
質
土

径
３
～
５
㎝
大
の
礫
多
く
混
じ
る

西
壁
Ⅳ
d
1
2
層

Ⅳ
d
4

灰
色
粘
土

Ⅳ
d
5

褐
灰
～
黄
灰
色
粘
土
（
10
YR
4/
1～

2.
5Y
4/
1）

・
オ
リ
ー
ブ
灰
色
砂
質
土
（
5G
Y5
/1
）

混
土

状
に
混
じ
り

う
径
１
㎝

の
小
礫
・
径

～
３
㎝
大
の
礫

混
じ
る

Ⅳ
d
6

灰
黄
色
砂
質
土

Ⅳ
d
7

オ
リ
ー
ブ
灰
色
砂

Ⅳ
d
8

2
.
5
Y
4
/
3

オ
リ
ー
ブ
褐
色
砂
質
土

径
３
㎝
大
の
礫
混
じ
る

Ⅳ
d
9

黄
灰
色
粘
土

Ⅳ
d
1
0

7
.
5
Y
4
/
1

灰
色
砂
礫

径
３
～
５
㎝
大
の
礫
多
く
混
じ
る

主
体
は
粗
い
砂
・
小
礫

灰
色
・
暗
褐
灰
色
粘
土
・
粘
土
質
ブ
ロ
ッ
ク
混
じ
る

西
壁
Ⅳ
d
1
7
層

Ⅳ
d
1
7

1
0
Y
5
/
1
～
4
/
1

灰
色
砂
～
シ
ル
ト

や
や
青
味
強
い

【
硬
化
面
】

Ⅳ
d
1
9

2
.
5
Y
4
/
2

暗
灰
黄
色
砂
質
土

し
ま
り
が
強
く
均
質
な
砂
質
土

オ
リ
ー
ブ
褐
色

（
2
.
5
Y
4
/
6
）
砂
質
土
が

く
層
状
に
堆
積

Ⅳ
d
2
1

N
4
/

灰
色
砂

粒
子
粗
い

Ⅳ
d
1
7
層
に
類
似

Ⅳ
d
2
2

2
.
5
Y
4
/
1

黄
灰
色
砂
質
土

礫
混
り
の
青
灰
色
砂
を
部

的
に
含
む

Ⅳ
d
2
3

灰
色
粘
土
【
S
X
0
3

】

Ⅳ
d
2
4

黒
褐
色
粘
質
土

Ⅳ
d
2
5

N
4
/

灰
色
砂

Ⅳ
d
2
7
層
と
の
上

明

Ⅳ
d
2
6

2
.
5
Y
4
/
1

黄
灰
色
粘
土

径
３
～
５
㎝
大
の
礫
混
じ
る

Ⅳ
d
2
7

2
.
5
G
Y
4
/
1

オ
リ
ー
ブ
灰
色
粘
質
・
砂
質
土

Ⅳ
d
2
8

5
5/
1～

2.
5G
Y4
/1

灰
色
～
暗
オ
リ
ー
ブ
灰
色
砂
質
土

色
調
は

で
は
な
い
が
、

径
～
５
㎝
大
の
礫
多
く
混
じ
る

上
部
の
方
が
砂
質

味
で
、

部
に
粘
性
の
強
い

部
が
あ
る

西
壁
Ⅳ
d
2
2
層

Ⅳ
d
2
9

オ
リ
ー
ブ
灰
色
粘
質
土
（
2.
5G
Y・

5G
Y4
/1
）
・
灰
色
砂
（
7.
5Y
4/
1）

・
黒
褐
色
粘
質
土

（
1
0
Y
R
3
/
1
）
混
土

西
壁
Ⅳ
d
3
3
層

Ⅳ
d
3
0

1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
粘
質
土

腐
植
質
系

粘
性
強
い

西
壁
Ⅳ
d
3
4
層

Ⅳ
d
3
1

礫
層

部
（
見

し
部

）
で
は
灰
～
青
灰
色
粘
土
混

Ⅳ
d
3
2

黄
灰
色
粘
質
土

+
礫

Ⅳ
d
3
3

7
.
5
Y
4
/
1

灰
色
砂
・
砂
質
土

粒
子
は
比
較
的
粗
い

径
３
～
1
0
㎝
大
の
礫
混
じ
る

Ⅳ
d
3
4

5
G
Y
5
/
1

オ
リ
ー
ブ
灰
色
粘
質
・
砂
質
土

径
１
～

㎝
大
の
小
礫
多
く
混
じ
る

Ⅳ
d
3
5

灰
色
粘
質
土

径
１
㎝

の
小
礫
多
く
混
じ
る

層
近
世

前
の
土
層

1
上
層

+
灰
色
粘
土
【

含
層
】

2
1
0
Y
R
4
/
1
～

2
.
5
Y
4
/
1

褐
灰
～
黄
灰
色
粘
土

均
質

西
壁

1
層
【

含
層
】

3
褐
灰
色
粘
土

+
砂
質
土

+
礫
・
砂
利
（
礫
・
砂
利
主
体
）
【

含
層
】

27
.0

26
5

26
.0

25
5

25
.0

SP
7

SP
8

(S
P6

)
(S

P1
6)

(S
P1

7)

0
5 ｍ

(
S
=
1
/
3
0
0
)



― 162―

第 132 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SP8 9（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)

Ⅲa1 Ⅲa1

Ⅲb1Ⅳa1
Ⅳd1Ⅳd1’

Ⅳd2 Ⅳd2

Ⅳd3

Ⅳd4

コ
ン
ク
リ

ト
杭

コ
ン
ク
リ

ト
杭

S 01

Ⅲa層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土・造成土
Ⅲa1 10YR4/2 灰黄褐色砂質土 比較的均質 壁Ⅲa12・Ⅲa13 層、西壁Ⅲa1 層 【S 01 埋土】

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土・造成土
Ⅲb1 褐灰～暗褐灰色粘質・砂質土 炭片・焼土少量混じる （10YR4/1より少し暗い） 西壁Ⅲb3層

Ⅳa層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳa1 オリーブ褐色砂質・粘質土（2.5Y4/3）・黒褐色粘質土（10YR2/2）混土 径３～５㎝大の礫多く混じる 壁Ⅳa3層

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd1 灰（7.5Y4/1）・オリーブ灰（2.5GY5/1）・黒褐色粘土（2.5Y3/1）混土 径 ～５㎝大の礫混じる 西壁Ⅳd6層
Ⅳd1  オリーブ灰色粘質土（2.5GY5/1）・灰色粘質土（7.5Y4/1） 径３～５㎝大の礫多く混じる 西壁Ⅳd6層に対応 壁Ⅳd2層
Ⅳd2 灰色砂質土（7.5Y4/1） 径３～５㎝大の礫多く混じる 西壁Ⅳd12層、 壁Ⅳd3層
Ⅳd3 10YR4/1 （暗）褐灰色粘質土 径５～10㎝大の礫 同系色砂質土混じる 西壁Ⅳd14層
Ⅳd4 7.5Y4/1 灰色砂礫 径３～５㎝大の礫多く混じる 主体は粗い砂・小礫 灰色・暗褐灰色粘土・粘土質ブロック混じる 西壁Ⅳd17層、 壁Ⅳd10層

27.0

26.5

26.0

25.5

SP8 SP9

0 5ｍ(S=1/300)

P05（第123・138 図）

区 部で した ット Ⅲ b層で埋 立てられている 平面 で、径 47㎝、 さ 13

㎝を る 遺物の 土は見られなかった

⑪3d面（Ⅳ d層上面）の遺構か

SX03（第123・131・133図）

3d面で したが、上部に る造成などで周 の3c面が れた 性があり、遺構が3d面

から掘り まれたと断定で ないが、ここでは3d面の遺構として する

区北側で石 の 石３石と の 石層を した 石には 石が されていたが、

調 のた か、側面に が見られる石もあった 面はいもり 側に いて り、 石は径 ～

27㎝で、灰色粘土で 覆されていた

⑫４面（Ⅴ層上面）の遺構（第125 ・126・131・133図）

調査区南 の近世初期遺構面の 層で、 の土 を含む灰褐色粘土層と、これを基盤とする 状

の掘り を した 地 まで掘り たが、地 は で なかった

３．小結

・いもり 南岸の 面を し、いもり 部 の南岸 を 定で た 前の 北岸の調査

成 とあ 、いもり 全体の断面 状を する かりが られた

・いもり 南岸の 面について、明 40 1907 の 埋立てにより埋 した面と、部 的に構

初 よ 近世前期の面を した

・いもり 上層について、北岸の調査成 と ると、 は30 上、 いところで 40 に

すると推定され、 後期の 図（ 13 （1830）） の （
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第 134 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SP11 13（S=1/40）、SX01 平面図（S=1/100）

SP11 13 土層断面図

SX01 平面図

0 1ｍ(S=1/40)
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Ⅲb7
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Ⅳc1

Ⅳc2

Ⅳc2

Ⅳc4 Ⅳc4
Ⅳd24 Ⅳd24

SX02

SX01

SD06

Ⅲa層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土
Ⅲa2 木片層 壁Ⅲa10層に対応する【SX01】

Ⅲa3 10YR4/1～2.5Y4/1 褐灰～黄灰色粘土 粘性強い 木質の粘土化したもの 壁では ではない【SX01】

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土・造成土
Ⅲb7 灰～暗青灰色粘質・砂質土 壁Ⅲb18層に対応する

Ⅲb8 Ⅲb7層 で炭小片 に含む部

Ⅲb14 灰オリーブ色粘質土 D区 北Ⅲb層 部に対応

Ⅲb15 黒褐色（10YR3/2～3/3）～暗褐色（2.5Y3/2）粘質・砂質土 Ⅲb7層に比 粘質土部 多い【SD06主体埋土】

Ⅲb16 7.5Y4/1 灰色砂質土 上部はⅢb7層と区 しがたい【P06 部埋土】

Ⅳb層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳb1 N4/1 灰色砂 比較的均質

Ⅳb2 N4/ 暗灰～灰色砂 オリーブ黒色（暗灰色）粘質土ブロック（2.5Y3/1）礫多く混じる

Ⅳc層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳc1 5Y4/1 灰色粘質～砂質土 炭片少量混じる 明青灰色粒（5BG7/1）少量混じる【石 SX02構 の掘方埋土】

Ⅳc2 暗緑灰～青灰色砂 全体5G4/1 青灰色系（5BG6/1～5/1）砂粒も目立つ 青ないし緑がかった砂層 均質

Ⅳc4 5Y4/1～2.5Y3/1 灰色砂～オリーブ黒色粘質・砂質土・小礫混土 小礫が主体をなす【3c・3d面 の礫混じり土層】

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd24 10Y5/1～4/1 灰色砂～シルト 粒子細かい 3b・3c面構成層の砂層よりやや灰色味強い
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第 135 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SP14 15（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)
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いもりいもり

SD01SD01
クリート

SD03

SD05

SD08

S 03

SD02

S 04

石

層 近 層
1 10YR3/2 黒褐色土 クリート片などを含む 石 上にある クリートに うものか

2 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土（砂強） （10YR4/6）褐色砂を主体的に含む しまり極強 粘性なし

クリート埋 に うものか 南や 壁でこのような土が見られないので クリート埋 の とも

られる

3 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土 径３～５㎝大の礫少量含む しまり強 粘性ややあり

【明 40 いもり 埋立土】 壁 3層

4 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土 やや粘性強い を斑紋状に含む 炭化物粗粒・ 色粒子・黄 色

粒子少量含む しまり強 粘性あり【明 40 いもり 埋立土】 壁 4層

5 10YR3/1 黒褐色粘質土 腐植物少量含む 径0.2㎝ の砂利を斑紋状に含む しまりやや強 粘性やや強

【明 40 いもり 埋立土】 壁 6層

6 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土 木片（腐植物）を少量含む 径0.2㎝ の砂利を 量含む（ 5層より多）

しまりやや強 粘性ありり 粘性強【明 40 いもり 埋立土】 壁 7層

a層 近世後期（宝暦大火後）造成土
a1 10YR4/4 褐色土 径１㎝大の礫・焼土粒子・炭化物粒子少量含む 黄 色粘土を部 的に含む

しまり強 粘性なし 壁 a1層

b層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
b1 10YR3/3 暗褐色粘質～砂質土（砂質強） 径0.3～１㎝大の礫 量含む 炭化物粗粒・焼土粗粒 量含む 径0.5㎝大の礫多量含む しまり強 粘性なし

壁 b1層

b2 10YR4/4 褐色粘質～砂質土（砂質強） b1層より礫が少なくしまりが弱い 径0.5㎝大の礫 量 焼土粒子・炭化物粒子 量含む しまり強い 粘性なし

b3 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土（砂質強） 径0.3㎝大の礫 量含む 炭化物・焼土粒子 量含 を斑紋状に含む しまり極強 粘性なし

b4 10YR3/3 暗褐色粘質～砂質土（砂質強） 7.5YR4/6の褐色ブロック（径１㎝大）少量 径0.1㎝大の礫少量 径0.5㎝大の礫 量 炭化物粒子・焼土粒子 量含む

上層の b1層より径0.5㎝大の礫少なく、 色ブロック・焼土粒子が多い しまりもある しまり極強 粘性なし

b5 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質～砂質土（砂質強） を斑紋状に含む 径３～５㎝大の礫 量含む 径0.5㎝大の礫 量 焼土粒子・炭化物粒子少量含む

b1層より径0.5㎝大の礫が少なく、しまっている しまり極強 粘性なし

b6 10YR3/1 黒褐色砂質～粘質土 やや砂質強 色粒子少量 炭化物粒子・焼土粒子 量含む しまり強 粘性あり 壁 b2層に類似するが、より粘性強い

 【SD01掘方埋土】

b7 壁 b3層に類似【SD01掘方埋土】

b8 壁 b6層に類似 壁よりやや灰色を る【SD01掘方埋土】

b9 10YR3/3 暗褐色土 径0.5～１㎝大の 色土ブロック（7.5YR6/6）を少量含む（焼土か ） 径0.5㎝大の小礫・炭化物粒子・焼土粒子 量含む しまりやや弱

粘性なし【SD02埋土】 壁 b7層

c層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
c1 10YR3/2 黒褐色粘質土 径0.5～１㎝大の炭化物ブロック・炭化物粒子少量含む しまりやや強 粘性あり【SD03 木 掘方埋土】 壁 c1層

c2 10YR3/1 黒褐色粘質～砂質土 径0.5㎝大の礫 量含む 径 ㎝大の礫少量含む 焼土粗粒少量含む 炭化物粒子 量含む しまりやや強 粘性なし

 【SD03 木 掘方埋土】 壁 c2層

c3 10YR3/4 暗褐色粘質～砂質土 暗灰黄色砂（2.5Y4/2）を斑紋状に含む 粘性あり 主体となる土は 壁と同じ が 壁より混じりが少なく粘質が す また、

しまりが弱い【SD03 木 掘方埋土】 壁 c4層

c4 10YR3/2 黒褐色粘質土 褐色砂（10YR4/6）を少量含む しまりやや強 粘性強【SD03 木 掘方埋土】 壁 c3層

c5 10YR3/1 黒褐色粘質～砂質土（砂質強） 径0.5㎝ の礫少量含む しまりやや強 粘性あり 壁 c6層

c6 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土（砂質強） 径 ㎝大の礫少量含む 径0.5㎝大の礫 量含む 焼土粒子少量含む 炭化物粒子 量含む しまり強 粘性ややあり

壁 c9層

c7 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土（砂質強） c6層に類似 焼土粒子・炭化物粒子 量含む 径0.5㎝礫少量含む しまり強 粘性なし

c8 2.5Y5/2 暗灰黄色粘質～砂質土（砂質強） を斑紋状に含む 径0.3～1㎝大の礫 量含む しまり強 粘性なし

層 近世後期（宝暦大火後）遺構埋土
1 2.5Y3/1 黒褐色粘質～砂質土 b6層よりやや粘性が す 径10㎝ の礫を含む 礫の周りには暗灰色の粘土が多い しまり強 粘性あり 壁よりやや褐色が

 強い 石の周りは粘質が強い【S 03埋土】 壁 1層

2 2.5Y2/1 黒色粘質～砂質土（粘質が強） 色粒子少量含む しまり弱 粘性極強【S 03埋土】 壁 2層

d層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
d1 10YR4/2 灰黄褐色粘質土 径0.5㎝大の礫少量含む 黄褐色（2.5Y5/3）粘土ブロック（径１㎝大）多量含む 焼土粒子 量含む 炭化物粒子少量含む

しまり極強 粘性あり 壁 d2層
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第 136 図 南岸調査区 2008 地点 土層 SP14 15

d層 近世後期（宝暦大火後）造成土・遺構埋土
d2 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質～砂質土（粘性強） 黄褐色砂（10YR5/6）を 量含む しまりあり 粘性あり

d3 10YR3/4 暗褐色粘質～砂質土（砂質強） 焼土粗粒少量・焼土粒子 量・炭化物粒子少量・径１㎝小礫少量含む しまり強 粘性なし 壁 d3層

d4 2.5Y3/1 黒褐色粘質～砂質土（砂質強） 径0.5㎝礫 量・径３㎝礫少量・オリーブ褐色土（2.5Y4/3）を斑紋状に含む 炭化物粒子・焼土粒子少量含む

しまりあり 粘性やや強い 壁 d4層

d5 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土（粘性強） 暗灰黄（2.5Y4/2）の砂質土、暗オリーブ褐（2.5Y3/3）の粘質土を斑紋状に含む 炭化物粒子・焼土粒子少量含む

しまりやや強 粘性あり

d6 10YR3/3 暗褐色粘質土 径0.5㎝小礫少量含む しまりやや強 粘性強 壁 d5層

d7 2.5Y5/2 暗灰黄色粘質～砂質土（砂質強） 2.5Y5/1 黄灰（青灰か ）色の砂と を斑紋状に含む しまり強 粘性あり【S 04埋土】

d8 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土（砂質強） d13層と同じ が礫が少なく粘性が す 壁より粘性弱くしまりあり 壁 d6層

d9 2.5Y3/2 黒褐色粘質～砂質土（砂質強） 焼土粒子・炭化物粒子 量 径0.2㎝礫少量含む しまりやや強 粘性あり

d10 10YR3/2 黒褐色粘質土 焼土粒子・炭化物粒子少量含む しまりやや強 粘性強【SD05埋土】 壁 d7層

d11 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 （2.5Y5/4）の黄褐色砂を斑紋状に含む 焼土粒子 量含む しまりやや強 粘性なし 壁よりやや粗く色調も黒褐に近い

【SD05埋土】 壁 d11層

d12 10YR4/2 灰黄褐色砂質土 径 ㎝礫・径0.5㎝礫多量含む 多 な色調の砂粒と斑紋状に含む しまり強 粘性なし【SD05埋土】 壁 d8層

d13 10YR4/2 灰黄褐色粘質～砂質土（砂質強） 径 ～５㎝礫多量に含む 褐灰色粘土（10YR4/1）やにぶい黄褐色砂質土（10YR5/4）を部 的に含む

しまりやや弱 粘性なし【SD05埋土】 壁 d9層

d14 2.5Y3/1 黒褐色粘質～砂質土（粘質強） （2.5Y4/2）暗灰黄の砂質土を斑紋状に含む しまりあり 粘性やや強【SD05埋土】

d15 壁 d10層と対応 砂礫土 径 ～３㎝礫多量 しまり強 粘性なし【SD05埋土】

d15’ d15層より礫少ない 砂礫土 径 ～３㎝礫少量 しまり強い 粘性なし【SD05埋土】

d16 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色砂質土 やや粗い 細い砂粒から径0.1㎝ の粗い砂粒なども含む によるものか やや 味を る しまりあり 粘性なし

【SD05埋土】

d17 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 径 ㎝礫 量多 な色調の砂を主体とする 径0.5㎝小礫多量 しまりやや強 粘性なし【SD05埋土】 壁 d11層

d17’ 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 d17層より径 ㎝礫が少なく砂質土主体 しまりあり 粘性なし【SD05埋土】

d18 2.5Y3/2 黒褐色砂質土 上層と色調などは類似するが 細かい しまりあり 粘性なし【SD05埋土】

d19 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 シルトが強い を斑紋状に含む 褐色（10YR4/4）砂を斑紋状に含む 砂が密に堆積 しまりやや強 粘性なし【SD05埋土】

 壁 d16層

d20 10YR3/3 暗褐色砂質土 径0.５㎝礫多量に含む を斑紋状に含む しまり強 粘性なし【SD05埋土】 壁 d17層

d21 2.5Y3/2 黒褐色粘質土 2.5Y4/2の暗灰黄粘質土を斑紋状に含む 木片などの腐植物を含む しまりやや強 粘性あるが 壁より弱い【SD08埋土】 壁2d18層

Ⅲa層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土 2a面を構成
Ⅲa4 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土 径0.2～0.5㎝礫 量含む 炭化物・焼土粒子 量含む しまりやや強 粘性あり 壁Ⅲa16層から砂質土をなくした じ

Ⅲa5 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質～砂質土 やや砂質が強い 上層に比 て灰 色粒子が斑紋状に がりしまりが強い 炭化物粒 量含む しまり強 粘性なし

壁Ⅲa17層

Ⅲa6 2.5Y4/3 オリーブ褐色土～2.5Y3/2 黒褐色粘質土 斑紋状に堆積 木片などを含む しまりあり 粘性やや強 壁Ⅲa19層

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土 2b面を構成
Ⅲb9 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土（砂質強） 炭化物粒子・焼土粒子 量含む しまりやや強い 粘性ややあり

Ⅲb10 10YR3/2 黒褐色粘質～砂質土 径0.5㎝礫多量含む 焼土粒子 量含む 炭化物粒子少量含む しまりあり 粘性強 壁Ⅲb4層

Ⅲb11 2.5Y3/2 黒褐色粘質土～2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土 黒褐色粘土と暗灰黄色粘土が ーブル状にま りあう 焼土粒子 量含む しまりあり 粘性極強

 壁Ⅲb13層

Ⅲb12 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土 径0.2㎝礫少量含む しまりあり 粘性極強 壁Ⅲb22層

Ⅲb13 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土 炭化物粒子 量に含む しまりやや強 粘性強

Ⅳc層 近世初期（～寛永大火）造成土 3c面を構成
Ⅳc3 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 て細かく密に堆積 しまり強 粘性なし 壁Ⅳc1層

Ⅳc5 2.5Y4/3 オリーブ褐色砂礫土 粗い砂質土主体 径 ㎝礫少量含む 全体的に を多く含 く 色している しまり強 粘性なし 壁Ⅳc2層

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土 3d面を構成
Ⅳd25 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土 を斑紋状に含む に硬くしまっている Ⅳc3層に比 ると砂がやや粗い部 と密な部 とに かれる しまり極強

 粘性なし 壁Ⅳd11層

42.4 ） という と する

・2006 1・2008地点に いて、近世後期～ にか ての 図に かれた に対応すると ら

れる 状遺構を した 2006 1地点 のものからは、 よ 石等の 部 は で

ていないが、 図との対比により、 は石 であったと られる な 、2008地点では、

を石 よ 木 とする に対応する の 状遺構（石 SD01、木 SD03）を

した

・2008地点 ～ 区では、北西 南 方 の 状遺構が された（SD01・02・03・05・07）

これらが （石 ）掘方のSD01と 平 していることから、 に するものも含

まれている 性があるが、SD03 外から よ の 部 など に するもの

は されなかった

・ 期～近世初期、 には 地や 等の遺構が していたが、 （1615 ～

1624）～寛永大火（1631） 前の 造成 よ 寛永 （1631）の大火を とした により、

これらの遺構が され、 たに や 等の が された が 明している また、2008

地点南部の ～ 区では、近世初期～前期の遺構（石 ・石 ・ 等）が された 細は 明で

あるが、 成立前後の 区 の 部である 性も られる
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第 137 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 P01・SD02・P02・S 02（S=1/40）
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Ⅲb5
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SP24-25

④ 区 3 面 S 02 土層断面

Ⅲa層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土
Ⅲa1 黄褐色シルト質土（2.5Y5/3～6/4）【SD04埋土】
Ⅲa2 黄灰色砂質土（2.5Y6/4～5/1）【S 01埋土】

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土・造成土
Ⅲb1 灰黄褐色粘～砂質土（10YR4/2） 小礫・焼土（瓦片 ）多く混じる
Ⅲb2 黒褐色粘質土（10YR4/2～2/2） 径３～10㎝大の礫極 て多く混じる

 【S 02上面 ット埋土】
Ⅲb3 黒色粘質土・灰色粘～砂質土混土（10YR2/1・7.5Y5/1）

ク状に混じる【S 02上面 ット埋土】

Ⅲb4 黒色粘～シルト質土（10YR2/1） 径３～５㎝大の礫多く混じる
 【S 02上面 ット埋土】

Ⅲb5 黒色粘～シルト質土（10YR2/1） 径１～３㎝大の礫少量混じる【S 02埋土】

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd1 黄灰色粘土 砂質土が礫の に る 壁Ⅳd 層に類似した じ
Ⅳd1  礫が多い

層 近世後期（宝暦大火後）遺構埋土 c層堆積後
1 灰黄褐色（10YR4/2）～黄灰色砂質土（2.5Y4/1） 径 ～５㎝大の礫多

 径５～10㎝大礫少し混じる 黄褐色粘土小塊（2.5Y7/4～7/6）混じる

【P02埋土】

27.0

SP22 SP23

③ 区 1c 面 P02 土層断面

1

SP20 SP21
27.1

②A区 1c 面 SD02 土層断面

b1

b層 近世後期（宝暦大火後）遺構埋土
b1 10YR4/3 10YR3/4 暗褐色砂質～粘質土 焼土粒子多量

焼土ブロック 量 炭化物粒子少量 焼 た 石含む

しまりやや強 粘性なし【SD02埋土】

a層 近世後期（宝暦大火後）遺構埋土
a1 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質～砂質土 径0.3㎝大の小礫 量含む

焼土粒子・炭化物粒子 量含む 黄色土を に含む しまりやや強

粘性なし【P01埋土】
いもり

27.5
SP18 SP19

①A区 1b 面 P01 土層断面

1

0 5ｍ(S=1/300)

0 5ｍ(S=1/300)

0 5ｍ(S=1/300)

0 5ｍ(S=1/300)
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第 138 図 南岸調査区 2008 地点 土層断面図 SD06・SX02・P05（S=1/40）

0 1ｍ(S=1/40)

Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）遺構埋土
Ⅲb1 7.5YR4/1 褐灰色砂質土 灰黄色砂質土を斑紋状に含む しまり強 粘性なし【P05埋土】

Ⅲb2 10YR4/1 褐灰色粘質土 しまりなし 粘性極強 平面の外側（外周）に見られる【P05埋土】

Ⅲb3 10YR2/2 黒褐色粘質土 平面では木片などが見られる しまりなし 粘性極強【P05埋土】Ⅲb1
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Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土
Ⅲb1 10YR3/4 暗褐色土 しまりやや強い 粘性なし

焼土・炭化物・砂利多く混じる
Ⅲb2 10YR4/4 褐色土 しまり強い 粘性ややあり

焼土・炭化物・砂利少量混じる 灰色粘土多く混じる

Ⅲb3 10YR4/3 にぶい黄褐色土 しまりやや弱い 粘性ややあり

粘質土が緻密に堆積 礫少量混じる

Ⅳb層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳb1 N4/ 灰色砂 比較的均質
Ⅳb2 N4/ 暗灰～灰色砂

 オリーブ黒（暗灰）色粘質土ブロック（2.5Y3/1）等多く混じる

Ⅳc層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳc1 5Y4/1 灰色粘質～砂質土 しまりやや弱い 小石～礫多く含む砂層

炭片少量混じる 明青灰色粒（5BG7/1）少量混じる 西壁Ⅳe1層に対応
【SX02掘方埋土】

Ⅳc2 暗緑灰～青灰色砂 青ないし緑がかった砂層 均質 全体としては暗緑灰
（5G4/1）に近いが青灰色系（5BG6/1～5/1）の砂粒も目立つ

Ⅳc3 小礫・灰色砂・オリーブ黒色 5Y4/1・2.5Y3/1 砂質土 混土

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd1 10Y5/1～4/1 灰色砂～シルト 粒子細かい Ⅳb1・Ⅳc2層より灰色味強い
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Ⅲb層 近世前期（寛永大火後～宝暦大火）造成土
Ⅲb1 2.5Y4/2～3/2 暗灰黄～黒褐色粘質～砂質土 焼土片（瓦・壁など）・炭片多く混じる【SX01基盤】

Ⅲb2 濁黄褐（10YR4/3）～暗灰黄色砂質土（2.5Y4/2） 径３㎝大の礫多く混じる 全体に砂利質

Ⅲb3 10YR4/2～4/3 暗灰黄褐色粘質土 灰黄色粘土小塊混じる

Ⅲb4 5Y4/1 暗灰色粘質～砂質土 炭片混じる F区ではSD06を覆うと推定される

Ⅲb5 5Y4/1～3/1 暗灰色砂質土 焼土片（瓦・壁など）・炭片混じる【SD06埋土】

Ⅲb6 2.5Y3/2 暗褐～黒褐色砂質土 Ⅲb7層に類似するが砂質味強い【SD06埋土】

Ⅲb7 2.5Y3/2 暗褐～黒褐色粘質～砂質土 焼土片（瓦・壁など）・炭片・径３～10㎝大の礫混じる【SD06埋土】

Ⅲb7’ Ⅲb7層+灰オリーブ色粘土塊（5Y5/2）混じる【SD06埋土】

Ⅲb8 5Y4/1 褐灰色粘質～砂質土【SD06埋土】

Ⅲb9 7.5Y4/1 灰色砂質土 【SD06埋土】

Ⅲb10 10YR3/2～3/3 黒褐～暗褐色粘質（腐植質）土 灰色砂質土多く混じる（7.5Y4/1主体）【SD06埋土】

Ⅲb11 7.5Y4/1 灰色砂質土・砂礫（砂利）土 径１～３㎝大の礫・小礫混じる 砂利が主体

 Ⅲb10層の主体ブロック状に混じる【SD06埋土】

Ⅲb12 10YR3/2～3/3 Ⅲb10層と同質 径５～10㎝大の礫目立つ【SD06埋土】

Ⅳb層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳb1 黒褐色（2.5Y3/1）・暗褐色（10YR3/3）・黒色（2.5Y2/1）粘質土 混土【SD06基盤】

Ⅳb2 7.5Y4/1 暗青灰色粘質・砂質土 黄褐色砂質土（2.5Y5/4）ブロック混じる【SD06基盤】

Ⅳb3 N4/ 灰色砂 やや青味がかった砂でオリーブ黒（暗灰）色粘質土ブロック（2.5Y3/1）など混じる

Ⅳd層 近世初期（～寛永大火）造成土
Ⅳd1 小礫・灰色砂（5Y4/1） 北側では3d面の基盤をなすが、3d面上部の硬化した面がここでは見られない

Ⅳd2 5GY4/1 暗オリーブ灰色砂

Ⅳd3 10YR3/1 黒褐色粘質土 腐植質

Ⅳd4 10GY4/1 暗緑灰色砂

Ⅳd5 7.5Y4/1 灰色砂質土 径３㎝大の礫多く混じる

Ⅳd6 N4/ 灰色粗砂 もろい粗砂
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②G区 3b 面 SD06 土層断面 SP31-32

0 5ｍ(S=1/300)

①

②

③

④

⑤




